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序

東大阪市における埋蔵文化財保護行政の進展については、年々目ざましいものがあり、昭和

61年 までに埋蔵文化財包蔵地分布図を2回改訂いたしました。改訂のたびに新発見の遺,Iヽが登

録されているわけで、現在までに137ヶ 所の埋蔵文化財包蔵地が確認されています。

遺跡の発見の契機となるのは、各種の土木・建築工事によるもので、以前は工事中に土器片

などが不時発見されることが比較的多かったのですが、最近では、遺跡のないところでも、共

同住宅や病院など大規模な建造物の建設については、事前の試掘調査を行い、偶発的ではなく

積極的計画的に遺跡の発見や保護に努めているところであります。

今回報告いたします西の日遺跡も市立中学校分教場建設予定地内での試掘調査の結果、新た

にその存在を確認したものです。

本調査により、西の白遺跡が弥生時代から平安時代にいたる複合遺跡であることが判明し、

とりわけ古墳時代後期の溝で囲まれた掘立柱建物を5棟検出するなど大きな成果を得ました。

本遺跡が東大阪市東地区で最南端に位置するところから、川を隔てて、北に位置するJ焉場川遺

跡との関係はもとより、八尾市域の楽音寺遺跡や西の山古墳、花岡山古墳などとの関連も考え

ていかねばならないと思われます。また、別の観点からすれば、東大阪市を中心とする地域史

にも新たな 1ページを書き加えることになるわけで、本書が考古学的な文献としてだけではな

く、広く文化財の保護や活用のために資することになれば幸いであります。

最後になりましたが、調査の実施にあたり格別な御協力を頂いた関係諸機関各位、とくに東

大阪市教育委員会に対し、厚く御礼申し上げます。

口召不日62年 3月 31日

財団法人 東大阪市文化財協会

理事長 木 寺  宏

К
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例    言

1.本書は、東大阪市立縄手中学校分教場建設に伴う西の口遺跡第 1次の発掘調査概要報告書

である。

2.本調査は、東大阪市教育委員会の委託を受けて、財団法人東大阪市文化財協会が実施した。

d.現地における調査は、昭和60年 4月 30日 より9月 6日 まで、同年11月 26日 より12月 25日 ま

で 2回 にわたって実施した。

4.調査および整理は、次の事務局体制により進めた。

理事長  木寺 宏 (東大阪市教育委員会教育長)

事務局長 寺1畢 勝 (東大阪市教育委員会社会教育部参事 )

庶務部長 吉田照博 (東大阪市教育委員会文化財課課長代理)

調査部長 原田 修 (東大阪市教育委員会文化財課主査)

庶務部員 安藤紀子 (東大阪市教育委員会文化財課)

調査部員 上野節子 (財団法人東大阪市文化財協会)

調査担当 下村晴文 (東大啄市教育委員会文化財課主任)

菅原章太 (東大阪市教育委員会文化財課)

5。 遺構の略号は下記の通りである。

SB……掘立注建物、 SD……溝、 SE……井戸、SK……土坑、 SP……ピット、

NR……自然流路

遺構番号は検出した順に 1、 2、 3、 ……と付している。

なお、遺構実測図でのピットについて、◎とあるのは、柱痕、掘形ともに検出できたもの、

◎とあるのは掘形のみで本主痕が不明であるものを示す。

6。 現地の土色名および土器の色調は、農林省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色

彩研究所色票監修『新版標準土色帖』に準じており、記号の表記もそれに従った。

7.本書の執筆は、 I、 Ⅲ-1)、 6)、 Ⅳ-5)を下村、Vを下村 。菅原が共同で行ない、その他

の項および編集を菅原が行つた。遺構写真は、下村、菅原が撮影した。遺物写真はG・ Fプ

ロに委託して実施した。

3.本書中、石器の実測については、松田順一郎の協力を得たほか、曽我恭子が整理作業に参

画した。厚く御礼申し上げる。また調査の実施にあたっては、東大阪市教育委員会施設課、

株式会社山田正務店、菊田建設株式会社、安西工務店に格別な御協力をいただいた。記して

御礼申し上げる次第である。
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I.調査に至る経過

西の口遺跡は、東大阪市横小路町 3丁 目1508番地外に所在する縄文時代から中世期まで続 く

複合遺跡である。本遺跡が所在する横小路町付近一帯は、都市化がすすむ本市にあって、唯一

田畑を残す市街化調整区域であった。この結果、開発に伴う発掘調査はこれまでおこなわれて

おらず、幸か不幸か遺跡の空白区になっていた。

この地に、東大阪市教育委員会では市立縄手中学校の生徒増に対処するため分離校の計画が

あり用地買収がすすむなかで、本市施設課より文化財課へ遺跡の有無について照会があった。

文化財課では、周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲内ではないが、周辺にはJ焉場川遺跡、萩山遺跡

など重要な追跡があるので、工事予定地については、新遺跡が発見される可能性が高いと判断

し、試掘調査が必要と回答された。その後、文化財課と施設課の協議がおこなわれ、とりあえ

ず、用地買収が完了した土地を対象として試掘調査を実施することになった。試掘調査は、昭

和59年 4月 10日 ～ 4月 15日 まで延 6日 間、東大阪市教育委員会の主体で計 6ヵ 所の試掘 トレン

チ (計24m2)を 設定して実施された。

試掘調査の結果、No l～ 2・ No 4ト レンチで縄文時代・弥生時代の遺物包合層が確認され、

遺構が検出される可能性が高いと考えられ、工事予定地全域の全面調査が必要であると判断さ

れた。その後、両者で再三の協議がおこなわれ、校舎建築等で破壊される部分について全面調

査を実施 し、当初予定されていた切土による造成を変更 し、できるだけ盛土による造成をおこ

ない、一嗜Бどうしても切土をおこなう場所は全面発掘調査を実施することになった。発掘調査

は、用地買収の関係で二回に分けて実施 した。 1回 目は、昭和60年 4月 30日 ～ 9月 6日 まで

2199∬ を対象として実施 し、 2回 目は昭和60年 11月 26日 ～12月 25日 まで 168m2を 対象として実

施した。この間、後述のとおり予想以上の重要な遺構・遺物が検出され、あらたに西の口遺跡

と名付けるとともに、調査中の60年 8月 11日 の日曜日を現地説明会の日にあて、研究者や市民

の方々に現場を見ていただい

た。

今回の調査は、用地買収が

一部完了していない段階での

作業であったため、周辺の上

地所有者の方々に大変なご迷

惑をかけ、またご協力をいた

だいた。記 してお礼申し上げ

ます。

1

第 1図 現地説明会風景



H.位置と環境

西の日遺跡は、大阪府と奈良県の境にそびえ立つ生駒山地の西麓、東大阪市東地区 (旧枚岡

市域)の最南端に位置している。行政区画でいえば、東大阪市横小路町 2丁 目～ 4丁 目が遺跡

の範囲であり、南隣の八尾市楽音寺の集落とは指呼の間にある。遺跡は前章で述べたように、

遺跡確認のための試掘調査によってその所在が明らかになったもので、今後の調査の進展が期

待されるところだが、今回の調査成果から、弥生時代から平安時代にわたる複合遺跡と思われ

る。今回の発掘調査を実施した地点は横小路町 3丁 目1508香地他で、分校建設予定地約15,000

m2の うち2,367だ が調査の対象となった。

生駒山地は大阪府側に急で、奈良県側に緩やかな山系をもち、西麓部では、谷あいを流れる

小河
'IIに

よる、発達した扇状地の形成がみられる。西の日遺跡も、そうした小河チIIの一つ、箕

後川左岸の扇状地上、標高 21～ 22mの 間に立地している。

さて、東大阪市東地区における縄文時代以降の追跡の立地の状況を観察すると、大きく分け

て次の三つのグループを想定することができる。

① 山麓から扇状地発端にかけて標高 150m前後につくられる古墳時代後期の群集墳。北は
辻子谷古墳群から南は浄土寺谷古墳群まで分布 している。

② 旧東高野街道以東、扇状地中央、標高15～ 20mに所在する遺跡。北より日下、芝ヶ丘、
神並、西ノ辻く鬼塚、縄手、始山、馬場川、西の口など、 1～ 2 kmの 間隔をおいて点在し

ている。

③ 旧東高野街道以西、現国道170号線 (外環状線)にかけて、扇状地末端から平野の低湿地ヘ

移行する部分、標高 5m前後に営まれる遺跡。鬼虎川、北鳥池、池島などがあげられる。

以上のうち②と③に関わる旧東高野街道の存在は大きいと言わねばならない。遺跡分布図で

標高15mの等高線と、②の追跡群は無関係ではありえないのであって、旧東高野街道が②の集

落遺跡を結ぶルートとして早 くから機能していたことが想定できる。

微視的に西の日遺}方、周辺の歴史的環境をみてみよう。縄手遺跡、馬場川遺跡がまず縄文時代

に営なまれはじめる。いずれも前記分類の②に該当する。これは、縄文時代の河内平野が河内

湾という入江であることに起因するとみられる。この入江が旧大和川の堆積作用により湖沼

となり、集落が営なまれるようになるのは弥生時代に入ってからである。鬼虎川遺跡のような

弥生時代中期の大集落μ方ヽは当地域では、現在のところ発見されていないが、後期に入ると、北

鳥池遺跡が出現してくる。ここでは、既往の調査により弥生時代後期～古墳時代中期にいたる

複合遺跡であることが判明している。古墳では、 4世紀後半の西ノ山古墳、花岡山古墳の前期

古墳やえの本塚古墳、心合寺山古墳の中期の古墳が量は少ないながら点在し、山麓には、山畑

古墳群などの後期群集墳が分布している。従って弥生時代後期から古墳時代後期にかけて、西

の口遺跡周辺には、さまざまな遺跡が断続的に営なまれてきたのであった。
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Ⅲ。調査の概要

1)地区割

今回の調査は、第 1次調査であり、今後周辺の調査が続 く場合を想定し周辺を合めて地区割

をおこなった。地区割は、国土座標系に基づいて100m方眼の大区画とさらにその中を 5mメ ッ

シュの方眼の小区画とした。地区割の基点(0点 )を遺跡外の西北 (x=-150000.00、 y=-32500.00)

に置いて100m毎の大区画の X軸 を西から東へ I・ Ⅱ・Ⅲとローマ数字で表わし、 Y軸 を北から

南へ A・ BoCの アルファベットの大文字で表記 し、それぞれの南東の交点をその地区名とし

た。小区画は、100m方眼の大区画を 5mメ ッシュで区画 し、 X軸を 1・ 2・ 3の数字で表わし、

Y軸 を a・ b・ cのアル

ファベットの小文字で

表わすようにした。こ

の地区割を今回の調査

地点でみると、中央に

Y軸Ⅳライン (y=―

32600.00)が 通り、 1ヒ

寄りにXtt Fラ イン(x

=-150600.00)が 通っ

ている。このため調査

地は、大区画Ⅳ F、 ⅣG、

VF、 VG地区の4大地

区に区分される。その

大区画の中をさらに 5

m方眼で小区画に区分

しているため、調査地

の西北端の地区名は、

Ⅳ F17dと なり(南東

端は、Ⅳ G20Pと 呼ぶ

ことになる。遺物の取

り上げ、遺構の表示は、

この地区名にしたがっ

ておこなった。
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TP,212m

IVFSラ イン

耕土、ォリーブ灰色(10Y4/2)細砂
床土、赤褐色(5Y R4/7)中 ～細砂
オリーブ褐色(25Y4/3)シ ルト質細砂
暗掲色(7.5Y R3/3)粘 土質シルト
黒褐色(7 5Y R2/2)シル ト質粘土

(上)調査区北部断面
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D791層
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I日床■:

にない黄褐色(10Y R4/3)シル ト質細砂

(「 )y,l査区中央部断面

5～ 6

T P215m
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第 4図 土層断面図
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2)層 位

今回の調査地においては、面積が広く、調査地南側で検出した自然河川(NR2)|こ 向かって

南側へ傾斜するため、調査地北側、中央東側、中央西側、南側では、それぞれ、堆積している

土層が相違している。そこで、全地区で確認した土層をすべて列挙した上で、各地区の特長を

記していくことにしたい。基本層序は以下の通り。

第 1層 耕土層。オリーブ灰色 (10Y%)細砂。部分的に粗砂を含む。層厚28～ 36cm。

第 2層 床土層。赤褐色 (5YR%)中 ～細砂。酸化マンガン粒を合む。層厚 4～ 10cm。

第 3層 オリーブ褐色 (2.5Y%.5)シ ルト質粗～細砂。江戸時代の染付椀を合む。層厚10～

45cm。

第 4層  にぶい黄褐色 (10Y R■/3)シル ト質細砂。律令国家成立期 (7世紀中葉)か ら平安

時代の遺物包合層。平安時代の遺構面。層厚12～ 45cm。

第 5層 暗褐色 (7.5Y R3/3)粘土質シルト。細礫～粗砂を多量に含む。古墳時代後期の遺物

包含層。層厚18～ 26cm。

第 6層 黒褐色 (10Y R%)シ ル ト質細砂。弥生時代後期末の遺物包合層。層厚13cm前後。

第 7層 黒褐色 (10Y R%)シ ル ト。弥生～平安時代の遺構面。縄文時代晩期後半の突帯文

上器を微量に合む。層厚20cm。

第 8層  明黄褐色 (10Y R%)シ ル ト質粘土。遺物は含まない。層厚30cm以上。

まず、第 1層 、第 2層 については調査地全域に分布している。調査地中央東側では、 もと 2

枚の水田があったのを、第 2次大戦後、地上げを行い、 1枚の本田にして拡大したため、2'層 、

2″層として旧耕土、旧床上を確認したが、江戸時代に遡るものではない。第 3層 は全域に広が

るが、やや起伏のある旧地形を平坦にするための客上の可能1生があり、北から南、東から西ヘ

向かってかなり厚くなっている。下面において、この層よりもやや粗砂を多く合む層を埋土と

する畝状遺構が検出されている。

次に、第 4層 は調査地中央の一部 (VGl～ 2f付近)にのみ分布している。調査地中央西

側では、近世～近現代の耕地拡大により完全に削平されており、未確認である。この層を切 り

こんで平安時代の土坑が 3基検出されているが、江戸時代の削平のため、本来の遺構面は不明。

第 5層 は、調査地北側から中央部にかけて広がる。これは、古墳時代後期の集落遺構の分布と

一致するものである。第 6層 は第 5層の分布とは逆に、調査地中央から南側にかけて広がりを

もっていた。とくに調査地東端では、後世の削平を比較的まぬがれたためか層が厚くなる傾向

があった。第 6層 と第 7層 とは土色、土質の点で非常に近似している。ただ、第 7層 は北側の

ごく一部分で遺物が確認されたのみで、ほとんど遺物を含まないこと、また、第 6層 に少量な

がら砂粒を含むのに比べ、全くそれを合まないこと、などから分層を行った。第 3層 はいわゆ

る洪積層に相当するものと思われる。遺物は全く合まれていなかった。本遺跡のベースを形成

する層と考えられる。
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3)平安時代以降の遺構

第 3層上面で調査区中央を北から南へ流れる近現代の溝 5条 と、方形の池状落ちこみを
lヶ

所検出。山麓部での段々状水田の灌漑施設と思われる。南東部では同じ用途
の野井戸(SEl)

を確認した。池状落ちこみは一辺 5mの方形で二隅のみ丸くなっており、池状落ちこみの南辺

で溝と接続していた。その溝には大さ2～ 3 cm大の竹を丸く束ねたものを管状にした装置が施

されていた。水量を調整するためのものであろう。

第 4層 ～第 6層上面では、調査区全域で溝、畝状遺構を多数検出している。溝は断面カ
マボ

コ形を呈し、ヤ朱さ2～ 3 cm、 幅 6～ 7 cmの規模であった。畝状遺構は、精査時には溝状で検出

したもので、溝の両肩の間に 1条から数条の瘤状隆起を造り出したものである。瘤状隆起は、

断面の観察によると、 4～ 6層 を削って造ったもので、置き上をしたものではない。溝と畝状

追構は、畑地の絃耕時の鋤跡であろう。埋土は 3層 とよく似たもので、粗砂の混入がやや少な

かった。時期的には、埋土中より瓦器片を確認しているので、中世期の所産であろう。

第 5図は、南西都 (Ⅳ ～VG、 20～ 2j～ 1)で検出した 5条の畝状遺構を示す。瘤状隆起の端

が不明だが、畝と畝の間が0.8～ 1.7m、 検出した畝の長さ3.5～ 9.5m、 畝の幅20～ 40cm、 i朱さ

6.5～ 10.8cmを測る。畝の方向はほぼ磁北を示し、南北に造られていた。

||十一

N

ⅣG
20

第 5図 平安時代以降の畝実測図
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4)平安時代の遺構

平安時代の遺構として、調査区中央、第 4層上面で土坑 3基、調査区北東部と中央部西端で

第 7層上面において井戸 2基 とそれに付属する柱穴群が検出された。上坑はVG2f周 辺に偏

って存在し、井戸は互いに隔って位置していた。これは、第 3層堆積時の耕地拡大に伴う整地

作業に伴って、当該期の遺構を削平したために、土坑や井戸など、遺構として比較的深い規模

をもつものだけが残存したことによるものと思われる。遺構面の広がりや集落の具体相など、

今後の調査の進展が望まれるところである。

土坑

SK5(VG2g区 )調査区中央で検出。前述したように、本来の遺構面は、現状よりもう

少し高かったものと思われる。東隣のSK6と 同じく、遺構の南部を畝状遺構 S D52に よって

切 られているために、

遺構の全容は不明であ

る。検出した規模を記  N

すと、東西2.lm、 南北

2.Om、 中央部でのi朱さ

40cmを測る。不整形な

土坑で、埋土は、黒色

(7.5Y R%.5)シ ル ト質

細砂で炭の混入が認め

られた。土色、土質と   A

も第 4層 に非常に近似

していたため、精査し

たにもかかわらず、規

模、性格などについて

不明な点が多かった。

ただ、出土した土師器

羽釜のなかに底都を打

ち欠いたものがあり、

何らかの祭祀を行うた

めの土坑であった可能

1生がある。遺物は、こ

ぶし大の礫に混じって、

土師器羽釜、甕、黒色

土器椀、須恵器片が一 第 6図  SK5 土器出土状況実測図
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括出土している。

SK6(VG2・ 3g区 )

SK5の すぐ東に位置している。実長、東西1.3

m、 南北1.9mを浪1り 、i朱さ20cmと 壁面は直に落ち

る、楕円形の土坑 と思われる。理土はSK5と 同

じく黒色シル ト質細砂で、微量に炭が混入してい

た。遺物は一括出上したが、 SK5と 比べると少

量で、土師器小型甕、杯、須恵器杯などであった。

SK3(VG3f区 )

SK6の すぐ北に位置。遺構の東部を不整形な

落ちこみ状遺構 SX5に よって切られているため

全体の規模はわからない。現存する規模は、東西

0.9m、 南北1.Om、 深さ12 cmで あった。遺構内よ

り上師器甑が約 1個体分出土している(第 7図 )ほ

かは、土師器と須恵器の細片のみであった。理土

は、 SK5。 6と 同じく黒色シル ト質細砂で、炭

の混入のほかに、中～粗砂が混じっていた。これ

は、後で述べる自然流路の影響と考えられる。遺

構の性格は不明だが、廃棄坑的なものとは思われ

0

10

20

第 7図  SK3内 出土甑実測図    ない。

井戸

SE2(VFlr～ s区 )

調査区北部で、第 7層上面精査時 (古墳時代遺構検出作業時)に検出した。初め、検出面か

ら古墳時代の上坑 と考えていたが、出土遺物より平安時代の遺構であることが判明した。掘形

は束西2.lm、 南北2.2mのやや歪んだ隅丸方形である。井筒は東西1.Om、 南北0。 9mの長方形

をなし、深さは1.2mを測った。井筒内の施設として最下部に円形曲物を置いて取水日とし、そ

の上部と側面に人頭大の礫を組み合わせ、さらにその上部に本升形に枠板を差 し込んで井桁 とし

ていた。井桁は東西方向の横板をL字状に切 りこんだものに、南北方向の側板を差 し込んだも

のであった。土層観察から、この井戸の構築法が復元できる。即ち、①掘形を掘り、②曲物、

石組のあと、③掘形 2、 3層で裏込めをし、④井桁を何段か差し込んで、⑤掘形 1層で再び裏込

めを行い、完成したものと思われる。井戸の地上オ青造は、削平をうけ不明であるが、おそらく枠

板を何段も積み重ねて井桁にしたものと考えられる。掘形および井筒の上層中より出土した遺

物はさわめて少なく、黒色土器椀、鉢、土師器椀、甕の各破片のみを数えるにすぎない。とく

に、この井戸廃絶後の埋土と思われる井筒1層内からは、全く遺物は出土しなかった。井戸周

辺に平安時代の集落を示す他の遺構がないことから、飲料に供していたかどうかは不明である。
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SE3(Ⅳ  G20f区 )

調査区中央西端、第 7層上面で検出。掘形は不明。井筒

は一辺1.3mの 円形をなし、深さ1.3mを 測る。最下部に小

型の曲物を二段に据え、その上に人頭大の礫を組み込み、

さらにその上部に枠板を差 し込んだ構造をもつと思われる

が、枠板の遺存状態が悪 く不詳の点が多い。井戸上面から

多量のこぶし大の礫が検出されたが、これは廃絶時に礫を

投棄 したものと思われる。出土遺物はきわめて少なく、黒

色土器椀の破片を 1点確認 したのみであった。

N

B
」

IVF

斥
N

Ｂ
コ

Ａ
」

B
A

T.ユ
205m

r

黒褐色 (25Y3/2)細 砂
暗緑灰色 (7 5GY3/1)粘 土
暗オ リーブ灰色 砂混粘土

第 9図  SE3上 部構造実測図
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2 票色 (10Y R2/1)粘 」:質 シル ト
3 黒褐色 (25Y3/1)粘 上
ア 果褐色 (25Y3/1)粘 土質シル ト
イ オ リーブ単色粘 土匿シル ト
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第 8図  SE2実 測図 第10図 SE3下 部構造実測図



ⅣＧ緋
SE3周 辺の柱穴群 (Ⅳ G20f区 )

SE3の 周辺で合計 6個のピットを検出した。検

出面は第 7層上面で、自然流路による削平をうけ、

ピットの深さは 5 cm程度 しか遺存していない。径は

40clnを 測る。柱穴群が周囲に見られないことから、

SE3の 覆屋 と考えられる。規模は東西 1間 (柱間

2m)、 南北 2間 (同 )で、柱穴群内の遺物は皆無であつた。

◎

⑬
N寸

第11図 SE3の 覆屋実測図

◎ ◎

1

5)古墳時代の遺構

調査区北都を中心に、古墳時代の集落の一部を検出した。遺構は、掘立柱建物 5棟、土坑 3

基、溝10条、自然流路 1本、柱穴群 lヶ所を数える。検出面は第 6層 ないし第 7層上面であつ

た。以下、遺構毎に略説 したい。

自然流路

NR2(Ⅳ  G20n～ 0、 VG4n～ 0区 )

調査地最南端を北東から南西へ流れる自然流路。幅 7m、最深部1.6mの規模をもつ。遺物の

とり上げは 1～ 2層 を上層、 3層 を下層とした。流路内の堆積土は砂層を主体にしている。調

査区南東部の 2つのi留池はこの自然流路を塞ぎ止めて築造したものであろう。上層より須恵器

壷、下層より須恵器杯蓋、身が出土したが、出上の密度は高いものではなかった。

掘立柱建物

SBl(Ⅳ  F20r～ s、 VFlr～ s区 )

調査地北部で検出。桁行 3間 (柱間1.7m)、 梁間2間 (柱聞 2m)の東西棟掘立柱建物。主軸

の方向は、N-73°一Wである。東側梁間の中間の柱穴は SE2に よって切 られている。柱掘形

_                  G20m+                 VG2m十           一
Ｎ
桝洲
川
す
‐

Ⅳ G200+ VG 20+

0          5          10m
l            ,            I

第 12図 NR2実 測図
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T.P.20m

7'

4'   暗褐色(10Y R3/3)粘質細砂
4'   灰色(7.5Y4/1)極細砂

同色    シルト質粘上
同色    細礫混粘土
同色    粗 砂

N R2-1 灰色(75Y5/1)粗 砂
同色    細砂
同色    粘土
同色    細所

N R2-2 灰白色(5Y7/1)中砂
N R2-3 暗青灰色(10B G3/1)細砂

7'

7・

灰色(N4)砂混粘土
オリーブ灰色(5G Y5/1)細礫一中砂

0      2     4m

第13図 NR2断 面図

は一辺60cmの 隅丸方形または円形をなし、柱痕跡の径は30～ 40cmと 大きく、今回検出した 5棟

の掘立柱建物のうち、もっとも規模の大きいものである。集落の中心的な家屋であろう。かな

りの削平をうけながらも柱の根入は30cmの深さに達 していた。

SB2(Ⅳ  G20a～ VGla区 )

SBlよ りS D67の対岸、約 8m隔てた地点に位置する。桁行 3間 (柱間1.3m)、 梁間 3間

(柱間1.3m)の 正方形をなす掘立柱建物。西側の柱穴列のうち 1個 は、平安時代以降の落ちこ

みにより失われていた。方位は、 N-3°一Eであった。柱掘形は不整形な円形で径80cm、 柱痕

跡は径30～ 40cmを 測る。柱間が短 く、柱掘形が巨大であることから、倉庫的建物と推定されよ

う。柱穴の 1つ、 S D98は柱痕跡の周 りに 3個の花蘭岩質の根回り石を配 していた。柱の根入

は30cmo S P45、 47は根石が残存していた。

SB3(VG3～ 4C区 )

調査地中央北側、 SB2よ り南東12mに位置。桁行 3間以上 (柱間1.5m)、 梁間 2間 (柱間1.8

m)の南北棟掘立柱建物。桁行側、南端の柱穴は自然流路により欠失。 SBl、 2と 比べて、

柱穴の規模は小さく、柱掘形は径40cmの 円形ないし楕円形を呈 し、柱痕跡は径25cmを 測る。方

位はほぼ磁北を示す。付属的な家屋 と考えられる。根入は35cm。

SB4 (V F4r～ 5r、  4s～ 5s区 )

調査地北東都、 SBlよ り東へ16mに位置。桁行 3間 (柱間1.2m)、 梁聞 2聞 (柱間1.6m)の

東西棟掘立柱建物。主軸の方位はN-80°一Wである。柱掘形は径50～ 60cmの 円形で、柱痕跡は

径20～ 30cmを なす。柱根入は20cm。

SB5(VF4s区 )

SB4の すぐ南に接 している。柱穴の切 り合い関係からSB4よ り新 しい建物である。桁行

2間 (柱間 2m)、 梁間 2間 (柱間1,7m)の東西棟掘立柱建物。方位はN-80°一Wで、SB4

と同じ。 SB4の 建て替えに伴う家 F千であろう。柱掘形は径50cmの 円形で、柱痕跡は径20cmで

あった。柱根入は23cm。

各建物の柱穴より須恵器、土師器の破片を確認 した。遺物はほぼ 6世紀前半におさまるとこ

-13-
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ろから、これら建物群が同時に存在した可能性は大きいと思われる。

土坑

S K25(VF5s～ t区 )

調査区北東部で検出。遺構の東側は調査区外へ延びているため全容は不明。東西1.6m以 _と、

南北1.9mの 円形の上坑である。遺構北端では 2層 に分かれており、その凹みに多数の遺物が出

土している。遺物は、土師器甕、壺、高杯、羽釜、須恵番無蓋高杯、壷、平瓶、韓式系土器の

甕を検出した。時期的には、 5世紀後半から6世紀後半を含みこむもので、他の集落遺構 とは

趣を異にしている。深さ25cm。

S K26(VG2g区 )

調査区中央で検出。東西0.5m、 南北1.4mの帆立貝形の上坑。深さ20cmを 測る。遺構の北側

で上師器甕が 1個体分出土し、その口縁部を打ち欠いているところから、甕棺墓の可能性があ

る。第19図 は、 S K26よ り出上した土師器羽釜である。現存口径42.4cm、 器高63.8cmを 測る。

体部外面から底部にかけてハケメ調整 し、内面にはユビオサエが残る。

Wア IZ‐di=′ 1

十
七
Ｄ
′
―

〓
せ
．召
巽
銘

い
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申
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第14図  SBl実 測図

【VF
20rキ

L

14



柱穴群

調査区北西部 (Ⅳ F18ラ イン以西)において密集 した柱穴群を検出。何棟かの′建て替えによ

るものと思われ、東西 1間以上、南北 3聞の建物を想定しうるが、現状では詳かにしない。柱

穴は径50cm、 深さ20cmの ものが多い。

溝

S D65

調査地北端より南へ流れる溝。幅0。 3～ 2.Om、 i朱さ25cmを 測る。溝の南端は S D67と 交わっ

て広がりつつ終わっている。北端がきわめて狭 くなっているのは、 S D65の起点を示すもので

あり、そのことから、 SBlの 西辺を区画する機能をもっていたと考えられる①溝内より、須

恵器杯蓋、身、高杯、甦、平瓶、土師器甕、杯、鉢、羽釜が多量に出土した。

S D67

調査区北東から西へ1丸れる溝。幅1.3m、 深さ30cmを測る。精査 したが、S K25と の先後関係

は不明である。 SBl、 4、 5の南辺を区画する溝であろう。
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・
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第15図  SB2実 測図
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第16図  SB3実 測図
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第17図  S K25内 土器出土状況実測図
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第18図

S K26土器出土状況実測図
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第19図  S K26内出土羽釜実測図
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小結一一西の口遺駄における古墳時代の集落について

ここでは本遺跡での吉墳時代遺構をめぐる者子の問題点を拳げ、本節の小結としておきたい。

(1)古墳時代の遣構の範囲

昭和60年 H月 ～12月 に追加して調査を実施 した地区 (V F3r・ s～ 4ros)において、調査地最

北端部で地山面を切 りこんだ自然の落ちこみを検出している。これは北方へ延びているものと

思われ、掘立柱建物の柱穴は、落ちこみを避けて掘られていた。また、遺構群の北方には箕後

川が流れ、地形的に、今回の調査地から北へ傾斜することが予想されることからすれば、当該

期の遺構分布の北限は自明の理として限られまう。南限としては、 S K26を 除いて、ほぼ後述

の S D78上層 (NRl)ま でに限定されている。従って古墳時代の集落は箕後川の河岸段丘上

最高位にあり安定した地盤に立地 しているといえるだろう。その範囲は南北約50mの幅で東西

方向に広がりをもち、集落としてはコンパクトにまとまった景観が想像される。

(2)掘立柱建物について

今回の調査により、 S D65と S D67に よって区画された中に SBl、 4、 5が、区画外に S

B2、 SB3が 配置されているのを確認した。周辺部の調査の進展により、集落の具体相が明

らかになると思われるので、現状での考察はあくまで予測にしかすぎないが、柱穴の規模から

いえば、 SBlが 在地の豪族の主家であり、 SB2が 倉、 SB4、 SB5が 住居、 SB3が 副

次的な建物になると思われる。

S D65と S D67の先後関係は、遺構面精査の段階では詳かにしなかったが、後述するように

出土 した須恵器杯の年代観からすれば、 S D65が S D67よ り先行するようである。

さて、市内における掘立柱建物については、中西克宏氏により資料の集成がなされている。

それによると、現在までに、芝ヶ丘遺跡、神並遺跡、鬼虎川遺跡、鬼塚遺跡、西岩田遺跡及び

西の日遺跡で、合計 6遺予方、25棟が確認されている。時期的には、 4世紀から6世紀後半に及ん

でいるが、 5世紀後半から6世紀前半までの時期に築かれたものが多いようである。規模では

2× 2(間 )、 または 2× 3(間 )の ものが多い。従って本遺跡における掘立柱建物は、市内出土

例からすれば、最大公約数的だといえそうである。

次に、建物区画施設として今回、概列を確認できなかった。このことが、本遺跡の建物区画

の特徴なのか、あるいは今回のみがそうなのか、周辺の調査例の増加をイ実って考えねばならな
9)

いが、ここで問題提起をしておく。時期的にも、小笠原好彦氏が明らかにされたように、濠 (溝 )

で囲まれた古代豪族の居宅の出土例は 7世紀以降に下るようであり、今回の S D65や S D67の

ように後世の削平を考慮しても深さ30cmの溝をi兵 と呼べるかどうか、今後の課題 としたい。

注(1)中 西克宏「東大阪市域における古墳時代の掘立柱建物」 (『協会ニュース』 1-3、 198o年 )

(2)小笠原好彦「古代表族の居宅の類型」 (F帝塚山考古学ど 4、 1984年 )
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6)弥生時代の遺構

ここで記述する弥生時代の遺構 とは、弥生時代末から庄内期に属する遺構である。この時期

の遺構は、古墳時代の遺構及び平安時代以降の田畑の整地作業によってかなり削平されており

溝、井戸といった比較的深い掘削を伴う遺構のみが検出されている。

今回の調査で検出した弥生時代の遺構は、溝 6条、井戸状遺構 2ヵ 所、土拡 lヵ 所、ピット

3ヵ 所である。以下順に説明を加えていくことにする。

S D78(NRl)

第 3層 (オ リーブ褐色土)下部、第 6層上面で検出した。検出当初は、両肩の輪郭が不明瞭であ

り、内部には細砂～粗砂が認められるところから比較的新 しい時期の自然流路 と考えていた。

その後、流路内の掘 り上げをおこなった結果、下層より弥生時代後期の土器が多量に出土した

ことから、弥生時代に機能し

ていた自然流路が古墳時代以

降に埋没し、その後も凹みとし

て残っていたものと思われる。

S D78は、VG4C区 から

VGle区 まで延長で約20m

を検出した。東北から西方ヘ

蛇行しながら、西側で浅 く大

きく広がっている。 トレンチ

東端では比較的明瞭に溝の肩

を検出することができるが、

西端では、明らかにすること

はできない。

トレンチ東端での規模は、

幅3.3m、 深さ0.5mを測る。

但 し、ベース面の第 6層 は、

南から北へ低 くなっており、

南肩での深さは約 0.9mに な

る。 S D78の上層の堆積上を

トレンチ東壁で観察すると

1層 耕土

2層 床土

3層 オリーブ褐色シル ト

質粗～細砂 第21図 弥生時代遺構配置図
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となる。層序の項でも記 したように

第 3層 はほぼ 中世期以降の堆積層

と考えられるところから、 S D781ま

少なくともこの時期には完全に埋没

していたと思われる。

次に流路内の堆積土をを見察すると

A層 オリーブ褐色粗砂～極細砂

B層 黒色細砂

C層 黒色シル ト質細砂

D層 黒色粘質シル ト

となるが、大きくはA層 とB層以下

の 2層 に分層できる。また、A層 と

B層の間には S D78北端でJ層黒褐

色網砂 (7.5Y R2.%)が 認められる。

第 5層 は、基本層序にもあるとおり、

古墳時代に比定される層であり、古

墳時代中頃には S D78の下層はほと

んど埋没し、西側の深いところは中

世頃まで浅い凹みとして残っていた

ことが想像される。この状態は、第

22図 に示 したとおりである。出土遺

物は、 B層以下から弥生時代後期後

半の上器が出上しているが、土器の

大半は溝の肩から出上 し、流路底に

はほとんど遺物は認められなかった。

A層の上層から古墳時代の須恵器片、

奈良時代の片口鉢 (第24図 )な どが少

量出上している。

これらのことから、 S D78は弥生

第22図  S D78(NRl)平面図 (上層 )
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第23図  S D78(NRl)平 面図 (下層 )
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時代後期後半に掘削された溝の一部を検出したと考えられ、溝は東側の調査範囲外
へ広がると

思われる。また弥生時代末の土器が溝肩に集中して認められ、一部は溝内に落ち込んだ状況を

示しているところから、集落の中心も溝に囲まれる東側に存在すると判断される。

出土遺物は、溝内及び肩の部分から弥生時代末の土器が多量に出土している。庄内甕は 2点

と少なく他の溝とは違っている。弥生時代末の土器の中でも高杯の出土量が多く、主の出土量

が少ないのが特徴である。

S D79～ S D83

S D79か らS D83ま での 5本の溝は、調査地の東南端で集中して検出されていた。この地域

は、調査地の中で最も高い位置にあり、中世以降の整地によってかなり削平されていることが

予想された。結果は当初の予想どおり、弥生時代の包合層は中世期の整地で削平されており、

溝、井戸など比較的i朱い遺構のみが検出された。

S D79は、VG4g地区で延長約5.Omのみ検出された。幅0.4m、 深さ0.2～ 0.3mで東北から

北西に向かって流れる。東南端は、後世の削平によって失なわれたものと考えられる。溝内に

は何らの遺物も認められなかった。

S D80は、lh地区～4h地区で検出された。東から西へまっすぐにのびている。東端では幅

0.7m、 深さ0.5mの規模を測り、西にいくにしたがって徐々に幅が広がっている。 トレンチ東

端から西へ 9m付近 (VG3h区 )で溝は深さ0,15～ 0.2m程度に浅くなるとともに幅約 2m以

上と急に広くなり、さらに西では広く浅 くなり両肩も不明瞭になる。溝内より弥生時代後期末

の甕、高杯、床内甕などが出上している。

S D81～ 83は、検出した順に番号を付したが、もとは同一の遺構と考えられる。 S D81は、

北端を後世の削平によって失なわれているが、ほI郡冨0.8m、深さ0.3m～0.5mの規模で北から南

へ続き3k区で直角に西へ方向を変え、同様の規模で約10m検出できた。西端は、後世の削平

によって失なわれているのか、ここで終るものか判断できない。西端では幅0.5m、 深さ0.15cm

の規模になる。 S D82は、東端でSE6に西端をS D81に切られている。遺構の切 り合い関係

からもっとも古く掘削された遺構と考えられるが、出土遺物からはほとんど時間差はない。

出土遺物は、 S D31と 83か ら多く認められ、弥生時代後期末の短顎壷、甕、高杯と庄内甕が

出土 している。

lbラ
イン

2

1 耕 ± 6 具褐色(10Y R3/35)粘質シルト A.オ リーア褐色粗砂～極細砂(2.5Y4.5/3)
2.床 上 7.地 山。黒褐色(10Y R2/2)シルト  B 黒色細砂(10Y R2/1)
3 オリーブ褐色(2.5Y4/3.5)シル ト質粗～細砂 C 暴色シルト質細砂(75YR)

第25図  NRl(S D78)断面図
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第26図 SE5土 器出土状況 (上層 ) 第27図  SE5土 器出土状況 (下層 )

SE5

SE5は 、 トレンチ南束端 (VG5地 区)で検出した。上部は、削平されていると思われる。

井戸は南北1.4m、 東西1.5m、 深さ1.25mを 測 り、隅丸方形状を呈する。素掘 りで井桁、井筒

等の痕跡は認められなかった。地表より約0.5m下位までゆるやかに斜めに掘 り込み、それより

以下はほぼ垂直に掘 り込んでいる。底部は、ほぼ平担になっている。現在では、ほとんど湧水

もなく、実際に丼戸として機能していたものかどうか判断できない。

井戸内の堆積土は、大きく1層 と2層 に分けることができる。 1層 は、黒褐色 (10Y R%)

粗砂混リシルトで多量の上器が出土している。 2層は、オリーブ黒色 (5Y%)シルト質粘上

層でほとんど遺物は認められない。 1・ 2層の境界は、遺物の出土状況によって明H寮である。

上層では、井戸西側肩部に甕を中心として破壊された土器が認められた。上層の上器を取り

除くと井戸東側肩部にかたまって甕の完形品を中心とした下層の土器を検出した。上器は井戸

の東肩から斜めに落ち込んだ状況を呈しており、底に並べられたものではない。これらの状況

C
A

2m

―- 23 -―



9
Q (〉     $

伊
澤
） ―タ今

D

∂

載も

0

つも

0
A

第28図 SE6土 器出土状況実測図

蓋格 2

から土器は、井戸が半分近 くナ里まった段階で

祭 lll巳などの行事がおこなわれ、その後束側と

西側から上器を内部に落 し込んだものと思わ

れる。このことは、完形の上器が多く合まれ
B
ていることからもうかがわヤとる。

SE6

SE6は 、 SE5の北西約 3m(VG4k区 )

の位置で検出した。東西1.38m、 南北1.35m

深さ1.lmを 測る。 I品丸方形状を呈している。

井戸は、素掘 りで SE5と 同様井桁、井筒等

の痕跡は認められなかった。内部は、若千斜

めに掘 り下げており、底は平坦になっている。

TP.210m堆
積土は、 1層 (黒褐色10Y R%)粗砂～中

砂混シルト)と 2層 (黒色7.5Y%)シ ルト質

粘土に分けることができ、 1層 内より弥生土

器壺・甕 。高杯などが出上しているが、いず

れも破片で完形になるものはない。

と棺 1

重棺 1は、今回の調査地区のもっとも北側

の地点 l V F20r区 で検出された。南北0。 9m、

キ q東西0,78m、 深さ0.45mの皿状に凹む墓拡底
|

部を上にして、ほぼ正立の状態に裾えられて

いた。壷棺の蓋及び上半部は、後世の削平に

よって失なわれているが、完全な形に復元す

ることができた。壷の顎部から上の口縁部を

打ち欠いており、これは埋葬時に口縁部を大

きくするため故意に打ち欠いたと思われる。

また頚都付近に鉢形土器の破片を検出してい

るので、これが蓋になると考えられる。内部

からは何らの遺物も認められなかった。

片口鉢 (第32図 -4)。 日縁部の約%が残

るのみで底部は欠損している。すり鉢状の体

十 r都にゆるやかに外反する口縁部がつき、日縁

端部は角張って終る。rJ縁部に幅4.Ocmの 片口

が付く。壷棺周辺には、これ以外の土器は出

A
B

q

壷棺 1

_」
!.

r

壷構 3

o     1     2m

駆。
°
リ

ぐ C己

r十
19

第29図  壺棺位置図
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第30図 壷棺 1・ 2実測図

上していないので、鉢を蓋に転用したものと考

えられる。

こ  (第 32図 -5) 日縁部を欠損 している

以外は、ほぼ完全な形をとどめる。残存の器高

52.2cm、 最大復径52.Ocm、 底径4.2cmを 測る。

最大復径が体部中位にある球形の体部にわずか

に突出する小さな平底の底部がつ く。頸部に刻

目を施 した突帯を 1条めぐらす。体部外面はヘ

ラミガキ、内面はナデ調整により仕上げている。

弥生時代末から庄内期の前半に属するものと考

えられる。

こ構 2

壺棺 2は、重棺 1の南東約 2mの地点 (Ⅳ F

20r区 )で検出した。南北0.67m、 東西0。 64m、

深 さ 0.5mの 隅丸方形状の墓拡内に底部より

約10m浮いた状態で、壷棺 1と 同様に顎部を上

19

|

0      1      2      3    40cm
l      1      1      l      J

+

0 100cm

一r―

―- 25 -―

D

第31図  壺棺 8実測図



に向けて正立の状況に裾えら

れていた。墓城は、ほぼ垂直

に掘 り込んでいた。壷は、顎

部から上の日縁部を故意に打

ち欠いているが、周辺からは

蓋として使用されたと思われ

る土器は検出できなかった。

壷 (第 33図 -6) 日縁部

を欠損している以外は完存。

残存の器高45.2cm、 復径52.3

cm、 底径 5。 l cmを測る。最大

復径が体部中位にあり、わず

かに扁平な器体に突出する小

さな平底がつく。頸吉Ьに亥1日

を施す突帯が一条付き、体部下

半には長さ15.6cmの横長の孔

があけられている。体部外面

の調整は、風化が激しく不明、

内面はナデ調整により仕上げ

られている。壷棺 1と 同様、

弥生時代末から庄内期の前半

に属すると考えられる。

壷棺 3

壺棺 3は、壺形土器が散乱

4

!ミミξミミt

― _

七́多を考旨會旨!二三:こ≡ヨヨiと , 導

//ぞ

ノ

5

10 20 30cn

第32図 壺棺 1実測図           した状況で検出した。壷形土

器の周辺の精査をおこなったが墓城などの施設も認められず、壷も他の壷棺と比較 して小型で

あるため、壷棺と断定することはできない。ただ他の壷棺と近接していること、単一で出上し

ていることから可能性が高いと考え、ここで取 り扱うことにした。重は、体都の中央部分を残

すのみで、口縁部、底部は欠損している。同一個体が、4片 となり散乱しており、蓋になる土器

は認められない。

重 (第 33図 -7) 日縁部、底部を欠損しており、全体像は不明。残存の器高17cm、 復元の

復径26.8cmを 測る。体部外面は、上半部はヘラミガキ、下半部は比較的細い叩目 (2条/cm)の

のちヘラミガキ調整で仕上げている。内面は昂1毛目で調整している。胎土に長石、石英などの

石粒を含む他地域産の上器である。

―- 26 -―
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トレンチ東端 (VG4g区 )

で検出した。東側部分が調査

地外へ広がるため、全体の規

模、性格などは不明である。

今回の調査で検出した規模で、

南北2.Om、 東西1.4m、 深さ

0。 2mを測る。底面は平坦で、

旧地形にそって東から西へゆ

るやかに傾斜している。内部

より、少量の弥生時代末期の

土器片が出上している。

その他の遺構

ピット状の遺構を 3ヵ 所検

出している。 S P 1331ま、VG

lg区で検出した。径50cm、

深さ30cmの規模を測る。 SP
132は、VG4g区で検出した。

径40cm、 i朱 さ30cmの 規模

を測る。これらのピット状の

遺構は、第 6層 (地山)上面

で検出しているが、この遺構

につながるピットもなく、単

独で検出していることやピッ

ト内部より出土遺物がまった

10 20

7

6
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第33図 壷棺 2・ 3

く認められないことなどから、弥生時代に属するものか全く不明である。

この他に今回の調査では確認できなかったが、縄文時代の遺構が今後検出される可能性があ

る。縄文土器は、Ⅳ F18f区周辺で縄文時代晩期後半の上器が出上しており、Ⅳ G20h区では

後期後半の上器が出上している。特にⅣ F18f区で検出した土器は、古墳時代、弥生時代の遺

構のベース面 。第 6層 中より出土している。このことから、縄文時代の遺構が今回の調査地よ

り西あるいは北側で検出される可能性がある。本遺予方ヽの 150m北側には縄文時代晩期のJ焉場川

遺跡という大追跡もあり、今後周辺の追跡の調査がすすめば、明らかになると考えられる。



Ⅳ.出土遺物

1)平安時代の土器

まず器形毎の分類概要を試みたい。

(1)黒色土器

椀 3点、鉢 1点 を数える。椀は田中琢氏分類のA類のみで、見込みのヘラミガキ調整の有無

により大別 (Al、 A2)さ れ、 Alは体部外面の調整法によりAl― a、 Al― bに分類できる。

(2)土師器

杯は高台の有無により大別 (A、 B)す る。 Aは体部内面の暗文の有無によりAlと A2に分類で

きる。

椀は低い貼 り付け高台をもち、日縁部内外面での強いヨコナデのため、日縁下端に鈍い稜線

がつき、それ以下は未調整のまま残している。これは平城宮分類の e手法にあたる。

羽釜は、半球状の体部に短 く斜下方に鍔がつ くもの (A)と 、長胴形の体部に鍔がつくもの(B)

に分類される。 Aは、鍔の機能を重視すれ tず、「蝸」と称呼すべきかもしれない。

SK5出 土土器

良好な一括の状況で出上 した。とくに上師器羽釜の出土は顕著であった。

土師器 杯 A200、 椀Qりは、高台の有無の点を除外すれば、調整法では前述の e手法によって

いる。即ち日縁部内外面を強くヨコナデ調整する他は未調整で、体都外面には成形時のユビオ

サエ痕が顕者に認められる。

羽釜 A(17、 18、 19)は今まで市内で出土したことのない新資料である。器形の全容が把める

17で言えば、丸底から外へ開き、体部下位で大きく屈曲し、外反 しながら口縁部へ続いている。

これは、土器の煮沸用具としての機能によるものか、または竃などとの接続形態を反映 したも

のであろうか。ただ、17.18と も体都外面下半には煤状の付着は認められず、17に は底部を打

ち欠いたとも思われるので、羽釜棺として二次使用された可能性が考えられる。編年的には、

菅原正明氏の型式分類で言えば、河内A型 とB型 との狭聞、即ち、長胴形羽釜から半球形羽釜

に移行する段階 (体部下位に稜をもつのがその折衷形と考えられる)に位置付けられる。胎土

は、石英、長石の他、角閃石、雲母を多量に合んでおり、いわゆる「生駒西麓産の上器」である。

SK6出 土土器

SK5に 比べて出土量は少ない。図化 したもの以外には、土師器、須恵器の細片を数えるの

みである。

須恵器 24の立ち上がりは短 く、大きく内傾する。ヘラケズリは底部のみに行われている。

25は、底部のヘラ切 り後未調整で、体部との境の狭い範囲にのみヘラケズリが施されている。

それぞれ滋賀県美園遺跡杯身A一 ma～Ⅲb、 B一 II aに比定される。

上師器 甕901よ、球体に近い体部から「く」の字状に外反 し、日縁端部でさらに外折 して面

―- 28 -―
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第34図 SK5出 土土器実測図
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をなしている①体部外面は摩耗が著 しいが、ケヽケメ調整がわずかに認められる。

SE2出 上土器

黒色土器 鉢90は、体部内外面 とも緻密なヘラミがキ調整を行い、平滑に仕上げている。日
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第35図 平安時代遺構出土土器実測図
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縁部はごく短 く外反 し、端部でさらに外折 して面 をなす。丁寧なつ くりである。

土師器 杯 B99と椀 12(30、 31)1ま ともに e手法。皿池遺跡の杯、椀に相当するものか。

SE3出 土土器

出土量は極微量で 2点 を数えるにす ぎない。

黒色土器 椀 3つは、高台の断面が台形状になっている。体部内面のヘラミガキ調整はやや粗

い ものの器厚は厚 く、10世紀代に属す ものであろう。

須恵器 鉢90は、 口縁部か ら体部内外面 ともヨコナデ調生欠によってお り、ヘラケズ リのあと

は認め られない。京都府篠古窯跡群の前川 2・ 3号窯に最 も近似するタイプである。

注(1)田中琢「畿内」 (『日本の考古学Ⅵ」所J又  1967年 )

② 奈良目立文化財研究所『平城宮発掘調査報告Ⅶ』1976年

●)菅原正明「畿内における土釜の製作と流通」(F文化財論叢』所収 1983年 )

僻)滋賀県教育委員会他『美園遺跡発掘調査報告』1975年

(動 東大阪市遺跡保護調査会 眸瓜生堂土層遺,オ 。ヽ皿池遺跡』1979年

0 石井清司「篠窯跡群出上の須恵器について」 (『京都府埋蔵文化財情報』第7号、1983年 )

2)古墳時代の上器

本節では、古墳時代遺構及び第 4層・第 5層出土須恵器、土師器他を考察の対象とし、製塩

土器は次節で取 り扱うことにする (ただし、第 4層内には、一部奈良～平安時代の上器が混入

しているが、便宜_に、本節で取 り扱う)。

まず、土器概観の導入として、NR2及 びピット出土土器について考えてみたい。

NR2出 土上器

遺構の大きさの割には、出土量は稀少である。

須恵器杯蓋には、天丼部と口縁部とを分ける稜が鋭 く張 り出しているもの30か ら、その境界

39

38

第36図 NR2出 土土器実測図
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〉 ウ には稜や凹線の認められないもの他いま

50で
ぁり、河川という性格上、土器の時

47

期差は当然と思われる。須恵器壷は、

体部外面に平行タタキメを施 して後、

カキメ調整が行われている。その他に

上師器壺 (図版三十六、イ)がある。

平底で、体部内面にはヘラケズリが者

しい。

ピット出上土器

48
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第31図  ピット内土器実測図        土師器壷6動以外全て細片である。こ

こでは、建物の築造年代を考える際の参考となるべきものを選んで図示 した。須恵器杯蓋は大

概天丼部と日縁都とを分ける稜は短 く鋭いが、杯身では立ち上が りの長いものQOの他に、50の

ように、立ち上がりは0。 7cmを 測るのみで、逆「 1」 の字状に短 く外反するにすぎないものがあ

り、掘立柱建物の築造期 と廃絶期を示すものと推測される。土師器壷6)は平底で体都中央で最

大径をもつ。外面はやや粗いハケメ調整を施 している。

以上、NR2及 びピット出土土器を手がかりにして、古墳時代土器の概観を試みた。その結

果、出土量の豊富な須恵器を中心に、型式分類を行うのが、適切 と考えられるので、以下にそ

の概略を記すことにする。

(1)須恵器

杯蓋

A.天丼部と口縁部との境界に稜や凹線などを施すもの。

Al 天丼部と口縁都とが稜によって分かれるもの

Al― a 稜が短 く強く張 り出して鈍いもの。

Al― a′ 稜は鈍いが、やや丸味を帯びるもの。

Al― b 稜が丸 く鈍いもの。

A2 天丼部と口縁部とが凹線によって分かれるもの。

A2~a 強い凹線

A2~b 弱く浅い凹線

A3 凹線が退化 し、ナデ (1旨頭)に よる稜線がめぐるだけのもの。

B 天丼部と口縁都との境界に稜や凹線のみとめられないもの。

杯 立ち上がりの有無により分類する。

A 立ち上がりのあるもの。

B 立ち上がりのないもの。

Aは立ち上がりの高さによって

Al 高さが 2 cmを 超えるもの。
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A2 高さが1.5～ 2.Ocmの もの

A3 高さが1.0～ 1.5cmの もの

A4 高さが0.5～ 1.Ocmの もの

A5 高さが 0～ 0.5cmの もの

A6 立ち上がりが受部端 と同高のもの。

と、 6種に細分でき、また立ち上がり先端の形状により、

a.先端が鋭いか、内側に段を構成するもの。
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第38図  S D65出土土器実測図

73

オ

／
/

―- 33 -―

10 年



b 先端は丸 く終わるもの。

の 2種に区分できる。従って杯の分類は、Al― a、 Al― b、 A2~a、 A2~b、 A3~a、 A3~b、

A4~a、 A4ib、 A5~a、 A5~b、 A6~a、 A6~b、 Bと 13の タイプ分けが可能となる。

甕、 2種に分類できる。

A.口 頸端部を、上下ないし上方に拡張させて、面をなすもの。

B.口顎端都は、丸 く終わるもの。

(2)土 師器

須恵器に比 して出土量は多くなく、分類 しうる器種は少ない。

禽 78
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第39図  S D67内 出土須恵器実測図
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第40図  S D67内 出土土師器実測図

杯、 2種に分類できる。

A.体部内面に放射状の暗文をもつもの。

Al 日径が大きいもの (大概15cm以上 )

A2 口径が可ヽさいもの (大伊、先15cm以
~下
)

B 体部内面に放射状暗文をもたず、ナデ調整により仕_Lげているもの。

高杯  2種ある。

A.杯部は深い椀形を呈 し、体部内面には放射状暗文が認められないもの。

B.杯部はAに比 して浅い皿形で、杯底部と杯体都を粘上でつぎたすため、外面に接合時の

段がつ くもの。

空

A.口 頸部内面に横方向のハケメ調整を施すもの。

Al 端都は面をなすもの。

A2 端部は丸く納めるもの。

B.口顎部内面はナデ調整をするもの。

Bl 端都は面をなすもの。

B2 端部は丸く納めるもの。
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第41図  S K25出土土器実測図
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S D65出土土器

須恵器 杯蓋は 2タ イプ 5点出土。そのうちAl― bが 4点を数える。杯身は 4タ イプ13点あ

り、 Al― aが 2、 A2~aが 4、 A2~bが 6、 A3~aが 1であつた。 A2タ イプに集中していると
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第42図 第 4層出土土器実測図
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ころから、先の杯蓋の傾向を参照すると、陶邑編年のT K17～ MT15併行期に位置付けられる。

高杯10は無蓋で、杯体部を回転力を利用したモコナデ調整により、いくつもの段をつくって装

飾している。

土師器 鉢仔0、 壼90は水簸を行っており、砂粒の合有は極微量である。他の上師器と比 して

きわだっており、特別な用途 (例 えば祭燕巳)に供されていた可能性がある。

S D67出上土器

土器取 り上げは上層と下層に分けて行ったが、整理作業中、それぞれで出上した須恵器杯蓋

が同一個体となった10ので、溝内の堆積上の違いによる時期差は想定しにくい。

須恵器 杯蓋は 2タ イプ 2点。 B90は 小型化の傾向を示す。杯身は 5タ イプ 8点出土。A4~
¢)

bが 4点あり、最 も多いが、A2~aか らBま で存在するので、美園遺跡杯 A III b期 を中心とし

た時期、即ち、 6世紀末から7世紀中葉の時期が与えられる。また、立ち上がりの高さが小さ

くなるにつれて、口径も小型化 していく傾向が窺われる。L泉は 3点出土。88と 89は、日頸部の

形状、調整法の差違の他、胎土も相違 している。これは時期差はもとより、産地差が想定でき

る。89は千里山丘陵の古窯産のものと考えられるl提瓶 2点のうち、91の体都両側の耳は退化

して円形粘土粒を貼 り付けただけの「痕跡器官」化しているもので、体部前面は丸 くおゝ くらま

ずに中央で凹んでいる。

土師器 高杯は 4点出土。全て杯部外面に杯ド氏都と杯体部の接合痕たる段がつ くBタ イプ。

船橋遺跡0-V高 杯 C2タ イブ と同型式である。壷 (107)1ま 平底で体部に櫛描き波状文をめぐら

す。

S K25出土土器

須恵器 高杯 (1■ )、 こ (蕗未製品、■2)と もに体部下半～底部は手持ちヘラケズリである。

口縁部内外面 も両者テイネイなヨコナデを行っている。

土師器 高杯 4点 のうち、 l却部のみ出上した118を 除いて全てAタ イプ。杯体部の内湾は強く、

116は ほぼ垂直に立ち上がる。鉢 (119)(ま 、出土状況では、「1縁を下にしてこ (120)の上に覆い

破さっており、この蓋の代用かと考えられる。日縁部内外面とも緻密な横方向のハケメ調整が

施される。壷 (121)は 手づ くねの上器。粘土塊より直接ひき出したものであろう。

第 4層出土土器

須恵器 杯蓋はBタ イプ 2点。杯身は 3タ イプ 8点。A6-aは美日遺 F′オ、杯A ⅡIc期に比定。

上師器 甕A(145)は SK5出 土甕 (15)と 近似 しており、平安時代の所産か。

第 5層出土土器

須恵器 杯蓋は 7タ イブ19点。杯身は 5タ イプ19点。高杯 (192)は長脚透 しで、陶邑T K209

併行期に属す。靖(195)は焼成不良のため、赤紫色を呈する。陶邑T K10併行期と思われる。裂

は 5点、全てAタ イブ。とくに突 (197)は 、外面上位に鋭い断面三角形の段をっくり出している。

上師器 甕は 3点で、Aが 2、 Bが 1である。 A(202)の 口縁部はごく短 く、強く外反 してい

る。また日縁端を平らにナデるため、端部は外折 して面をなす。 B(204)の 日縁部は屈曲が弱
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いまま立ち上がるため、内面に稜がつかない。

注(1)平安学園考古学クラブ『陶邑古窯址群 I』 1966年

② 滋賀県教育委員会他『美園遺I苛 発掘調査報告』1975年

0 橋本正幸氏から御教示項いた。厚く御礼申し上げる。

徽)平安学園考古学クラブ F船橋H』 1962年
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3)製塩土器
＼章引

~ノ
可

0           5 cm

223

226

214

S D65及び第 5層 を中心に製

塩土器が出土している。才原金

弘氏の器形分類に従って順に記

す。213、 Dタ イプ、S D65出土。

堂
く＼イ兄3

217

214、 Dタ イプ、S D65出土。215          第45図 製塩土器実測図

Aタ イプ、第 5層 出土。216、 Aタ イプ、 S D65出土。217、 Cタ イプ、第 5層出土。218、 Aタ

イプ、 S D65出 土。219、 Aタ イプ、 S D65出土。220、 Aタ イプ、 S D65出 土。221、 Aタ イプ、

第 5層。222、 Aタ イプ、 S D65出 土。223、 Cタ イブ、 S D65出 土。224、 Aタ イプ、S D65出

土。225、 Aタ イプ、第 5層出土。

以上のうち、220、 223、 224、 225は器形については従来知られている漏斗形ではなく椀形で

あり、新資料だといえる。編年的には漏斗形が 5世紀代に出現することからすれば、椀形は 6

世紀代に下るものと考えられる。これは、 S D65の 機能時期と矛盾するものではない。

4)その他の遺物

各遺構及び包含層より石鏃他の遺物が出上している。順に説明していきたい。

226、 石鏃。凹基でやや長細い二等辺三角形を呈する。基部の狭 りは直線的で、基端は尖る。

先端部は欠損。予想される九端―基部中央長は約22mm。 基端都幅は17.3mm。 厚さ3.9mm。 重さ

1.lgo NR 2出 土。サヌカイト製。縄文時代の遺物。227、 石 3族。凸基有茎。ぶ厚 く、鋭利な先

端 と側縁部を有す。現存長39.lmm。 幅21.9mm、 厚さ7.2mm、 重さ4.8g。 第 5層出土。サヌカイ

ト製。弥生時代の遺物。228、 有孔円板。中央に lヶ 所穿孔 (子し径 1.5mm)。 2.6cm× 2.7cm。 厚さ

2.5mm。 滑石製。周縁を面取 り。表裏面に研磨痕。第 5層出土。229、 管玉。長さ2.3cm。 径 6mm、

孔径 3 mm。 上下から穿孔。碧玉製。第 5層出土。230、 紡経車。上径2.5cm、 下径4.8cm。 高さ1.4

cm、 孔径5.5mm。 滑石製。裁頭円錐形を呈する。未製品で、裏面に円弧を描いている。表面に石

ノミの研削痕が明瞭に認められるところから、その途中で廃棄 したものと考えられる。西の口

遺跡の集落内でこのような製品の製作が行われていたことがイ思ばれる。 S D67出土。231、 分銅

形石製品。裏面の径 3× 2.9cm。 高さ3.9cm。 孔径 4 mm。 鉦部に穿孔 している。第 4層出土。弥

生時代の遺物と考えられる。232、 鉄鏃。いわゆ

る有茎三角形式字族に属するものと考えられるが、

銹イとが著 しい。全長10.8cm、 刃部幅3.3cm、 厚さ1,0

cmで、レンズ状を呈する。第 5層出土。

以上のように、出土量は多くないが、各種遺

物が検出されている。特に、228、 231の如 く、

祭昴E的な遺物が注目されるところである。

◇

≧ ∧
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5)弥生時代の上器

今回の調査で出上した遺物は、縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、陶

磁器、各種石器、木器など各種、各時代にわたって、コンテナ収納箱に約 箱程度が出土した。

その中でも特に、弥生時代後半～庄内期の遺構に伴う土器及び古墳時代中期末
～後半の遺構に

伴う土器が出土量の大半を占めている。ここでは、両時期の遺構内出土遺物を中心に説明をお

こなうとともに、各時代の遺物も順を追って説明を加えていくことにする。

(1)縄文土器

縄文土器は、調査地全域で十数片出土しているが、すべて破片で全体を復元できるものはな

い。出土地点は限られており、Ⅳ G20h～ 20p区で第 2層及び地山直上で縄文時代後期後半の

上器が認められ、Ⅳ F18f・ 18g～ 19f,19g区の古墳時代遺構のベース面となっている第 6

層より少量の縄文時代晩期後半の突帯文土器が出土している。

第47図 (233)～ (237)の 土器はⅣ G20h～ 20p区第 2層から出土した。 (236)(237)は 、体部よ

り日縁部にかけての破片で頸都がわずかに屈曲している深鉢である。頸部より上方に凹線文を

施す。 (236)は三条の凹線文に巻貝による扇状庄痕が認められる (234)(235)は粗製の鉢で、

(234)は口縁部、 (235)は 体部の破片で中央部でわずかに屈曲し、下半にケズリ調整が認められ

る。 (233)は沈線文を施した浅鉢である。

その他に深鉢の底部や、突帯文土器の細片が出上している。

(2)弥生土器

今回、ここで取 り扱う弥生土器とは、弥生時代後半から庄肉期にかけての上器を含んでいる。

従来、弥生土器と庄内式土器を区別し、時期差として庄内式を古墳時代に合めて考える考え方

もある。しかしながら、今回の調査では河内地方の弥生時代最終末の形式と考えられる北鳥池

下層式に続くと考えられるタイプの上器に従来の庄内甕が伴なって出土しており、両者の時期

差は区別できない。また、弥生時代終末の遺構と考えているS D78や SE5な どの遺構は、溝

や井戸状遺構であり、他の遺構 と明確に区

別されるものであり、ほぼ同時期に存在 し

ていたと考えられる。これらのことより、

弥生時代の最終末から庄内期にかけて連続

した遺構 と考え、ここではこれらを弥生時

代に属する遺構 。遺物と考えておきたい。

そこで弥生土器の分類についても、器種毎

の分類をおこない、庄内式と弥生土器との

区別はタイプ分けでおこない時期差では分

けていない。以下器種毎のタイプ分けの説

明をおこないたい。

鯵 地3

鞠 屯 4

5 10cm
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第47図 縄文土器拓影
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壺 5タ イプに分類をおこなった。壷 aは中期段階のこ (377)、 重 bは 2重 口縁のとで、加

飾する大型のものをb2(5)(6)(296)(375)それ以外のものをbl(239)、 壷 cは 日縁部が大きく外

反する広口重 (240)、 こ dは外反する口縁端部を内側に折 り返す広口壺 (241)、 壷 eは 口縁部が

直口する壷で大型で口縁部の短いものel(365)、 小型で回縁部が長いものをe2(308)(309)|こ分

ける。その他に小型壷 (348)がある。

甕  4タ イプに分類できる。「く」の字形に外反する口縁部をもつもので端部に面をもつもの

甕 a(261)(262)、 丸 く終るもの褒 bと し、甕 bの中で内面をナデ調整するものをbl(263)(359)

(360)、 ケズリ調整するものをb2(312)に 分けた。tt cは「く」の字形に鋭く屈曲外反する口縁部

をもつもので、日縁端部を上方へつまみ上げ受口状にするものをcl(361)(362)、 丸く終るもの

をc2(273)(310)と する。甕 d(370)(371)は 、所謂布留式甕である。

高杯 3タ イプに分類できる。水平方向にのびる杯部から大きく外反する日縁部をもつ高杯

a(250)(252)(253)と 水平方向にのびる杯部より角度をかえて直立したのちに外反する回縁部

をもつ所謂二重口縁の高杯 b(251)(255)に 大きく分けられる。その他に半球状の杯部がつく高

杯 c(259)がある。

鉢 4タイプに分類できる。鉢 a(247)は 、外反する口縁部をもつもので内外面の調整から縄文

土器と考えられる。tt b(242)(243)(244)イよ、平底の小さな底部から内弯気味の口縁がつくもの

で、甕の下半と同形態のタイプである。鉢 c(245)(246)は 、高台状の底部にすり鉢状の体部か

ら外反する口縁都をもつもので当初から鉢として製作されたもの。tt dは大型のもの (248)

(249)。 その他に小型鉢がある。

S D78内 出土遺物

S D78内からは、大量の弥生時代後半の上器が出上しているが、溝あるいは自然流路の性格

上多少他の時期の上器も混じって出上した。第23図の土器は上層から出土 している片口鉢であ

る。又鉢 a(247)1よ 、縄文土器と考えられる。これらの遺物を除けば比較的まとまった資料であ

る。器種 として壺類の出土が少なく、高杯の出土が多いことが特徴である。壷 bの所謂二重回

縁のとは出上 しているが、壺 cの広口壷の出土はほとんどない。壺 d(241)は 1点だけで他地域

からの搬入品である。

褒の出土量は多く、全体の 4割 を占める。その中でも甕blの出土量がもっとも多い。甕 a

(260)は 、日縁端部に面をつ くり、体部外面に刷毛 目調整 しており、古い様相をもっているが、

出土量は少ない。体都外面に細かな叩目を施 し、内面をヘラケズリ調整で器壁を薄 くする甕 c

の出土量は変blに比 して極端に少ない。ttcl(272)イ よ1可内産の庄内甕と呼ばれるもので、c2(273)

は他地域からの搬入品である。

鉢は、比較的全体を復元できるものが出上 している。鉢 b(242)(243)(244)は 、甕の体部下半

と同 じ形態であり、分割成形の第一段階のものである。このタイプには、底都中央に円孔を穿

つものが多く認められる。鉢 bは V様式後半に認められる形態である。鉢 c(245)(246)は 、最

イア,か ら鉢を意識 して製作されたもので、日縁部成形後に輪状の粘土紐で底部を高台状につくり
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第51図  S D80・ 81出土土器実測図

出している。鉢 cは V様式に通有に認められる形態である。

高杯 a(250)(252～ 254)(257)は 、水平方向の杯部から大きく外反する口縁部がつ く。中実の

脚柱部をつける。高杯 aの出土量が比較的多い。高杯 bは二重口縁壷の形態をとるもので中空

気味の腋l柱がつく。 (251)(255)(256)は 他地域産の土器である。 (259)は 高杯 cで半球状の杯部

に裾広がりの脚台がつ く。出土量は少ない。

S D80出土遺物

高杯 a、 bと 褒 b、 cl、 c2が出上している。密こblの比率が少なく、甕clの比率が多いのが特

徴である。高杯 c(314)は 、半球状の杯部に短い脚柱部がつ く形態で内外面とも丁寧に仕上げら

れている。ttc2(320)は、内面に弱いケ宍り調整が認められ、他地域からの搬入品である。

S D81ハン83

壷el・ e2・ 褒bl・ b2・ Cl・ C2、 高杯 aoc、 小型器台が出土している。甕 cl(328)は 、口径16.6

cm、 朴高19.6cmを 測る。球形の体部に「く」の字形に鈍 く屈曲外反する日縁部に、端部は上方ヘ

つまみ liげ受 |]状 につ くる。体部下半は、ヘラまたは半戟状の竹などの工具で丁寧にミガキ、

外面の叩円をi肖 している。体部内面もヘラで粘土をケズリ取 り、器壁を薄 くする努力が認めら

0
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れる。底部はわずかに失り気味で丸底化の傾向が著 しい。

重 el(324)は 、短 く外上方に開く直国のこ口縁部である。壺 e2(308)(309)1ま 、直線的に外方ヘ

大きく広 く直日の口縁部に、体都は球形ないし扁平な形をとる。底部は欠損 しているが、丸底

と考えられる。ttelは、 V様式の後半の直口壺につながる器形であり、三 e2は、庄内期に認め

られる器形である。 S D81～ 83の溝内土器では甕blの出土量が少なく、甕 cl(326～ 328)の比率

が増加 している。出土量は少ないが、 S D78の溝とは出土土器の組成に大きな違いがある。高

杯の (329)は 、杯底部が平坦で小さく、斜め上方に大きくのびる口縁部がつ く。壷e2(308)(309)、

高杯 a(329)な どは、他地産の土器であり、他地域産の上器の出土量が増えることも特徴の一つ

である。

SE5

SE5の 出土遺物は、出土状況から第 1層 (上層)と 第 2層 (下層)に分けることができる。

第 1層 からは甕bl(330)(331)、 cl(332～ 337)、 小型鉢 (339)(338)(345)、 高杯 (342)(343)が出

上している。甕 blの比率が少なく甕 clの比率が多くなっている。小型鉢 (339)1よ 、底部を欠損 し

ているが、浅い椀状の体部に屈曲して斜上方にのびている口縁都がつく。高杯 (343)1ま 、細 く短

い中空の脚柱部から屈曲して水平に大きく広がる裾部をもつタイプで新 しい要素をもつ。(338)

(339)と (340)(342)と はともに他地域からの搬入品である。

第 2層からは、甕 bl(359)(360)、 cl(350～ 352)、 (361～ 364)、 壷 c(347)、 el(365)、 高杯 b

(357)、 c(354)、 小型器台 (355)、 小型甕 (349)な どが出土している。 (359)は 口径 15.5cm、 器高

23.Ocm、 「く」の字形に外反する日縁部に端部は丸 く終わる。最大部径が体都中位にあることや、

底部にわずかに平坦面を残す平底がつ くが球形丸底化の傾向が強 くうかがわれる。体部外面の

下半は、板状の工具でナデつけ、叩目を消して調整を施こし、内面はナデ調整により仕上げて

いる。 (361)は 日径 17.2crょ、器高22.2cm、 「く」の字形に鋭 く屈曲外反する日縁部に端部は_1二方ヘ
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第55図 包含層出土土器実測図

つまみ上げ面をなす。底部がわずかに失り気味になるが丸底である。体部外面下半は刷毛目で

叩目を消して丁寧に仕上げ、内面はヘラケズリで器壁を薄 くしている。第 2層においても甕 bl

の比率が少なく、clの比率が大きいことがわかる。(365)は 、日径12.lcm、 器高27.7cmの大型の直

日壷。短 く斜上方に開く直回の日縁部に球形の体部と比較的しっかりとした底部がつ く。体部

外面は叩目調整ののち、刷毛 目で仕上げている。また、体部外面の下半全面に煤が付着 してお

り、 2次焼成を受けたことがわかる。 (365)の 壷は、器形的には壷であっても、成形手法及び、

用途は甕などと何らかわるところはない。この時期になると、こ、甕、鉢の器形別用途に変化

がうかがわれる。その他に小型器台が出土している。日径9.8cm、 器高9。 3cm、 浅い皿状の受部
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に直線的に†居広がりとなる脚台がつく。 (355)

このようにSE5か らは甕 bl、 cl、 壷 el、 小型器台が一括出上している。又、第 1層 と第 2

層を比較 した場合、土器の形式上の差は認められず、ほぼ同一時期と考えられる。このことか

らSE5出 土土器は、良好な一括資料として取 り扱えるものである。

SE6出 土遺物

SE6内 からは、弥生時代末の壺・高杯・庄内期の甕などが出上している。壺 (369)は 、胴部

下半の張る扁平な体部で口縁部・底都はケ、損 している。 (366)は 、小さな突出した平底に球形の

体部がつき、 (367)は 底都外面が凹む丸底の底部である。 (368)は 、細い中空気味の脚柱部に角

度をかえて、水平方向に広がる裾都がつ く。これらの出土遺物の特徴から、 SE6埋 没時期は、

庄内期の前半頃と考えられる。

包含層内出土遺物

包合層内からは各時代の遺物が出土しているが、ここでは弥生時代から古墳時代前半にかけ

ての遺物を取 り扱う。

(377)は、弥生時代中期に属する壷である。頚胴部に櫛枯直線文を 3条を施す。弥生時代中期

の土器片は、この他に数点出上している。

弥生時代後期末～庄内期にかけての土器もコンテナに10杯程度出上 している。特に (375)

(380)の ような壷も出上している。また、古墳時代前半の布留式に属する甕が出上している。

(370)(371)は 、回縁端都を内方へ丸く肥厚し、内弯気味の回縁都に球形の体部をもつ。体都内

面をヘラケズリ調整で薄 く仕上げる。布留式にF島する甕は数少ない。
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V。 まとめ

今回の調査で、西の日遺跡が弥生時代から平安時代にいたる複合追跡であることが判明した。

平安時代の遺構面は不明瞭だが、古墳～弥生時代の 2時期の遺構面は明確に存在しており、後

世の削平を受けながらも、古墳時代後期の掘立柱建物 5棟、建物内外を区画する溝 2条、庄内

期の井戸状遺構 2基、弥生時代後期の壷棺墓 3基を確認できたのは大きな収獲といえる。

ここでは、平安時代～古墳時代の遺構と遺物、及び弥生時代の遺構と遺物の 2節に分けた上

で、それぞれの内在する若子の問題点を列挙し、まとめとしておきたい。

1)平安時代～古墳時代の遺構と遺物について

平安時代の遺構と遺物

平安時代の遺構 としては、土坑 3基、井戸 2基 とそれに付属する覆屋を検出したのみで、集

落の具体相を把えるだけのデータは備わっていない。ただ第 4層の分布範囲を考えると、当該

期の定住集落が本遺 F′1、に広がるとは想定しにくい。むしろ、土坑や井戸などの設定のありよう

から考えれば、一時的な生産手段としての場としての諸施設と考えるのが妥当であろう。

さて、今回確認した 2基の井戸は、ともに、上部構造として井桁を、下部構造 (取水日)と

して円形曲物を設えたもので、平安時代に属するものとしては、瓜生堂上層遺跡 に出土例があ

る。出土遺物が稀少なため、開削時期決定は、黒色土器に求めたい。 SK5出 土例 も合め、黒

色土器椀は全てA類で10世紀末に下るものではないが、体部内面でのヘラミガキは施されず、

A類生産の盛行期を過ぎたものと考えられる。一方、 SE3で 黒色土器椀00と 共伴した須恵器

鉢90は、篠古窯跡群前川 2・ 3号窯出上の鉢 Cタ イプで、日縁部を肥厚させ、玉縁状を呈した

ものであり、水谷寿克 。石井清司両氏により、10世紀中頃の編年的位置が与えられているとこ

ろから、これら黒色土器 (A類 )椀の実年代観として、10世紀後半の時期が想定されよう。

古墳時代西の口遺跡の歴史的環境

次に、本遺 P′オ、で検出された掘立柱建物群を素材として、古墳時代の歴史的環境を考えたい。

本遺 P′方、のすぐ北に生駒山系より発する小河川――箕後川がある。箕後川は、横小:各から流れ、

旧村を南西に横切 り、外環状線の付近で東大阪市と八尾市の境を西に流れ、恩智川にといでい

る。荻田昭次氏の考証によれば、「箕後」は「三野郷」に通 じるといわれる。現在、八尾市に

編入されている_L之島、福万寺地区、及び東大阪市市場 (現在の花園、玉串)地区は、明治22

年 4月 1日 に二野郷村 として発足した地域であり、それ以前においても、例えば、中世、河内

郡玉串荘の一部である 3地区が古 くより「二野郷」と称呼されていた。この三野郷には式内社

である径p野県主神社が存する (現在の八尾市上ノ島南町1丁 目70番地 )。 大化前代、ヤマ ト国家

の地域的従属機関として回造制及び県主制が運用せられたことは夙に知られている。三野県主

もその一つであって、若江郡を中心に、河内、高安、大県の諸郡にその領域をもっていたとさ
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れているは それは例えば清寧紀に三野県主小根が反乱に加担し、その罪の許しを乞う
ために、

遠方の難波来目邑大井戸田十町を送ったとされる所伝が証左になろうし、また、八尾市北東部

の北高安地区の西ノ山古墳〈前期〉、花岡山古墳く前期〉、心合寺山古墳〈中期〉など
の古墳が三野

県主一族のものと従来より考えられているわけである。従って箕後川左岸に広がる古墳時代集

落が三野県主が治めていたムラの一つである蓋然性は高いといわなければならな
い。それは、

原島礼二氏が三野県の成立を5世紀中葉に求められていることと矛盾をきたすものではな
い。

ただ律令国家成立期以降は三野県主はあまり大きな勢力とはならなかったようであるが、美努
0)

連として若江郡を中心に活動していたことが、正倉院文書や続日本後紀等に散見される。

6世紀前半という時期で考えられるのは、桜井屯倉である。安閑紀元年条に「以桜井屯倉典毎

国田部給賜香々有峨」と見え、同二年九月条に「詔桜井田部連……、主掌屯倉之税」とあるこ

とから、桜井田部連が桜井屯倉の管理を掌っていたことがわかる。桜井とは、和名抄に河内郡

内に見える桜井郷のことであり、現在も六万寺町に桜井という地名が残っているように、当該

地が本拠であったことは申すまでもない。ただ、この桜井郷については河内志に「六万寺村、

旧名桜井、是其遺也、按図亘横小:各、四条、客坊諸邑、為古郷域」とある虫うに、かなり広範

囲にわたるとする所伝があることに注意を払う必要がある。

S K25出上の韓式系土器について

韓式系上器とは、「朝鮮半島からもたらされた土器、あるいはその影響下で渡来人および在

地の者が日本で製作し、彼地の土器の諸特徴を如実に表す土器の総称!と 定義される。器種と

しては、平底鉢、九底広口壺、長胴甕、弧、鍋が確認されている。

今回、 S K25出土土器中、韓式系土器として認知しうるものに、長胴の甕を拳げることがで

きる。甕 (122)と (123)は ともに体都外面は板状工具によるナデ調整で、内面にはヘラケズリ及

び、当て板の痕跡が明H寮に認められるものである。これに対し、甕 (124)は体部外面に 1単位

2.8cmの縄蒲文のタタキメが 7単位施され、底部には斜格子目文のタタキメが行われている。従

って前者を甕 I、 後者を甕Hと して分類することができよう。胎土は I、 Hと も、長石、石英

雲母、 くさり礫、角閃石が認められる。共伴する須恵器は杯 (110)を 除き、L泉 (112)、 高杯 (111)

からT K208～ T K23型 式に位置づけられ、 5世紀後半の年代が与えられる。ただ、須恵器杯

(110)に ついては土坑の最上層から出土したものであり、 S K25出土土器が他の遺構出土土器

とは編年的に大きな隔たりがあることから、混入した遺物と捉えることもできよう。

2)弥生時代の追構 と遺物 について

今回の調査で検出した弥生時代の遺構は、古墳時代や平安時代の遺構と重複する場合が多く

各々の時期の整地や削平をうけているため全体を明確にできず、溝・井戸状遺構・土拡・ピッ

ト・壷楠墓などの断片的な資料を検出したにとどまった。ここでは溝・井戸状遺構
。壷棺墓に

ついてまとめておきたい。
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壷棺墓について

壷棺 1・ 2・ 3は、調査地点のもっとも北側の地点で周囲 3mの範囲内で検出した。特に壺

棺 1・ 2は、上部を削平されているものの、保存状態は比較的良好であった。壷棺 1・ 2と も

頸部から上部の口縁部を打ち欠いて広げているものの、頸都囲りは径 17cm、 19cinし かなく明ら

かに小児用の構として使用されたことがうかがわれる。また、壷棺 1の ように鉢を転用して蓋

としているところから壷棺 2に も何らかの蓋があったと思われる。いずれの棺も壷より少し大

きめの墓拡を掘ったのち、正立の状態で構を裾えている。

さて、本地域において弥生時代中期には、瓜生堂遺跡や鬼虎川遺跡で検出されているように

方形周溝墓が群を構成してつくられており、このあり方が中期の一般的な墓制であると考えら

れている。ところが後期の墓地のア発見例が少なく、一部巨摩廃寺遺跡で後期の方形周溝墓が検

出されているのみであるとまた、集落自体も中期の大規模集落から後期には分散的な小規模集

落に移っており、この時期に集落の構成や墓制に大きな変化があったものと思われる。

今回検出した壷棺墓の周辺では、同時期の遺構は認められず、また検出地点も調査地の北端

にあたるところから、住居跡などの集落の中心から少しはずれた地点にと棺墓だけをつくって

いたようである。弥生時代において日常に使用していた土器を転用したこ棺墓・甕棺墓が集落

内で見つかる場合は多い。東大阪市内でも鬼虎川遺予方ヽや西ノ辻遺跡で検出されている。後期で

は、鬼塚遺跡で口縁部を打ち欠いた大型の壷構に鉢形土器を蓋にして正立させた状態で出上し

ていると縄手遺 F′オヽでも大型の壷棺が検出されており
1]い
ずれも集落より少しはずれた地点で単

独で検出されており、本例と非常に類似している。畿内における壷棺墓や甕棺墓が、このよう

な例のように一般的なものかどうか、類例の増加を待って考えていく必要がある。

弥生時代の遺構の範囲

その他の遺構として、溝・井戸状遺構を検出している。井戸状遺構は、i果さ130cmと 190cmと 比

較的浅く、湧水点にも達していないように思われる。ブ|・戸以外の他の用途をもつ遺構であるか

もしれない。 S D78は、東から西への傾斜が認められ、他の溝も総じて同一の方向をもってい

る。これらのことより、集落の中心は、調査地外の東側に広がっていると思われ、今後継続し

た調査が期待される。

出土遺物について

弥生時代の土器は、遺構内より出上した土器が大半を占め、一部包含層出上の上器が認めら

れる。ここでは遺構内出土土器に限ってまとめておきたい。

SE5出土上器は、現場の出土状況から第 1層 と2層 とに分けることができた。しかしなが

ら、 1層の出土遺物は少なく2層 とあまり大きな違いは認められない。しいていえば、 1層に

は小型の上器が多く、中でも高杯・鉢などはすべて搬入品で占められている。また甕blの比率

が少なく、甕 Cの内面ヘラケズリ技法をもつタイプの上器が多く出上し、小型の鉢などが含ま

れていることなどから2層出上の上器よりは者千新しい要素が認められることである① 2層の

上器は、比較的まとまった良好な一括資料と考えられる。甕では、甕blと clが共伴している。
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甕 blは「く」の字形に外反する日縁部に最大復径が体部中位にある少し胴張の体部が
つき、底

部はわずかに平退面を残すが、丸底化の傾向が著しい土器であり、内面はナデ調整しケズリ調

整は認められない。叩目は、底部から頸部まで同一方向に叩き上げる。胎土は、生駒西麓地方

の胎上であり、器形、胎土とも北鳥池下層式に続く在地の上器といえる。甕clは、所謂庄内甕、

河内甕と呼ばれるタイプで球形の体部にほぼ丸底の底部がつき、体都外面に細かな叩日、下半

を刷毛目で調整し、内面ヘラケズリ技法で器壁を薄く仕上げている。甕blは、本地域の弥生時

代後半の北鳥池下層式に続く上器であり、北鳥池下層式よりもさらに球形・丸底化が進んで
い

るが、内面のヘラケズリ調整はおこなわれていなしtと このことは、甕blは、甕clの内面
ヘラケ

ズリ技法の上器が級入されているにもかかわらず、その技法を取り入れることなく、従来の伝

統的な技法の延長上につくられた在地の土器といえる。一部で(312)の ように在地産の甕の内

面に弱いケズリ調整が認められるものがあるが、器壁を薄くする目的でなく、軽い調整程度で

一般的ではない。

甕blが、弥生時代から続く本地域の在地産の上器であるとするならば、従来いわれていた生

駒西麓産cェ タイプの庄内甕は少なくとも西の回集落以外から搬入されたことになる。その時期

は、甕blタ イプが北鳥池下層式に続く形式であり、甕 clタ イプが従来の庄内式 (上田町 I式 )

の前半に属し、この両者が共伴し、さらに小型器台が伴うという事実から庄内期の前半でも新

しい時期に位置づけが可能である。少なくともこの時期では、甕の内面ヘラケズリ技法は在地

の土器に採用されておらず、 もっぱら大量に搬入されていた段階になる。甕blタ イプの土器に

内面ヘラケズリ技法が採用されるのは庄内期の後半になってからであり、最古の布留式に位置

づけられるJ焉場川遺跡T地点出上の土器には、甕 blタ イプの土器はないところから、庄内期の

後半には内面ヘラケズリ技法をもつclタ イプの上器にとってかわられたと思われが!少なくと

も庄内甕は、後期終末の北鳥池下層式から出現するものではないことがわかる。

S D78出土土器は、高杯が非常に多く出土している反面、重の出土量が極端に少ないという

特色があり、この遺構の特殊性がうかがわれる。甕で見ると(261)の甕 aは、古い形態を残す

ものの 1点のみで他はblタ イプの甕で占められている。甕 cタ イプに属する土器が 2点出上し

ているが (272)の 甕 clは庄内甕であり、 (273)は 他地域からの搬入品である。 S D78出土土器は

甕 cの出土量が少なく、 SE5。 S D80～ 85な どが圧倒的に甕 cの出土量が多いことと大きな

違いがある。このことから、 S D78は他の遺構より先行する可能性が考えられる。以上のこと

から、今回検出した弥生時代の遺構は、弥生時代の終末から庄内期の前半に属する遺構と考え

られる。

最後に炎天下の発掘作業に従事していただいた方々及び短期間に報告書を刊行するためにお

手伝いしていただいた諸氏の氏名を記してお礼申し上げます。

大坂徹、森幸三、松下修、西村威、小川幸一、山内康資、柴崎俊也、藤江啓市、倉橋門治

任田邦嗣、飯田矩子、渡辺政子、永i幸晴美、今村美子、安原文子、田所和佳、中野彰子、

辻林美幸、大西ひとみ、岩下まり子、谷阪智子、小西明子、背戸香津、加藤奈穂美、上田
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直子、榎本牙佳子、有木久子、田路紀美子、美馬美佐緒、大棒邦子、平井三二子 (故 )、 西森

忠幸、神農恵津子、若松尚子、黒松恵。
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東大阪市遺跡保護調査会『瓜生堂上層遺跡 。皿池遺跡』1979年

水谷寿克・石井清司「京都府篠古窯跡群」 (『第 4回 中世土器研究会発表要旨』、1985年 )

荻固昭次『縄手の歴史散歩』1985年

原島礼二「県の成立とその性格」 (『 日本古代王権の形成』所収、1977年 )

棚橋利光「御野県主神社」 (眸式内社調査報告』 4〈 I可内国〉、1979年 )

(4)1こ『可じ。

(奴 )

国史上に散見される美努連は次のとおりである。

美努連浄麻呂 :『続日本紀』慶雲 2年 12月 条～慶雲 4年 5月 条

〃 岡麻呂 :『続日本紀』霊亀 2年正月条

〃 奥麻呂 :『続日本紀』天平宝字 8年 10月 条～神護景雲元年 2月 条

〃 智麻呂 :『続日本紀』天平神護元年条～神護景雲 3年条

〃 財女  :『続日本紀』天平神護 2年条～宝亀元年 4月 条

難波部立足 : 眸続日本後紀』承和12年 9月 庚午条に、「筑前国宗形郡人権主工従八位上難波部主足。改

本姓賜美努宿蔽。貫河内国若江郡。」とある。

『韓式系上器研究』 I、 2ページ、1987年

瓜生笠遺跡調査会『瓜生堂遺跡 H』 1973年

束大阪市立郷土博物館『弥生人のくらし』図録

買オ団法人大阪文化財センター『巨摩・瓜生堂』1982年

財団法人東大阪市文化財協会『鬼虎川遺跡第 7次発掘報告一遺構編―』1984年

植附遺跡昭和61年の調査で壷と壷を合口にした構が検出されている。

大阪府立花園高校地歴部「鬼塚遺跡」『1可内古代遺跡の研究』1970年

藤井直正・都出比呂志『原始・古代の枚岡』1967年

芋本隆裕「北,島池遺跡出土土器の再整理」『東大阪市遺跡保護調査会年報』1980年

東大阪市教育委員会「,馬場川遺跡Ⅳ」1976年
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SK3(第 7図、図版二十三 )

S K26(第 19図、図版四十二 )

NRl(第 24図 、図版二十六 )

壷棺 1・ 2・ 3(第 32・ 33図、図版五十一 )

上
　
師
　
器

器

種

鋲

番

形

1

番

号

0301
0304(推 )

法   量  (cm)

0平底の底部か ら屈曲 してほぼ
直線的 に立 ち上 が り口縁 部 に

つづ いてい る。端部 で短 く外

反 して丸 く終 る。

O把手 は内 密 して先端部 は上 方
につまみ上げている。

形 態 の 特 徴

O口 縁部 内外面 と もヨヨナデ。
0体部外面 は縦 方向のハ ケメ調整 の
の ち指 ですデ る。 内面上 半部 はユ

ビオサエ を残 し、下半部 は板状エ

具 に よ り縦 方向 にナデ調整。

技 法 の 特 徴

0精良、角閃石 、雲母 を
含む砂 粒 を含 む。

Oに求 い赤褐 色 5Y R斑。
O焼成・ 良好

備   考

土
　
師
　
番

器

種

羽
　
釜
　
Ｂ

器

形

2

番

号

〇不明

031.6(F兄 )

法 量 (cm)

O口 縁 部及び鍔部 を欠 く。
0長胴形の体部。底部 は九 く、
砲 弾状 を呈す る。 肩の張 りは

認め られない。

形 態 の 特 徴

〇現存の体部外面上位 より中央 まで

縦方向のハケメ調整 (8条/cm)。 中

央か ら底部 まで斜方向→横方向の

ハケメ調整 (7条/cm)。

〇内面 は不定方向のユ ビオサエ痕が

つ く。

技 法 の 特 徴

〇やや粗い、角閃石、彗

母 を含む。生駒西麓産

の上番。

O内面。明褐色7_5YR5/8o

外面・褐色75YR%。
O焼成・良好。

備   考

上
　
師
　
器

各

種

鉢

番

形

3

番

号

①15 5

09 2

法 量 ((狂 n)

O底部 は平底 で体部 は球体 をな
す 。

〇内密す る上縁 は、その端 部 に

狭 い面 を有 し、上端 は粘土 を

つ まみ上 げてい るため、上端

と内方 に ,光い稜 がつ く。

O田縁の lヶ 戸アrに片「,がつく。

形 態 の 特 徴

O口縁 部 内外面 ともヨコナデ。
0体部 一底部外面 はユ ビオサエのの
ち上 か ら下へヘ ラケズ リで調整。

O体部内面はハケメ調整(12条 /cm)
ののち、斜放射状の時文がつづく。

技 法 の 特 徴

〇精良、長石、石英の砂

粒 を含む。

O橙色5Y R%。
O焼成・ 良好。胴部下半
に 3 on大の円形黒斑が

付 く。 (焼成時 )

備   考

壺

枯

器

種

士霊

一笠
ｂ２

士笠
税

鉢

器

形

7

6

5

4

番

号

0胴 猛!270
0 tti再 二67
。】H部 /,残

O底従 5_4
0残高482
0体部以 ド完存

〇底径 42
0残高522
0体部以下完 存

。復 口34_O

O′,貞 I帝 22_5

O rlネ表/残

法 量 (cm)

〇口縁 部 、底部欠損 、重棺 3

0最大復径が体 部 中位 にあ る球
形の体部

O口 杵攻部 欠■1、 三柏 2

0最大復径 が体都 中位 にあ る球
形 の体 部 にわずか に突 出 した

小 さな平底がつ く。

0イ本葛
「
ド
｀
卜1こ f,1 0cn、 長 さ15_6

cmの 横長の子とが あけ られ てい

る。

O自 立 はで きない。

0日 浄狭部欠根、五構 1

。最 大復径が体部 中位 にあ るほ

ぼ球 形の体部 にわずか に突 島

した小 さな平底がつ く。

O自 立 はで きない。

0底部欠捜、奎構 1の重
0す り鉢状の体部にゆるやかな
外反する口縁部。端部は面 を

もって終 る。

Oロ ネ及部に片口をつ くる。

形 態 の 特 徴

〇体部外面叩 目ののちナデ、下 半 は

刷 毛 目調整、 内面 刷毛 目調整。

〇頸部 に断面 三角形 の突帯 をめ ぐら

し、突帯の両面 に亥1目 を施 こす。

O体部 L半 に
'度

状 文・ 直線 文 を″衆互

に 3条 すつ施 こす。
O体部外面ヘ ラ ミガキ、 内面 ナデ言同
整 と思 われ るが、風化が激 しく詳

細不明。

O頸部 にO_9m間隔 に刻 目を施 こ し
た突帯 を 1条め ぐらす。
O体部外面 ヘ ラ ミガキ、内面 ナデ調
整

O口 帝友部 内外面 ヨコナデ

0体部外面粗 い叩 目 (25条/cm)下 半
ナデ調整。 内面ナデ調整

技 法 の 特 徴

0やや粗 い。 2～ 3 mm大
の問緑 岩。 l mm大 の角

閃石 多量。 1～ 2 mm大
の長石も目立つ。
O明赤褐色(5YR%)

0粗い。 2～ 3 mm大の長
石、 角閃石粒 を多量 に

合む。

O橙色 (5YR%)

0やや粗 い。 2～ 3廂m大
の長石粒 、 l mm前 後の

石英、 角閃石 多量。

O橙色 く7 5YR6/6)

〇やや粗 い。 2～ 3 mm大

の角閃石 多量。 2～ 3

mm大の 長石粒、石葵粒

少量。

O褐色(7_5YR%)

備   考
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SK5(第 34・ 35図、図版二十二 。二十四・三十五 )

土

畠V

器

須

恵

器

理
〔
　

色

　

土

　

器

器

種

羽

釜

Ａ

甕

喪

甕

嚢

椀

杯

Ａ２

杯

椀

Ａ２

椀
Ai b

器

形

17

16

15

14

12

11

10

9

番

号

044 3
018.OG牲 )

016 2
010.4(現 )

012 1

065(現 )

012 3
080C見 )

018.3
0164

0161(復 )
046
07 3

013 4
03 1

095
03 6

0179(復 )
042(現 )

018 1

04 6
08_4

法 量 (∞ )

O底部 を欠 く。
O体部 は中位 で強 く屈曲 し外へ

開 く。

O口 縁 都 は内密気味 に開 き、端

部 は丸 く納 め る。

O鍔 は短 く斜下 方 につ き、端部
は丸 く納 め る。

0底部 か ら体部下 半部 を欠投。
O体部 は弱 く張 り、頸部で内弯
しなが ら口縁端 部へ短 く外反

し、丸 く納め る。

。底部 は欠損。

0張 りの小 さい体部 に短 く外反
するロイ求部がつく。端部は丸

く納める。

O底部 は欠損す るが、扁平 な体

部 に短 く外反す る口縁部 につ

づ く。

。口縁端部は丸 く納める。

O体部やや 下位で弱 く張 る。

0やや平底気味の丸底。
O体部 は中位か ら上位 にか けて
弱 く張 る。

〇口縁部は短 く外反 して立ち上

が り、端部でさらに屈折 して

面 をなす。

。平 底の底部か ら内密気味 に開

き、体部下位 で屈曲 して外反

しなが ら口縁部 まで統 く。

。口縁部 は、強 く外反 し、端部

は丸 く納 め る。

0高 台は断面 台形。

0平底か らやや 内密 して口縁部
へ開 く。

O口縁部は短 く外反 し、端部は

丸 く納め る。

0やや丸底 の底部か ら屈曲 し体
部上位 よ り内 弯 ぎみに立 ち上

が る。

O口 孝豪端 部 は丸 く納 め る。

〇平底 の底部か ら口縁部 まで内

弯 しなが ら統 き、端部 は内傾

して l売線 を もつ。

0高 台 は断面 三 角形。

。平底の底部 か ら日縁 部 まで内

術 しなが ら続 く。

0日縁部 は丸 い。
〇高台 は断面 台形。

形 態 の 特 徴

0口縁部内外面 とも時計回 りの ココ

ナデ。

0鍔都は外面 ヨヨナデ。内面はユ ビ

オサエを残す。

O体部外面はナデ、内面は、ユ ビオ
サエを行なう。

0日 縁部外面 は ヨヨナデ。 内面 は横

方向のハケメ調整ののち ヨコナデ

で仕 Jiげ る。

O体部外面はユ ピオサエ を残す。とく
に下半部 には人 さ し指 で逆時計 回

りにユ ビオサエ を施 した度 が明瞭

に残存。内面は上位にユ ビオサエが

残 り下位 にヘ ラケズ リを行な う。

O口 縁部外面 は ヨコナデ。 内面 は横

方向のハケ メ調整のの ち ヨコナデ

イこより仕上げる。
0体部外面は風化著しくユピオサエが
かすかに残る。内面は逆時計回り方

向のオ反司たI具によるナデを行なう。

O口 縁部 内外面 ともヨヨナデ調 整。
O体部外面 は調整不明瞭。 内面上半
部で は頸部戒形時のユ ビオサ エの

の ち板状工 具で積ヘナデ る。下半

部はヘ ラクズ リののちナデで調整。

〇口縁部 内外面 ともヨヨナデ。

O体部 か ら底部 にか けて外面 は逆時
計 回 りのユ ビオサエ を残 し、未調

整。体部 内面 は調整不明際。底部

内面はユピオサエを残す。

〇口縁 部内部面 と も強 い ヨヨナデ調

I警 。

O体部外面 は成形段 階でのユ ビオサ
エ (道時計 回 り)力f残 って お り未

調 整。 内面 は風化の ため調整 は不

明瞭。

Oe手 法。

0口 縁 部内外面 は強 い ヨヨナデ調整

を桁 なってい るため、外面下半 に

稜がつ く。

O体部から底喜Iに かけて内外面 とも
ユ ビオサエを残 し、未調整。

Oe手 法。

O口 縁部へ体部 内外面 は ヨヨナデ。

0底部外面 はヘ ラ切 りの後未調整。

内面 は強 い仕上 げナデ。

O口 縁 外面 、 内面端 は ヨコナデ。

0体部外面 はユ ビオサエ を残す。 内
面 は横→斜→横 方向の級 密 な ミガ

キ。

O見込 みには ミガキな し。

0口 縁部外面、 内面端 は ヨヨナデ。

O体部外面 はユ ビオサエ を施す。 内
面 は縦 方向の綾密 な ミガキ。

①見込 みに縦 方向の ミガキ。

技 法 の 特 徴

0やや粗い、石英、長石
角閃石等の秒粒 を多Jと

に合む。

O貫褐色10YR%。
O焼成・ 良 lメす

0く さり礫、角閃石、長

石、金室母の砂粒 (2

～ 5 mm大 )を 多■に含
も
｀
。

0構色 5YR%。
O焼成 。良好。頸部 より
以下一面に媒付若。

Oやや粧 く、角閃石 、長

石 、石美、令雲母 の砂

粒 を多登に含む。

O明赤褐色2 5YR%。
O焼成。

0やや粗 い、 1～ 3 mmの

砂粒 を含む。

O粒色2 5YR6/8o
O焼成・ 良好。一部に媒
仕者。

〇精良。

Oに景い赤褐色 5YR%。
O焼成・ 良好。

0精良。
O浅黄 ,ュニ75YR%。
O焼成・ 良好。

O精良、長石、金婆母 の
細砂 を含む。

O橙色 5Y R6/6o
O焼成・ 良 好。

〇精良、長石微えに含む (

O灰色 N%。
0焼成 。良好

0精良。
O内面・黒色 N/。

外面・明丈褐色10YR%。

0焼成・ 良好

O精良、 長石、角閃石 を
微逮 に含 む極細砂。

O内面 。早色 N/。

外面・ 浅黄控色10Y R

%。

0焼成・ 良好。水 ヒして
ヽヽるか。

備   考
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SK5

土

師

器

器

種

甑

羽

釜

Ｂ

羽

釜

Ｂ

羽

釜

Ｂ

羽

釜

Ａ

羽

釜

Ａ

器

形

23

22

20

19

番

号

0不明
O不明

023_4(復 )
05_7(現 )

021.7
056(現 )

0215(復 )
058(現 )

039.4

070(:見 )

034_8(復 )
0167(推 )

法 量 (cm)

0体部のみ残存。
O内 密 ぎみ に立 ち上 が り、体部
上位 で内傾 す る。

O底部、体部 ともに欠 く。
O口 縁 部 はやや外方へ 開 き、端

部 は丸 く納 め る。

O鍔部 は本平 につ き、端 都 は丸
く納 め る。

〇底部体部 ともに欠 く。

〇口縁部はゆるやかに外反 し、

端部は丸 く納める。

0鍔部は短 く水平につ く。端部
は丸 く納める。

O底都、体部 ともに欠 く。
O口 縁部 は直立気味 に立 ち上 が

り、端部 は丸 く納 め る。

O鍔部 は水平 につ き、端部 は丸
く納 め る。

0底部 か ら体部下位 を欠損。
0体部 は外へ 開 く。
O口 縁部 1ま」ヒ方

`こ

つ まみ上
`ず

、

端部は面 をなす。

O鍔 は短 く斜下方につ き、端都
は丸 く納める。

0底部欠損。
O体部 はやや下位 で強 く屈 曲 し、
外へ 開 く。

①口縁部 は直立 気味 に立 ち上 が

り、端部 は丸 く納 め る。

O鍔 は短 く水平 につ き、端 部 は

丸 く納 め る。

形 態 の 特 徴

〇体部 内外面 ともユ ビオサエ を残 す。

O底部外面 はユ ビオサエ成形 のの ち、
縦 方向のハ ケメ調整、 内面 はユ ビ

オサエののち、ヘラケズリ。

〇口縁部外面 は ヨヨナデ を施す が、

その下 にユ ビオサエが残 る。 内面

`よ

ヨコナデ調整。

O鍔部 は外面 ヨコナデ、内面 はユ ビ

オサエを残す。

〇田縁部内外面 ともヨヨナデ。

O鍔部外面 はヨヨナデ。内面はユ ビ

オサエを残す。

0日縁部 内外面 ともヨヨナデ。
O鍔部外面 は ヨコナデ、内面 はユ ビ

オサエを残す。

0口 縁部 内外面 ともヨヨナデ。
O鍔部外面 は ヨヨナデ調整、 内面 か

ら体 部 にかけてユ ビオサエ を残魂

0日縁部か ら鍔部 にか けて内外面 と

もヨヨナデ。

O体部外面 は 日縁部 か ら引 き続 きヨ
コナデ を行 ない、属由位 よ り、下

はタタキ アを施 す。 内面 はユ ビオ

サエ を施 す。

技 法 の 特 徴

O精良、石英・ 長石含む。
0赤卒島色 5YR%。
①焼成・ 不良。

O精良。
O橙色7.5Y R%。
O焼成・ 良好。

〇やや本日い、 1～ 4 mmの
砂粒 、角閃石 を含む。

O橙色 75YR%。
O焼成・ 良好。

0やや粗 い、 1～ 5 mmの
砂粒、角閃石 を含 む。

〇黄橙 色75YR%。
O焼成・ 良好。

0やや粗 い、石葵 、長石、
雲母 、 1～ 4 mmの砂粒
を含む。

0橙色7.5Y R%。
0焼成・ 良好。

0やや組 い、 1～ 5 mDの

砂粒、石英 、 長石、雲

母 を含む。

①によ い赤褐 色 5YR%`
〇焼 成・ 良好。

備   考

SK6(第 35図、図版三十三・二十四・三十五 )

器

土

須
　
　
　
恵
　
　
　
器

各

種

褒

杯

Ａ．

杯

杯

器

形

27

26

25

24

番

号

013.3
011_5

0160
039く推 )

011 0
030

09 2
02 7

法 量 (c■ )

0丸底か ら球体 に近い体部がつ
■デく。

〇口縁都は「 く」の字状に短 く

外反 し、端部でさらに外折 し

て面 をなす。

O丸底か ら外方へ 開 く体部が外
反 し、 口縁部 につづ く。

O口 縁部 は内傾気味 に立 ち上 が

り、端 部 は丸 く納 め る。

〇平底か ら外方へ 開 き、体部 中

位 で屈曲 して直線的 に立 ち上

力する。

〇口縁部 は丸 く納 め る。

〇平 底か ら屈曲後、体部 は上方

へ大 き く開 く。

O受部 は笑η「 く斜上方へ伸 び る。
O立ち上 が りは短 く、 91く 内傾
し、端 部 は丸 く納 め る。

形 態 の 特 徴

O口 縁 部 内外面 とも積 方向のハ ケメ

調整のの ち ヨヨナデ。

O体部 ～底部外面 はユ ビオサエ成形
のの ち縦 方向のハ ケ メ調整。

0体部 内面上半部 は板状工具 に よる
縦 方向のナデ。下半部 は時計 回 り

のユ ビオサエが 円周状 に通 な る。

〇日縁部 は内外面 ともヨヨナデ。

O体部外面 はユ ビオサエ を残す。 内
面 は放射状 の暗文。

O底部内面 はナデ調 整。

0口 縁 部 一体部 内外面 と もヨコナえ
0底部外面 はヘ ラ切 りの後未調整。
内面 は仕上 げナデ。

0口 縁 部 内外面 と もヨヨナデ。
0受部 ～体都外面上 半部 をヨコナデ。
下 半部 は逆 時計 回 りのヘ ラケ ズリ。

底部外面 はヘ ラ切 り後未調整。

O体部 内面 は ヨコナテ。底部 内面 に
仕上 げナデ。

技 法 の 特 徴

O非常 に精 良。長石 を微
量 に合 む程度。

O橙色 5YR%。
O焼成 。良好。胴部外面
上半に焼成時の黒斑 あ

り。

O精良、長石、角閃石、
くさり礫の細砂 を含む。

O橙色 5YR%。
0焼成 。良好。本 ヒして
いる。

0精良、長石 中量 に含む。
O暗緑灰 7 5GY%。
O焼成・ 良好。

O精良、黒雲母 、長石 の
砂粒 を含む。

O灰色75Y%。
O焼成 。良好。水 として
いる。

備   考
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SE2(第 35図、図版三十三・三十五 )

SE3(第 35図、図版二十二・三十五 )

NR2(第 36図 、図版三十六 。四十九)

土

師

器

里
〔
　

色

　

土

　

器

器

種

褻

椀

椀

杯

Ｂ

鉢

番

形

32

30

29

28

番

号

0170(復 )
046(現 )

013_5(復 )
048
046

0150(復 )
040
06 7

016.4(復 )
03_3
05 2

0194(復 )
071(現 )

法 量 (cm)

O口 頸 部のみ残存す る。
0内傾 す る体部 に短 く外反 す る
日4素苫5がつづ く。

O口 縁端部 に外方へ傾 く狭 い面

がある。

030と 同じ

0平底か ら内密 ぎみ に立 ち上 が

り、体都 中位 で屈曲 して、 日

縁都 まで大 き く外方へ開 く。

0ロキ表部は短 く外反 して、端部
は丸 く納める。

0高 台は断面三角形。

0平底か ら外方へ大 き く開 いて
立 ち上 が り、 口縁 部で短 く外

反す る。

O口 縁端部は丸 く納める。
0高 台は断面三角形。

O底部欠損。
Oゆ るやかに弯曲する体部に短

く外反する日縁部がつづ き、

さらに端部で外折 して面 をな

す。

形 態 の 特 徴

0日縁部 一体部外面 は一面 に媒 が付

着 してい るため調整法不 明。外端

のみ ヨヨナデ。 内面 は横方向のハ

ヶメ調整。

O体部 内面 はユ ビオサエ を残す。

0日 縁部 内外面 、体都外面 は、 30と

同 じ。

0体部 内面 はナデ調整。
Oe手 法。

0日 縁部 内外面、体部 内面 は、 29と

同 じ。

O体部外面 はユ ビオサエ成形のの ち
は未調整。

Oe手 法。

0日 縁 部内外面 と もヨヨナデ。体部

内面 は風化激 しいが、下半部 はユ

ビオサエを残す。

〇体部内面は風イとのため調整法不明

Oe手 法。

0日縁部 内外面 ともヨコナデ。
O体部外面 は逆時計 回 りのヘ ラケズ
リのあ と、逆時計 回 りのヘ ラ ミガ

キを行なう。内面は級密なヘ ラ ミ

ガキ調整。

技 法 の 特 徴

O長石、 金雲母 、石英、
角閃石 の砂粒 を多量 に

合む。

0褐色75YR%。
O焼成・ 良 好。

01(石、石英 、 金雲母 の

細砂 を含む。

Oに示い褐色75YR%。
O焼成・良好。褐色灰
(75YR%)を 呈す る
斑 らが点在する。

O石英 、 金箋母 、角閃石
の細砂 を含む。

O笹色75YR%。
0焼成・ やや不良。

O不良、長石、石英 、 角

ド人珂石、 金雲母 の砂粒 を

含む。

O浅黄橙 色 10YR3/3。
O焼成・ やや不良。か な
り摩耗している。

O精良、微量に長石が認
め られる。

O内面・暗灰色 N/。

外面・におfい褐色

7 5YR%。

内面及び外面の 日緑部

下手 (ヨ ヨナデを施 し

た範囲)ま で黒色 を示

す。

O焼成 。良好

備   考

黒

色

土

器

須

恵

器

器

種

千宛

A■a

鉢

番

形

34

33

番

号

0141(復 )

06_4

023 9(4夏 )

031(I見 )

法 量 (cm)

0平底か らゆ るやか に内 弯 して
体部か ら口縁 部 まで直線 的 に

開 く。

0日縁端部はかすかに内傾 して
沈線 をもち、丸 く納める。

0底部及び体 部下半都欠授 。
O内弯 して開 く体部 に短 く外傾
す る日縁部がつづ く。

O口 汗表端 部 は面 をなす。

形 態 の 特 徴

0日 縁部 内外面 ともヨコナデ。
O体部外面 はす り石状 の ものでナデ
て仕 _Lげ る。 内面 はヘ ラ ミガ ミ。
O見込み は縦 方向のヘ ラ ミ才キ調整。

。口縁 部 一体部 内外面 と もヨヨナ茂

技 法 の 特 徴

〇やや粗 い、石英 、 長石

角門石、 くさ り礫 を含

む。 生駒 西賓:巌の 上 孫て

0内 面・ 黒 色 N/。
①外面・ によ い褐 色

75YR%。
O焼成・ 良好。

〇精良。

O灰 白色 10Y/。
O焼成・良好。

備   考

須

　

恵

　

器

番

種

―
雲

A ra

器

形

35

番

号

013 6
039(推 )

法 量 (α「)

0天丼部の大部分 (口 縁 部 とを
分 ける稜 付近以 外 )を テ イネ
イにヘ ラケズ リ (時計 回 り)

し、 ほ とん ど平 らにつ くる。

O天丼部 と口縁部 とを分 け る稜

`ま

突 出 して、鈍 い。

O口 縁 部先端 か ら稜 までの高 さ

`ま

2 0clRを 測 り、稜か ら先端 ま

で垂直におちる。

形 態 の 特 徴

O口 縁部 一体部 内外面 は ヨコナデ。

技 法 の 特 徴

O精良、長石含む細砂。
Ol'(色 N/。
O焼成・良好。

備   考
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NR2

須

怠

器

器

種

杯

Ａ４．

杯

Ａ３二

娑
工
Ｂ

蓋

Al b

蓋

A■b

蓋

Al aイ

蓋

ＡＩ．

蓋

Al a

番

形

43

42

41

40

39

38

37

36

番

号

0131(復 )
036(推 )

011 6(そ猛)

044に見)

015,1(彼 )
042(現 )

O不明
O不明

012_1(復 )
040(現 )

056

0144(4憂 )
047(推 )

012 5
04 6

法 量 (cm)

O立ち Lが りは10ωを測 り、内
傾 しなが ら、先端で垂直に立

ち、九味 をもつ。

O受部は短 く外 L方に伸び、先
端 は九 く納め る。

O底部は丸味 をおび、ヘ ラケズ
リ(逆時計同 り)の %で ある。

0立ち I:が りは1_5αnを測 り、内
傾 して先端 は,光い。

O内面 に段 を十再成す る。
①受部は外 ti方 に伸び、先瑞は

丸 く納める。

O底部はやや平扁で、ヘラケズ

リ (逆時計 Flり )は底部の%
である。

〇自然釉 が付着 してい るため、

大井部 のヘ ラケズ リは不 明だ

が、丸味 を もってい るので、

広範囲 にはわた らない と思 わ

れ る。

〇天丼部 と口幸豪都 とを分 け る稜

や 凹線 は認め られ ない。

O口 孝表都 は外へ開 いて、端 部 は

九 く納 め る。

0天丼部は扁平なつ くりで、%
をヘラケズ リ (逆時計回 り)

する。

O天 洋部 と口縁部 とを分ける稜
は鈍 く丸い。

0日 縁部先端か ら機 までの高 さ

は2_5cmを測 り、口緑部はほば

垂直に下降 し、端面はやや内

側 に傾斜 して、内端 に 1条の

洗線があ ぐるが、段は構成 し

ない。

O天丼部の大部分 を欠損。
O天丼部 と口孝表部 とを分 け る稜
は短 く丸 い。

0口縁部先端 か ら稜 までの高 さ

は2 2cmを 測 り、端面 は内側 に

傾 斜 し段 を構成す る。

0天丼部は丸 くふ くらんで、%
をヘ ラケズ リ (逆時計回 り)

す る。

0天丼部 と口縁都 とを分ける稜
は短 く丸味を帯びる。

O口 縁部先端か ら稜 までの高さ

は2 4clnを 測 り、端面は内側 に

傾斜 し、段 を構成する。

0天丼部 は丸 く%を ヘ ラクズ リ
(逆Л幸計 回 り)す る。
〇天丼部 と口縁 都 とを分 け る稜

は短 く、今lとい。

①日縁部 先端 か ら稜 までの高 さ

は 2 1cmを 測 り、端面 は内側 に

傾斜 し、段 を構 成す る。

①天丼部 は丸味 を持 び、 %を ヘ

ラケズ リ (時計 回 り)す る。
O天丼部 と口縁部 とを分 け る稜
は短 く今比い。

O口 縁都 先端 か ら稜 までの高 さ

は2.2cmを測 り、端面 は内側 に

傾斜 し段 を構 成す る。

形 態 の 特 徴

0日 緑部 一体部 内外面 と もヨコナえ
O底部のヘ ラケズ リは粗 く、底部 中
央 で はヘ ラ切 り痕 がその まま残る。

035と 同 じ。

0日縁 部 一体部 内外面 ともヨヨナえ

0天丼部 内面 に同心 円文状 の タタキ
メヵ甘見 られる。

035と 同し。

035と 同し。

035と 同 じ。

035と 同じ。

技 法 の 特 徴

0精良、長石 、微量 に含
む 。

O灰色 N/。
O焼成・ 良好。

O精良。
O灰色 N/。
O焼成・ 良好。

0やや粗雑、 4 nI大の長
石 を含 む。

O灰色 N/。
O焼成・良好。

O精良、長石 を中量含む。
O灰色 N%。
O焼成・ 良好。

0き わめて精良、長石

徹量 に含む。

0時緑灰色 10C%。
O焼成・ 良好。

0や や粗 い、長石 含む細
砂、 7 mm大の礫 が とび

出 してい る。

O灰色 N6/。
。焼 成・良好。

0粗い、 1～ 7 mm大の長
石 を多量に合み突出 し

ている。

O灰色 N%。
O焼成・ 良好。

。構良、長石 を含む細砂
`

。青灰色 5BG%。
0焼成・ 良好。

備   考
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NR2

須
　
恵
　
器

器

種

一笠

器

形

44

番

号

0159(復 )
0223(推 )

主去  てき (cm)

。尖 り気味の底部に、体部は丸

くつ くり、肩が張 る。

O頸都
`よ

外反 しなが ら開 き、 ロ
縁部は上下に拡張 させている。

O口 縁端部は鈍いがやや丸味を

もつ。

形 態 の 特 徴

⑤外面 底部か ら胴部 にか けて、維方

向の平行 タタキメが施 され、胴部

か ら頸部へ、 その _とにカキメ調整

が行なわれ る。

O内面底部か ら体部 全面 に同 心円状
のタタキメを施す。

〇口縁部内外面、頸部内面はヨコナ

1声 。

技 法 の 特 徴

。精 良、 3 mmの砂粒 を合

烹す。

0内面・灰色 N/。

外面・片部 まで灰白色

N%。 以下底部

まで暗灰色 Nン宅

O焼成・ 良好。

備   考

ピット内上器 (第 31図、図版四十二・四十九)

土

　

師

　

器

恵

器

各

種

重

一局

杯

杯

Ａ■

杯
好

杯

Ara

蓋

Aュ b

芸
ユ
A■b

芸
ュ

ＡＩ．

器

形

52

51

49

48

47

46

45

番

号

0不明
0121(現 )

0不 明
O不明

O不明
0不 明

O不 明
O不明

〇不 明

O不明

O不明
O不明

O不明
O不明

〇不明

O不明

法 量 (cm)

。平 底 か ら屈曲後、外傾 して開

き、体 部 中央 で さらに屈曲 し

て内弯す る。

0脚部のみ残存。
O筒部 はゆ るやか に外方 に開い

て裾都で段 をなす。端部 は内

下 方 につ まみ上 げてい る。

0立 ち_生が り～体部のみ残存。
O立ち_とが りは0 7cmを測 り、逆

「 ノ」の字状に短 く外反す る。

先端 は鋭い。

O受部は水平に伸び、先端 は丸
く納める。器17は「を■ぃ (6 mm)。

O立 ち Lが り～体部のみ残存。
O立 ち_Lが りは1_6cmを 測 り、強
く内傾す る。先端は丸 く納め

る。

O受部は水平に伸び、先端は丸

味 を帯び る。

O立 ち上が り～体部のみ残存。
O立 ち上が りは2 5cnを 測 り、ほ

ぼ垂直に立つ。先端 は鋭い。

。受部は水平に伸び、先端は鋭

O口 縁部 ～体 部のみ残存。
O天丼部 と口縁 部 とを分 け る稜
は鋭 く、 ほ とん ど外へ張 り出

さない。

O口 縁部先端か ら綾 までの高 さ

は2 2cmを測 り、端面で内側 に

傾斜 して段 を構成す るが、先

端は丸 く納めている。

O口 縁 部 ～体部 のみ残 存。
0天丼部 と口杵え部 とを分 け る稜
は短 いが、やや 丸味 を帯 び る。

o口 縁部 先端 か ら稜 までの高 さ

は2 1cmを測 り、端面で内側 に

傾斜 してわずかに段 を構成す

るが、先端は九 く納めているぐ

O日縁部 ～体部 のみ残存。
0天丼部 と口縁部 とを分 け る稜
は短 く鋭 い。

O口 縁部 先端 か ら稜 までの高 さ

は2 6cmを韻1り 、端部で矢立く外

に開 き、内側 に段 を構成す る。

形 態 の 特 徴

O体部外面 L半 は、縦方向のハケメ

調整 (6条 /cln)。 下半は斜方向のフヽ

ケメ調整 (6条/cm)を 幾度か行なう。

底部は横方向のハケメ調整 (6条 /

cm)。

〇体 部 内面 は最 大 径 以 下 に逆 時 計 回

りのユビオサエ痕がつく。

。筒部外面 は粗 いカキメ調整。裾部

～端 部外面 は ヨヨナデ。

。筒部 内面 は シポ リメ。

0立ち _とが りへ体部 内外面 の ヨヨナ
デ調整 は きわめてテ イネイで ある。

技 法 の 特 徴

O精良。
O桂色 5YR%。
O焼成・良好。
OSP7内 出上。

O精良。
①青灰色 5B%。
O焼成・ 良好。
O S P23内 出土。

0精良、長石微量に合むて
0青灰色 5B%。
〇焼成・良好。

O S P48内 出上。

〇精良、長石微 Fド に合むて

O灰色10Y%。
O焼成・良好。体部外面
に自然釉付着。

O S P75内 出上。

O精良、長石微量に含む。
O灰色 N%。
0焼成・良好。
O S P22内 出土。

O精良、長石微量に含むて
O青灰色 5B%。
O焼成・良好。
O S P52内 出土。

0桁良、長石多量 に合む。
O灰色75Y%。
O焼成・良好。
O S P22内 出上。

0精良、長石を中負含むて
o灰色N6/。
O焼成・良好。
O S P20内 出上。

備    考
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S D65(第 38図、図版三十七・二十八・四十五・四十九)

須

恵

番

番

種

杯

A2a

杯

Ａユ．

杯

Ａｌ．

蓋

Ａユ．

蓋

A■b

蓋

Al b

蓋

Al b

蓋

A■ a

器

形

60

59

58

57

56

55

54

53

番

号

0125(復 )
04,9(すす)

012 6
05 3

012 9
05.5

0130(復 )
045(推 )

014 2
053

013_9(復 )
052(推 )

0139
05_1

013 5
049

法  量 (cm)

〇立 ち 1■が りは1 7cmを 測 り、1ま

ぼ垂直に立ち、端面は内側 に

傾斜 して段 を構成す る。

。受都は水平に短 く伸び、先端

はきわめて,比い。

0底部はほぼ扁平でヘラケズ リ
は底部の%である。

0立ち_liが りは2.Ocmを測 り、内
傾 して、端面はやや外に開 く

が、内側に鈍い段 を構成す る

0受部は水平か らやや外 i方に

伸び、先端 は,比い。

O底部は丸 く、ヘラケパ リ (逆
時計
『
Iり )は底部の %である。

〇立ち上が りは2 1cmを測 り、よ

く内傾 し、端面は内側 に傾斜

して段 を構成す る。

O受部は水平に伸び、先端は,た

O底部はやや扁平で、ヘラクズ

リ (時計回 り)は底部の%で
ある。

O天丼部 は扁平 で、 2/3を テイネ
イにヘ ラケズ リ (時計 回 り)

する。

O天丼部 と口縁部 とを分ける機
は鋭 く、丸い。

O口 縁部先端か ら符ぇまでの高 さ

は2 1cmを測 り、端面でやや外

反 し、内側に段 を構成す る。

0天丼部は丸味 を持び、%をヘ

ラケズ リ (時計回 り)す る。
O天丼部 と口縁部 とを分ける稜
は ,,と く、丸い。

O口 緑部先端か ら綾 までの高 さ

イま2 2cmを測る。

〇口縁部はほぼ垂直に下降 し、

端部は丸昧 をもつ。

〇天丼都はやや丸味 を帯び、%
をヘラケズ リ (時計回 り)す
る。

0天丼部 と口縁都 とを分ける綾
は、丸味をもつ。

①口縁部先端か ら稜 までの高さ

1ま 2 4cmを 測 り、端面は内lRlに

傾斜 して、段を構成す る。

O天丼部 は丸 く、 %を ヘ ラケ ズ

リ (逆時 計 と口]り )す る。
0天非部 と口縁 部 とを分 け る稜
は丸味 を帯 び る。

O口 縁 部先端 か ら綾 までの高 さ

`よ

2 7cmを 測 る。

0口 縁部はやや開いて下降 し、

端部はやや丸味 をもつ。

O天丼部は扁平で、%をヘラケ
ズ リす る。

①天丼部 と日縁部 とを分ける綾

は短 く突出 して鋭い。

〇口縁部ノ負ユ端か らやぇにまでの高 さ

は2 7cnを測 り、端面
`よ

内イFllこ

傾斜 して段 を構成す る。

形 態 の 特 徴

0底部内面の仕上げナデは認め られ
ない。

O自 然釉付着のため、ヘラケズ リの

方向は不明。

〇底部内面の仕上げナデは認め られ

ない。

〇口縁部 一体部 内外面 ともヨヨナデ。

O底部 内面 に仕上 げナデ あ り。
0底部 内面 に同心 円文状 の タタキメ

が残る。

053と 同 じ。

053と 同 じ

053と 同 じ

053と 同し。

O底部のヘ ラケズ リの方向 は不 明。
(自 然釉 付者 のため )

0日 縁部 ～体部 内外面 は ヨコナデ。

技 法 の 特 徴

0精良。
。内面 。灰 臼色 N/。

外面 。オ リーブ色

2 5GY%。
O焼成・ 良好。外面 に灰
釉付着。

0精良、長石 を含む砂粒
を多量 に含む。

0灰 臼色 10Y%。
〇焼成・ 良好。乾燥時の

歪みあ り。

0精良、長石の砂粒 を含
も
｀
。

O青灰色 10B G%。
O焼成・ 良好。

0やや不良、長石、チャ
ー トの砂粒 を含む。

。青灰色 5B%。
0焼成・良好。

O精良、長石 の砂粒 を合
む 。

。青灰色 5B%。
O焼成・良好。

O精良、長石、金雲母、
石英の砂粒 を合む。

〇明青灰色 5BGえ 。
O焼成・ 良好。

〇長石、角閃石等の砂粒

を多量に含む。

①灰色 N%。

O焼成・ 不良。かな り磨
滅 し、胎土中の砂粒が

表面 に出ている。焼成

時の歪みを目縁部 にう

ける。

0精良、長石 の砂粒 を合
む 。

。青灰色 5PB%。
O焼成 。良好。表面の摩
耗が甚 しい。

備   考
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S D65

器

種

須

恵

番

器

形

杯

Ａ２．

杯

Ａ２．

杯
Ａ２．

杯

A2b

杯

A2も

杯

Ａ２．

杯

A2-b

杯

A2b

杯

Ａ２．

番

号

61

62

63

65

66

68

67

69

法 量 ((】a)

012 0
052

015.5(復 )
04_8(推 )

095(復 )
04.9(推 )

05 3
0136(復 )

012.9(復 )
05ユ

013.7(復 )
04.5(現 )

0142(復 )
043(推 )

0137(復 )
059(推 )

0125(復 )
04.7(推 )

形 態 の 特 徴

0立ち上 が りは1,7α nを 測 り、垂
直 に立 ち、先端 は鋭 い。 内側

にかすかに段 を構成す る。

O受部 は外上方へ伸び、先端 は
3と い 。

O底部はやや扁平で、ヘラケズ
リ (逆時計回 り)は底部の%
である。

〇立ち上が りは1.7cmを測 り、内

傾 して、先端は鋭いが段 はな

O受部は外上方に短 く伸び、先
端 は鋭い。

O底部は丸味 をもち、ヘラクズ
リ (時計回 り)は底部の%で
ある。

O立ち上 が りは2 0α aを 測 り、垂
直 に立 ち、先端 は丸 く納 める。

O受部 はやや外 _L方へ伸 び、光
端 は丸 く納 め る。

o底部 は丸 く、ヘ ラケズ リ (逆
時 計 回 り)は底部の %で ある。

O立 ち上 が りは1_6cmを 測 り、内
傾 して、端面 は内側 に傾斜 し

て段 を構 成す る。

0受部 は水平か らやや外上方 に
短 く伸 び、先端 は鋭 い。

①底部 は九 く、ヘ ラケズ リ (逆

時計回り)は底部の%である

O立 ち上 が りは1 9clnを 測 り、内
傾 し、九端 は丸 く納 め る。

O受部 は外上 方 に伸び、九端 は
丸味 を もつ。

O底部の大部分 を欠損 してい る
ため、形状不 明。

0立 ち上が りは1 7cmを t民 1り 、1よ

は垂直に立ち、先端は丸 く納

める。

O受部はやや外_L方 に伸び、先
端 は丸 く納め る。

O底部は丸味をもち、ヘラケズ

リ く逆時計回 り)は底部の%
である。

O立 ち上 が りは 1 7cmを 測 り、内
傾 して、先端 は内側 に傾斜 し

て段 を構 成す る。

O受部 はやや外上方 に伸 び、先
端 は丸味 を帯 び る。

O底部 は丸味 を もち、ヘ ラクズ
リ (逆時 計 回 り)は底部の %
である。

O立ち_とが りは1 5cFを測 り、内
傾 して、端面は内側 に傾斜 し

て段 を構成す る。

O受部 は水平に伸び、先端は丸
味 を帯びる。

O底部はややこんで、扁平な感
じである。ヘ ラクズ リ (逆時

計回 り)は底部の%である。

0立 ち とが りは1 5cmを 測 り、内
傾 して、先端は丸 く納め る。

〇受部は水平 に伸び、先端 は丸

味 を帯びる。

O底部は丸 く、ヘラケズ リ (逆
時計回 り)は底部の%で ある。

技 法 の 特 徴

058と 同じ。

0底部 のヘ ラケズ リは時計 阿 り。

備   考

O精良、長石 の砂粒 を含
む 。

0明青灰色 10B G%。
O焼成・ 良好。表面の摩
滅が甚 しい。

O精良、長石、黒雲母 を
砂粒 で含む。

O灰色 N%。
0焼成 。良好。

O精良、長石の砂粒 を含
む 。

O青灰色 5B%。
O焼成 。良好。 日縁が乾
燥時にこんで、だ円を

呈 している。

。精良、長石の砂粒 を合

む 。

。青灰色 10B G%。
0焼成・ 良好。

〇精良、長石 を含む砂粒

を含む。

。青灰色 10B G%。
O焼成・ 良好。

0精良、長石 を砂粒 で含
む 。

①明青灰色 5PB%。
(自 然釉部 。青黒色

5BG上 %)。
O焼成・良好。体部外面
に部分的な自然釉、受

部 に指 圧痕 2ヶ 所有

O桁良、長石の砂粒 を合
む 。

O灰色 10Y%。
〇焼成・ 良好。

〇精良、長石 を含む砂粒

を含む。

O青灰色 5B%。
0焼成 。良好。

O精良、長石の砂粒 を微
盈 を含む。

O青灰 色 10B G%。
。焼 成・ 良好。
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S D65

肖市

器

土

須

恵

器

器

種

羽

　

釜

変

BI

士霊

鉢

杯

　

Ｂ

提
　
　
　
瓶

杯

杯

Ａａ．

器

形

77

76

75

74

73

72

70

香

号

0175(推 )
①5_0(現 )

0197(復 )
02_4(現 )

0115(復 )
094

O107(復 )
062

012_1(復 )
040(現 )

071(復 )
080(現 )

011 4
0108
07 9

012_4(復 )

04 5

法  量 (c11)

O鍔部周辺 のみ残存。
O内傾す る体 部 に外反す る日縁

部がつ く。

O鍔部 は水平 につ き、端 部 は丸
く納め る。

〇口緑部のみ残存。

O短 く外反す る口縁部。
O端都はわずかに面 をなす。

O底部 は丸底 でやや扁平 なつ く

りの体都。

O口 径 と胴部径 はほぼ同 し。

0日 縁 部 はゆ るやか に開いて外

反す る。端 部 は丸 く納 め る。

Oやや上 げ底の底部 か ら屈曲後、

直線的 に、 ラ ンパ状 に大 き く

開 いて 日縁部 に続 く。

O口 縁端部 は丸 く納 め る。

〇平底 か ら内弯気味 に開 いて、

その まま口縁端 部 までつづ く。

O日 縁端部 は丸 く納 め る。

〇口頸部 ～肩部のみ残存。

。短 く外反 す る日頸の端部 は外

方 につ まみ出 され、頸部 との

境 は段 をなす。

O体部前面 は九 くお、くれ、背面
は扁平。

O体部両側 の耳 は環状。

O杯部 は浅 く、 日縁部 は短 く外
反す る。体部 との境 に 1条の

回線 (幅 2■ l]l)力 め゙ ぐる。

O脚部 は細 長 くラ ッパ状 に開 き
裾部で段 をなす。脚端 部内下

方 につ まみ にげてお り、先端

1よ笠 い。

0脚部の透 し子とは四角形 で二 方
にあけられている。

O立 ち上が りは1_3cllを i`貝 Jり 、や

や内傾 し、端面はほlま垂直に

立ち、内側 に段 を構成す る。

〇受部は水平 に短 く伸び、先端

`ま

鋭 しゝ。

O底部は扁平で、ヘ ラケズ リ(逆

時計回 り)は底部の%である。

形 態 の 特 徴

O体部 内面 にユ ピオサエ痕 が残 る以
外 は内外面 と もヨコナデ。

〇内外面 ともに ヨヨナテ制 整す るほ

か、頸 都外面 にはヘ ラ状工具 に よ

るあたりがつく。

O口 縁 部 ～体部 内外面 ともヨコナデ。

O底部 はヘ ラケズ リと思 われ るが、

摩耗 のため方向不 明。

0日 縁部 内外面 、体部 ～底部 内面 は

ヨコナデ調整。

O体部外面 はハ ケメ調整 (14条 /(】 n)。

O底部 は外周か ら中心 に向か っての
ヘラケズリ。

0摩耗 の ため内外面 とも調整法不 明

O頸部外面 はカキメ調整 。
0体部前面 は 自然釉 付着 のため調整
法 不明。

O口 緑 部内外面、体部 内面 ともヨヨ

ナデ調整。杯底部 内面 に仕上 げナ

デが認め られ る。

O体部外面 は時計 回 りの テ イネイな
ヘラケズ リを行なう。

O脚筒部にカキメを施す。
O裾部～端部はテイネイなヨコナデ

調整。

O仕上 げナデ は認め られない。
O底部のヘ ラクズ リはテイネイに行

なわれている。

技 法 の 特 徴

O精良、 1～ 411こ の砂粒 、
雲母 を合む。

Oに対い赤褐色 5YR%。
〇焼成・ 良好。

0精良、05～ 2nmの砂粒、
雲母 を合む。

O橙色 5YR%。
O焼成・良好。

oき わめて精 良、 1～ 3
mm大の砂粒 を微 量 に含

む 。

O橙色 SYR7/6o
O焼成・ 良好。

oき わめて精良、砂粒 は

認め られない。水 ヒを

行なう。

0橙色 5YR%。
O焼成・ 良好。

0粗い、石英 、長石 、角閃
石の砂粒 を多量 に含 む。

Oに基い赤褐色2 5YR%。
O焼成・ 不良。

。精良、 1-3 mtの 砂粒

を含む。

O内面・灰色 NS/。

外面・明緑灰色10G光 (

0焼成・ 良好。外面に灰
釉付着。

O精良、長石を多量に合
む 。

O灰 白色10Y%。
O焼成・良好。

0精良、長石 、全雲母 の

砂粒 を含 む。

。青灰色 10B G%。

0焼成・ 良好。

備   考
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器

器

種

茎

Ｂ

芸
二
Atta

器

形

79

78

番

号

012 3

03 5

014 6
033(I)と )

法 量 (cm)

O天丼都 と日縁部 とを分 け る稜
や 凹線 は認め られ ない。

0天丼部のヘ ラケズ リは認め ら
れない。

0口 縁部はやや開 き気味に下降

し、先端は丸味 を持びる。

0天丼部 と口縁部 との境 界 に ユ

条の凹線 (幅 2 mm)がめ ぐる。

O口 縁 部 はやや 外方 に下降 し、

端部 で さ らに外折 し、今lとい。

0天丼部 は大部分 を欠損 す るが
九味 を もつ と考 え られ る。

形 態 の 特 徴

O天丼項部 はヘ ラ切 り後、粗 いナデ

を施す。

O全体 に調整 は粗 い。

O底部 は逆時
'「

回 りのヘ ラケズ リの

あ と不定方向のナデ調 整。

技 法 の 特 徴

。精良。

O青灰色 5B%
O焼成・ 良好。

0精良。
O明青灰色 5B%。
O焼成 。良好。

備   考
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各

種

須

恵

器

器

形

杯

A2b

杯

Ａ２．

杯

Ａ４．

杯

Ａ３．

杯

Ａ一

杯

Ｂ

杯
嫡

杯

Ａ↑

甦

L真

提

瓶

番

号

81

80

83

82

84

87

86

85

89

88

90

法 畳 (m)

Oユ 41(復 )
048(推 )

0108(4夏 )
050(椎 )

0122(復 )

025(1見 )

012.2(復 )
04_2(現 )

0129(4覚 )
039(推 )

09 6
03 7

O100(復 )
034

①2 5

0不明
099(推 )

OH 7(権 )

0154(推 )

055(推 )
021](推 )

形 態 の 特 徴

O立 ち liが りは1_7cmを 測 り、内

傾 して、先端 は丸 く納める。

①受部は外 L方に短 く伸び、先

端は丸 く納める。

o」とち上が り1ま 1_6cmを

'則

り、すよ

は垂直に立つ。端面はわずか

に外反 し、内側に段 を構成す

る。

0受部は外_L方に短 く伸び、先

端は鈍い。

δ立 ち にが り1ま 0 3cmを韻1り 、逆

「 ノ」の字状 に短 く内傾す る。

先端 は丸 く納 め る。

〇受 部 は外 _L方に伸び、先端 は

九 く納 め る。

O立 ち Lが りは1 4cnを 測 り、強

く内傾す る。 先端 は ,えいが、

端面 の 内側 に段 はない。

〇受部 は外上方 に伸 び、先端 は

丸 く納 め る。

O立 ち とが りは、 0 7onを 測 り、

逆「 ノ」の字状 に短 く内傾す る

先端 は丸 く納 め る。

O受部 は外 上方 に短 く伸 び、先

端 は丸 く納 め る。

O底部 は扁平 だが凹凸激 しい。

O立 ち riが りは、 0 7cmを 測 る。
立 ち _.Lが りの形態 は83と 同 し

。受部 は水平 にやや長め に伸 び

先端 は丸 く納 あ る。

O底部 は扁平。

〇体 部 と底部 とは明Π寮な角度で

分かオ■る。

O体部 は直線的 に外上方 に伸 び
その まま口縁部 につづ く。

O口 縁 端部 は丸 く納 め る。

0立ち とが りは0 7cl「 を測 り、逆
rノ 」の字状に短 く内傾する。

先端 は丸 く納める。

O受部 1ま 83と 1司 じ。

O口 縁 都欠損。
O口 頸部 は短 く外反す る。
O体部 は前面が丸 く▽S、 くれ、背
面 は平 らであ る。

O体部両側 の耳 は環状

0簑部 は太 く、 口頸部 は外反 し
て開 く。

O体部 はやや L位で肩が張 る。

〇ュ軍I(部 はきわめて細 く、 口顕部

`ま

大 きくラ ノ′ヾ状
`こ

開 く。

O頸部やや下位に 2条の凹線 を
め ぐらし、 日縁部 との間に櫛

描 き斜線 を施すが、頸部 上位

に凹線 を 1条め ぐらせ ること

により櫛描 き余斗線 を中断 させ

ている。

O肩部に 1条、体都下位に 1条
の凹線 をめ ぐらし、その間に

4任,描 きまり点文をめ ぐらす。

技 法 の 特 徴

O底部のヘ ラケ ズ リの方 向 は不 明。

O底部のヘ ラクズ リは逆時計 回 り。

O日 縁部 一体部 内外面 は ヨヨナデ。

〇底部 にヘ ラケズ リがみ られ るが、

方向 は不明。

O S3と 同 じ

。体部外面に強 くヨコナデ調整を行

なう。

O底部はヘラ切 りの後未調整。

O底部 は遊時計 同 りの カキ アi調整 (9

条/m)を 施す。

0口 4表部一体部内外面 ともヨヨナえ
〇底部はヘラ切 りの後未調整。

O底部内面 に渦巻状の仕 11げナデが

認め られる。

O体部 前面 は [1転を利 用 した カキメ

調整。

O頸部 ～体部 内外面 ともヨヨナデ。
0底部 は粗 い逆時計 L口 Iり のヘ ラケ ズ
1,。

O底部 はナデ調整 に よる。

〇精良、長石 を01-lmm
の砂粒 で合 む。

〇青灰色 5B%
0焼成・ 良好

備   考

0精良。
O灰 白色 N/。
0焼成・良好。

0精良、長石の砂 粒 を含
む 。

O灰 日色 N//。
0焼成・ 良好。

O*帝良。

O青灰色 10B G%。
①焼成 。良好。

O精良。
O灰 白色 N/。
〇焼成・良好。

0精良。
O内 面・灰 白色 N/。

外恒i・ 灰 山色75Y%。
O焼成・ 良好。

0精良。
O青灰色10B G%
O焼成・良好。

〇精良。

O ttrヨ 色 N/。

O焼成・良好。

oゃゃ米側い、 長石 多 |■ に

合む。

0青灰色 5B%。
〇焼 l,文・ 良好。

〇精良、長石 を砂粒 で合

も
｀
。

0明青灰色 5B%。
0焼成・ 良女了。

O精良。
O炭色 N/。
O焼成 ‐良好。
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土

師

器

須

恵

器

各

種

杯
　
Ｂ

杯
　
Ｂ

杯

　

Ｂ

杯
　
Ｂ

杯

　

Ｂ

杯
　
Ｂ

杯
　
Ａ２

甕

B

甕

Ａ

変

　

Ｂ

甕

　

　

Ａ

提
　
　
　
瓶

器

形

102

101

100

99

98

97

96

95

94

93

91

番

号

090
03.1

017 5
043(現 )

098
037(現 )

011 5
034

0111(復 )
03 3

0107(復 )
03_5

012 3
03.9

024 8
073(現 )

0220(復 )
032(現 )

0不明
0不 明

0216(復 )
018_7(現 )

O不 明
0154(現 )

法 量 (cH)

0日 縁部 欠損。
O丸底 か ら体部 は内 宥 して開 く。

0内 弯 して開 く体部がその まま
口縁部 につづ く。

O口 縁端部 は外反 して丸 く納 め

る。

0底部 欠損。
0内 術 して開 く体部 に 口縁部 は
垂 直気味 に立 ち とが る。

①口縁端部 は外反 して丸 く納 め

る。

0丸底か ら内密気味 に開 き、 ロ
縁部で外反 し、 その まま端 部

につづき、丸く納める。

0平底 か ら屈曲後 内 命 して開 き
その まま口縁部 につづ き、端

部はわずかに外反して丸く納
める。

O丸底か ら内密 して開 き、 口縁
部か ら

`ユ

t=垂直
`こ

立ち_Lが り、

口縁端部は外反 して鈍い。

O器表面の摩耗がはなはだ しい。

〇やや Lげ底の底部か ら内空気
味 に開 き口縁 部で直線的 に外

傾 す る。

O口 縁端部 はわずか に外反 して

丸 く納 め る。

0体部 中央 のヘ ラ ミガキ痕 が凹
線状 に 1条め ぐる。

〇口頸部 ～肩部のみ残 存。

〇短 く外反す る日頸部 は端部 で

水平 に粘土 を引 き出 して丸 く

rtt Lげ る。

0体部はあまり肩が張 らず、最
大径は中位置になるようであ

る。

〇回頸部のみ残存。

O外反す る口顕部 は端部 で下 方
に伸 び る。

o口 頸部のみ残存。
0短 く外反す る日頸の端 部 は直
立 して顕部 との境 界は段 をな

す 。

〇提瓶 の 口頸 部か もしれ ない。

O口 頸 部 ～肩部のみ残 存。

O短 く外反す る口頸部 は、端 部
で i方 につ まみ上 げて面 をな

す。外面上位 に断面 半円形 の

段 をつ くり外面端 との間 に 1

条の浅 い凹線 をめ ぐらす。

。最大径 は高位置。

0日頸部欠損。
〇口顕部は短 く外反す るか。

O体部前面はあまりお、くらみを

もたず、中央で内側 に凹む。

背面は斜めに扁平 となってい

る。

①体部両側の耳は円形粘土を貝占

り付けた ものである。

形 態 の 特 徴

O番表面 の摩耗が はなはだ しく調整
法不 明。

。底部 にユ ビオサエが残 る。

O摩耗のため調整法不明。

0内外面 は97と 同 じ。

O内外面 は 97と 同 じ

0内外面 は97と 同 じ。
O口 縁端 部 のみ強 い ヨコナデ。

①内外面 と もヨヨナ デ調整。体部外

面 にかすか にユ ビオサエ痕 が部分

的 に認め られ る。

0口 縁部 内外面 ともヨヨナ デ。
O体部外面 は不定方向のヘ ラケズ リで
内面 は放射状 の時 文。

O口 径部 ～体部 内外面 ともヨヨナデ。
O肩部 内面 は同心 円文の タタキメを
施したのち、 ヨヨナデで仕上げる。

O内外面 ともヨコナデ。

O内外面 ともヨヨナデ。特 に、頸部

外面はテイネイなヨヨナデを施すで

0日頸部 内外面 ともヨヨナデ。
O肩部 内面 に同心 円文の タタキメ を

施す。

O肩部外面 は 自然釉 付着の ため不 明 .

。体部前面 は回転 を利用 したカキ メ

調整。

①体部背面 は中心 か ら外周 に向 う逆

時計 回 りのヘ ラケズ リ。

技 法 の 特 徴

0精良。
0橙色 5YR6/8o
O焼成・ 良好。

O精良。
O赤褐色 5YR%。
O焼成・ 良好。

O橋良。
。浅黄橙色75YR%。
O焼成・ 良好。

0やや粗 い、長石 が 多量
に認め られ る。

O捲色 5Y黒 9/6o

O焼成・ 良好。

O精良、微豊に長石が認
め られ る。

0明赤褐色 5YR%。
O焼成・ 良好。

O精良。
O橙色25YR%。
①焼成・ 良好。

O精良。
O橙色25YR%。
〇焼成・ 良好。

〇精良、01～ 3η [Iの長石
を砂粒で含む。

O灰色 N6/。
O焼成・良好。

O精良。
O青灰色 5B%。
O焼成・ 良好。

〇精良、長石中量 に含む。

0青灰色 5B%。
0焼成・ 良好。

O精良、長石 を砂粒 で合
む 。

O内面・明青灰色 5B%。
外面。青灰色 5B6/。

断面。紫灰色 5RP%。
〇焼成・良好。

〇精良、0.51mの 砂粒 を多

く合 む。

0灰色7.5Y%。
O焼成・ 良好。

備   考
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器

種

土

師

番

番

形

高
杯
Ｂ

一局
　
杯
　
Ｂ

高
杯
Ｂ

一霊

古
回
　
杯
　
Ａ

羽

　

釜

甕

　

Ｂ２

番

号

104

103

105

107

106

109

108

法 量 (cm)

O160(復 )
055(現 )

017.3
062(現 )

018.2(復 )
04.0(現 )

O不明
0119(現 )

016 6
057(現 )

022 4

062(現 )

016 7
07 7

形 態 の 特 徴

0杯部 のみ残存。
O杯部 はやや深 み を もつ。
0平 らな杯 底部の内周 に粘 上 を
つ ぎた して外上 方 に開 くため

外面 に接 谷時の段がら く。杯

日縁部 は短 く外反 し、鈍 い。

0104と 同 じ。

〇杯部のみ残存。

。杯部 1ま浅 い。以下 103と 同 じ。

〇杯部 のみ残存。

〇杯部 は深 く、平底 よ りゆ るや

か に開 き、体部下位 で屈曲 し

て、 日縁部 まで外反 してつづ

く。

0日 縁部 と体部 との境界には浅

い段がつ く。

0日 縁端都 1ま鋭 く光る。

0口 緑部はよくゆるやかに外反

す る。端部は内方にわずかに

粘土がふ くれる。

0口径 より、胴部径が大 きい。

0日縁部 は欠損。
O底部 は平底で体部 は丸 く】、く

らむ。

O体部」ュ位か ら中央 にかけて浅
い凹線 を 3条め ぐらし、その

間 1こ櫛描 き

'度

状文をめ ぐらす。

O口 縁部 ～鍔部のみ残存。

0日縁部 はゆ るや か に外反 し、

端 部 はわすか に面 をなす。

0錯部 は外上方 につ き、端部 は

丸 く納 め る。

技 法 の 特 徴

0杯部 の調整法 は103と 同 じ。

O杯部 の調整法 は 103と 同 じ。

o口 縁部 内外面 は ヨコナデ調整。

〇体 都外面 はユ ビオサエののち粗 い

ナデ調整。 内面 は下 放射状 の暗 文

がつ く。

0杯底部は縦方向 (上→下 )のヘラ
ミガキ調整。

O脚柱状部内面 にシポ リアの痕 ,げ をヽ

残す。

0内外面 と もヨヨナデ。

0日 縁端部 は内外面 ともヨヨナテ制

整 。

①体部外面 にハケメ調整。内面にユ

ビオサエ痕がわすかに認め られ る

が、摩耗のため詳細は不明。

O体部 内面 はナデ調 整 。他 は摩耗 の
ため不 明。

O口 縁部 内外面 と もヨヨナデ。

0鍔部 はナデ。
O体部 内面 はユ ビオサ エのの ちナデ

備   考

O精良、微砂粒 を含む。
O橙色 5YR%。
O焼成・ ふつ う。

O精良、長石が微豊 に認
め られる。

。橙色 5Y R6/8o

O焼成・良好。

O精良。
O赤褐 色 5 Y R4/8o
。焼 成 。良好。

O精良。長石微■に合む。
O淡橙色 5YR%。
0焼成・良好。

O精良。
○浅貢橙 色 7 5YR3/6o

O焼成・ 良好。

0精良、 1～ 3 mmの砂粒、
多 くの雲母 を含む。

O赤褐 色 5 Y R4/8o
O焼成 。良好

母 を多 く合む。

0赤桂色一茶絶色10R
O焼成・良好。

角閃石、 くさ り礫、雲
O精良、 1～ 2

S K25(第 41図、図版四十二 。四十三・ 四十四)

須

恵

器

器

種

杯

杯

A3a

番

形

111

110

番

号

015 2
010:0
098

O不明
O不明

法 量 (cn)

O杯部 は i夷 く大 きい。 体部 と口
緑 部 との境 に 1条の稜 がめ ぐ

り、稜 は丸味 を もつ。 口縁部

は丸 く納 め る。

O脚部 は低 い。筒都 はゆ るやか

に外 方へ 開 き、裾部で大 き く

広が って、脚端部 につづ く。

端部 は丸 く納 めてい る。

0立 ち とが りは 1 lcmを 測 り、逆
「ノ」の字状 に短 く内傾す る。

先端 は鋭 く光 ってい る。

O受部 は外上方 に伸び、先端 は

丸 く納め る。

形 態 の 特 徴

0口縁部 内外面 はテ イネイな ヨコナ

デ。体部へ底部 内面 には不定方向

のナデ を行 な う。

O杯体都 ～底部外面 は手持 ちに よる
時副
‐
回 りのヘ ラケズ リのの ち、部

分的 に底部か ら体部 に向か ってナ

デが認め られ る。

O脚街部 ～端都外面、裾部 ～端 部内

面 と もにテ イネイな ヨヨナデ。筒

部内面 にシポ リアを行 な う。

技 法 の 特 徴

0精良、長石が徴かに認
め られる。

。青灰色 5B%。
O焼成・良好。

O精良、長石微五 に合む。
O明青灰 10B C声 。
〇焼 成・ 良好。

備   考
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S K25

上

自下

器

須

　

　

　

恵

　

　

　

器

器

種

一笙

鉢

古
阿
　
　
　
杯

一局
　

杯

　

Ａ

一開

　

界

　

Ａ

古回
　

杯

　

Ａ

杯

Ｂ

提

瓶

士霊

番

形

120

119

i18

117

116

115

114

113

112

番

号

097
0130

O12 0
060

0不 明
064
010 2

O147(復 )
013 1

011 1

0129(復 )
09_5(現 )

013_5

08_7

039(現 )

07 5
061(現 )

089
09_8

法 豊 (cm)

O丸底で体部中央やや上位で張
りをもつ。

0ゆ るやかに外傾 し、線端で短
く外反す る口縁部。端部は丸

く納める。

0九底か ら屈曲 し、体部はほぼ
まっす ぐに立ち とがる。

①口縁部は外反 し、端部は丸 く

納め る。

〇脚部のみ残 存。

〇柱状部 はゆ るやか に下方 に広

が り、現脚高 %下方で急にラ
ッパ状 に広が り、脚端はヘラ

で切断す るため、断面角形に

な り稜力fつ く。

O丸底か ら内 密 して開 き、 口縁

部で

`ま `ユ

1ま理 直 1こ立 ち、とが る。

口縁端 部 は丸 く納 め る。

O柱状部 はゆ るやか に下方 に広
が るが、脚高 2/3下 方で直線 的

に広が るため内面 に稜 がつ くて

脚端 は丸 く納 あ る。

〇杯部 は丸底か らよ く内 弯 して

開 き、 その まま口縁 部 につづ

く。 日縁端部 は丸 く納 あ る。

O柱状部 はゆ るやか に下方へ広
ヵ甘る。

〇杯部 は丸底か ら大 き く開 き、

体部下位 で さ らに外方へ 外傾

して開 いて、 口緑 部 につづ くr

口縁端 部 は丸 く縮 め る。

①柱状部 はゆ るやか に下 方へ広

が り、脚高 /下方でラッパ状
に広が り、脚端 はヘラで切断

す るため、断面角形にな り稜

力fつ く。

0口縁部一体部のみ残存。
〇内密して開 く体部か ら、その

まま口緑端部 にまでつづ く。

0日縁端部は丸 く納める。

O口 頸 部のみ残存。

0日 頸部 は外反 して開 くが、端

部 で内 密 して漏キ状 をなす。

O頸部 は太 く、短 く外反 して開
き、 口縁部 で急 に属折 して直

線 的 にラ ッパ状 に開 くため、

境 界が強 い稜 とな り I条 の四

線がめ ぐる。 日縁端部 は丸味

をもつ。

O体部は丸 くふ くらんで肩の張
りは少ない。

〇穿孔直前の L森の未製品か。

形 態 の 特 徴

〇外面 は摩耗 のため調整法 不明。

O体部 内面 は_と半 にユ ビオサエ を残
し、下半 は時計 回 りにヘ ラケズ リ

を施す。

0口 縁部内外面 とも横方向のハケメ

調整 (11条 /cm)。

O体部外面は横方向のハケメののち、
縦方向のハケメ調整。

O柱状部 の内面 にシポ リメがつ く

O摩耗激 しく調整法不明

O杯部、 日縁部 内外面 ともヨコナデ。
体部外面 に部分的 にハ ケメ調整法

が残 るが、その他 は摩耗激 しく不

口月。

0摩耗 のため調整法不 明。 ただ脚部

柱状部 内面 にシポ リメを残す。

0内外面 ともヨヨナデ。

O口 頸部 内面 は密 な ヨヨナデ調整。

O口 縁部 内外面、体部 内面 ともテ イ

ネイな ヨコナデ調整。

0体部上 半部 は ヨコナデ調整。体部
下半 一底部 は、手持 ちに よる逆時

計 回 りのヘ ラケズ リのの ち、 さ ら

に下か ら上 にヘ ラケズ リを行 ない

仕上げとする。

技 法 の 特 徴

。やや精良、細 か い砂粒

で含む長石、雲母 を合む。

①浅 黄橙色 (7_5Y R%)
05×髄  (7 5YR%)051
0焼成。お、つ う。番体外面
及び 日縁部内面に黒色

の有機物 (多豊 に蜜母

を含む )。 内面体部か ら

底部の広範囲に媒付着 (

O精良、 長石 、石英、 く
さ り礫、 チ ャー ト、角

閃石 を含む。

O橙色7.5Y R6/も 。
O焼成・ 良好。

0やや精 良、 01～ 3mmの
砂粒 で合む長石、 多量

の雲母 を合 む。

O橙色 5YR%。
①焼成・ お、つ う。累色化

部分有 り。 (黒斑か )

〇やや精良、 0.1～ 6mmの

砂粒 で合 む長石、少量

の警母 を含む。

O橙色75YR7/6o
一部橙色2.5Y R%。

O焼成・ふつ う。一部赤

色化。

。精 良、長石 を01-3mm
の砂粒 で含 む。

o橙色 5YRそ 。
0焼成・ ふつ う・杯部外
面にごく少量の媒付着

`

O粗い、細 かい砂粒 を多
豊、雲母 を含 む。

。浅黄橙 色 (75YR笏 )

0焼成・ お、つ う。摩耗著
しい。底部末端 の一部

黒色呈す。

〇精良、微砂粒、雲母 を

含 む。

O橙色 5YR%。
①
'究

成。ふつう。

。精良、長石 を含む砂粒。

O灰色 N/。
O焼成・ 良好。

〇非 常 に精 良、微 細 な長

石 が認め られ る。

O灰色 NS/。
O焼成・ 良好。

備   考
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上

師

器

器

種

羽

　
　

　

釜

甕

甕

　

角

甕

B2

士笠

器

形

125

124

123

122

121

番

号

020.9
071(現 )

0194
031 9

015 3
029 9

0150(復 )
0109(現 )

08 2
079

法 量 (clll)

〇口縁 部 ～鍔部のみ残存。

0やや 内傾す る体 部 に大 き く外
反す る日縁部 がつ く。 口縁端

部 は丸 く納 め る。

O鍔部 は水平 につ き、端部 は丸
く納ある。

0「 く」の字状に外反す る日縁部 .

口縁端部は面 をなす。

O球形の体部 口径 より腹部径が
大 きく、最大径は体部ほは中

央 にある。

0ゆ るや か に外反す る口縁 部。
端部 は外方 につ まみ出 してチ

デル ため丸 く納 め る。

O長胴形 の体部。最大径 は体部
ほぼ 中央 にあ る。

O口 往 よりも月同都径が大 きい。
O口 縁部は短 く外反 し、端部は

丸 く納める。

O平底気味 の底部か ら体 部 は内
弯 して開 き、 日縁部 につづ く。

O口 縁部 はやや 外反気味 に立 ち

上 が る。端面 は手づ くねのた

め不整備面。

形 態 の 特 徴

〇内外面ともヨコナデ。

。口縁部内外面 ともテイネイなヨコ

ナデ。

O体部上位 より下位 まで 1単位 2 Scn
の縄席文の タタキメが 7単位つけ

られる。底部は斜格子目のタタキメ

が施されている。内面はナテ朝整。

0口縁部 内外面 と もテ イネイなナデ。
頸部 内面 には粗 い横 方向のハケ メ

調整。

①体 部外面 は土器の接 合面 を平滑 に

す るため に板状工具 に よる●9〉 るい

ナデ調整。 内面 は下 か ら_Lへヘ ラ

ケズ リす る。 また、成形時 の 当て

板痕 がみ られ る。

O口 縁部内外面 ともヨコナデ。

①体部外面は板状工具によるナデ調

彗き。

O体部内面 はユ ビオサエののち、斜
方向→縦方向 (上→下)の順でヘ

ラケズ リする。

O内外面 とも粗 いナデ。

技 法 の 特 徴

Oやや粗 い、Oこ ～ 4 mmの

長石、角閃石 の秒木、と、

雲母 を多量 に含 む。

Oにおてい橙 色75YR%。
O焼成・ お、つ う。体部 の
一部除 き、大部分黒 色

化。 (使用時 に付着 し

た媒 と思 われ る。)

O精良、長石、角閃石 を
含む。

〇明赤褐 色 5YRう/。
O焼成・ 良好。

O細か な胎上、長石、石

央 、 角問石 、 くさ り礫
盆婁 母 を含む。

O明赤イ島色 5YR%。
O焼成・良好。体部外面
に黒斑。

〇やや精 良、1 5mm以下の

砂粒 で含む長石、 多五

の婆母 を含む。

O明赤褐色 5YR%。
0焼成 。お、つ う。外面が
全体 に黒 っ

`ぎ

く変色。

0長石、石英、黒婁母等
を秒粒で合む。

O灰 オ リーブ色5Y%。
O焼成・ 不良。

備   考

第 4層 (第42図、図版三十五・四十八・四十九)

須

恵

器

器

種

杯

Atta

杯

Ａ４．

芸
工
　

　

Ｂ

蓋

　

Ｂ

器

形

129

128

127

126

番

号

0128(4憂 )
035(現 )

0124(復 )
033(現 )

0113(復 )
030

。110(復 )
040(推 )

法 量 (cn)

0128と 同 じ。

O底部欠損。
〇立 ち上 が りは短 く (l cm〉 内

傾 し、 先端 はやや鋭 い。

0受部 は外上 方 に短 く伸 び、先

端 は丸 くな って終 る。

O天丼都 と口縁部 とを分 ける凹

線や機 は認め られない。

O口 縁端部は九 くなって終 る。

〇天丼部 と口縁都 とを分 け る凹

線 は認め られ ない。

O口 縁 部 は無線 か ら内傾 して下

降 し、端部 は鈍角的で あるが

丸く納める。

形 態 の 特 徴

0128と 同 じ。
O体部内面 にユ ビオサエ (成形時 )
が残 る。

0日 手表部 ～体部 内外面 と もヨヨナデぐ
O底部のヘ ラケズ リは逆時計 回 り。

0日 縁部 内外面 ともヨコナデ。
O体部 一天丼部外面 は時計 回 りのヘ

ラケズ リ。天丼項点 は未調整。

O体部 ～天丼部 内面 は ヨコチデ。

O口 縁 部 ～天非部の内外面 と もヨコ

ナデ。天丼部ヘ ラケズ リは認め ら

れない。

技 法 の 特 徴

。構 良、Ol～ 2nnの砂粒
を多量 に合む。

O内面・ 青灰 色 5B%。
〇焼 成・ 良好。外面 全体

に 自然釉付者。

O精良、少量の 05～ 2mm
の砂粒 を合む。

O青灰色 5B%。
O焼成 。良好。

O粘良、02～ 2mmの砂粒
を合む。

〇内面・暗灰色 N%。

外面・ 灰色 N%。

O焼成・ ▽S、つ う。内外面
に自然釉付着。後に子1

】たしたか、焼成時の変

色かで一部灰変。

〇桁良、微砂粒 を含む。

O内面・灰色 N%。
O焼成・ お、つ う。外面 は
緑色及び黒色の自然釉

付着。一部制離により、

生地色が出ている。

備   考
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第 4層

土

師

番

須

恵

器

器

種

杯

　

Ａ２

杯

　

ル

杯

　

Ａ．

杯

　

Ａ．

鉢

一笠

杯

Ａ６．

杯

Ac a

杯

A5a

杯

Ａｓ〓

杯

A4-a

杯

Ａ４．

善

形

141

140

139

138

137

136

135

134

133

132

131

130

番

号

0114(復 )
03_1

0106(復 )
039C見 )

0171(4夏 )
053(現 )

0175(復〉
043(現 )

0110(現 )
095(復 )
08 5

082(復 )
069(現 )

。110(復 )
02.7(推 )

0103(復 )
025(推 )

0104
034

Oi0 3(復 )
035(推 )

0121(復 )
03_5(現 )

012_6(復 )
03_1(現 )

法 量 (an)

〇中央 部 が上 げ底 にな る底部 か

ら内 弯 しなが ら口縁 部 につづ

く。

O口 縁端部は内傾 し、軽 く巻 き

こむ。

0底部欠損。
0体部 は内 容 して立 ち iが り、
その まま口縁部 につづ く。

O口 縁端部 はわずか に外反 し、

丸く納める。

O底都欠損。
O内 密 して立 ち とが る体部 がそ
のまま口縁部につづ く。

O口 縁端部は丸 く納める。

。底部 欠損。

O内 弯 して立 ち上 が る体部が そ
の まま口縁部につづ く。

0日 縁端部はわすかに内傾 し、

軽 く巻 き込む。

0底都 中央 が孔穴 の欠損。 口縁

部 は欠 く。

O体部 は外方へ 開 く。体部 中央
に 2条 の浅 い凹線 をめ ぐらす。

〇口縁部 欠損。

O平底か ら大 き く開 いて立 ち

屈曲後強 く内密す る。

0134と 同し。

0お 形ヽ化 を示 し、立 ち_とが り1よ

強 く内傾 し、先端 は鋭い。

O受部は外上方に大 きく伸び、

高 さは立ち上が りとほぼ同高

である。

0立 ち上 が りは短 く(03m)内
傾 し、先端 は 9,とい。

O受部 は水平 か ら外上 方気味 に

伸 び、先端 は丸 く納め る。

0123と 同 じ。

0123と 同 じ

0123と 同じ。

形 態 の 特 徴

O口 縁 部 内外面 ともヨヨナデ調整。
。体部 ～底部外面 はユ ビオサエが残

る。

〇体部 内面 は級密 な放射状 の暗 文。

0日縁 部外面 は 17c■ 毎 に軽 くユ ビ
オサエ したあ と、 テイネイな ヨコ

ナデ調整。 内面 は ヨヨナデ調整。

O体部外面 はヘ ラケズ リ(時計 回 り)
の後、糧 いナデ。 内面 は ヨコナデ

の後、放射状 の時 文。

0口縁部外面 と内面端 を ヨヨナデ調
整 。

〇体部外面上 半部 はヘ ラクズ リ、 ヨ

ヨナデのの ち ミガキ調と文。下 半分

はヘ ラク ズ リ (時計 回 り)。

O体部 内面は放射状 の暗 文。

〇曰縁部 内外面 ともヨヨナデ調整。

O体部外面 は風イとの ため調整法 不明。
0体部 内面 は ヨヨナデのの ち放射状
の賭 文。

O体部 内外面 ともヨヨナデ。
O底部側面 、外面 とも不定方向のヘ

ラケ ズ リ。

。体部外面上 半部 ～内面 は ヨヨナえ

0体部外面下 半部 に手持 ちに よるへ

ラケズ リを残 す。

O底部 はヘ ラケズ リ後未調整。

0134と 同じ。

0口 縁部 内外面、底部 内面 は ヨコナ

0底部外面 は未調整。

0日縁部 内外面、 底部 内面 は ヨヨナ

デ。底部 内面 に仕上 げナデ あ り。

0底部外面 はヘ ラ切 りの後 、未調整。

0123と 同し。

0128と 同 じ

0128と 同じ。

技 法 の 特 徴

O精良。
。橙色 5YR%。
0焼成・ 良好。媒付着。

。精 良、 01-2 5mlnの 砂

粒 で合 む長石、ヨ母 を

含む。

O橙色 5YR%。
O焼成・お、つう。

。精良、0 5El口 以下の微砂

粒 を合む。

O橙色2 5YR6/8o
(摩減部断面・浅黄橙

色10Y R3/3o)

〇焼成・お、つ う。

0やや精 良、微砂粒 を含
む 。

O橙色 5YR6/6o
O焼成 。お、つ う。

O精良、 21J大の砂粒数
イ団含む。

0青灰色 5B%。
①続成・良好。 自然釉の

ため外面灰変。

〇精良、少豊の微砂粒、

1～ 3 amの砂粒 を含む。

Oによい貢橙色10YR%。
0焼成・ 良好。生焼 きで
は。 (一見、上師番色

を呈す。)

O精良。
O緑灰色 10G Y%。
O焼成・ 良好。

O精良、少豊 の砂 粒 を含
も
｀
。

①青灰色 5BG%。
O焼成・良好。

〇精良 、長石 を砂粒 で含

む 。

0明青灰色 5Bえ。
O焼成・ 良好。

0精良、 O.5～ lmmの 砂粒

を含 む。

。青灰色 5B%。
O焼成・ 良好。

O精良、 1～ 2 mmの砂粒
を含む。

O灰 白色 N%。
O焼成・ 良好。外面に自
然釉が一部付着。

。精良、01-211mの砂粒
を合む。

0内面・青灰色 5PB%。
外面・暗青灰色 5B%。
O焼成・良好。

備   考
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器

種

土

師

器

器

形

杯

　

Ｂ

褻

　

Ａ‐

杯

　

Ｂ

菱

　

Ａ‐

甕

　

Ａ２

AI

甕

菱

　

Ｂ２

羽

　

釜

羽

　

釜

甑

番

号

143

142

144

145

147

146

148

151

150

149

主去  進き (cH)

014.7(復 )
044

0213(復 )
040(現 )

0133(復 )
02_6

014_2(4夏 )

037(干見)

05_3
0198(復〉

015_7(復 )
047(現 )

0151(復 )
05.2(現 )

0252(復 )
0137(現 )

0201(現 )
035(現 )

0252(復 )
079(現 )

形 態 の 特 徴

O平底か ら外方へ大 きく開いて

立ち上が り、 口縁部で内密す

る。

O口 縁端部は内傾 し、丸 く納め

る。

〇平底 か ら内 密 しなが ら縦 く体

部が その まま口縁 部 までつづ

く。

0日縁端部は丸 く納め る。

0日 頸部のみ残存。

Oやや 肩の張 る体部 に短 く外反

する口頸部がつづく。
b口縁端部は面をなす。

0体部 は強 く張 る。
〇日縁部 は短 く強 く外反 し、端

部 はわすか に面 をなす。

〇口縁 部 一体部上半部の

0体都上位 で屈曲 し内 密 しなが
ら短 く外反す る口縁 部 につづ

く。

o口縁端部は面 をなす。

o底部及び体部大半 を欠損。
〇肩の張 らない体部 に、 ゆ る く

外反す る日頸部がつづ く。

O日 縁端部 は丸 く納 め る。

0日 縁部 ～鍔部 のみ残存。
O直線的 に立 ち上 が る体部 にゆ
るや か に外反す る日糸及部がつ

く。 日縁端部 は丸 く納 め る。

O鍔部 は短 く水平 につ き、端部
は丸 く納 め る。

0日 頸部のみ残存。
O肩の張 らない体部 にゆ る く外
反する口縁部がつづ く。

〇口縁端部は丸 く納める。

O口 縁部 一体部 上半部のみ

0体部 は外傾 し、 その まま口縁
端部 までつづ く。

O口 縁端部 は面 をなす。

O鍔部 のみ残存。
O鍔部 はやや長 く水平 につ き

端部 は丸 く納 め る。

技 法 の 特 徴

0口縁部 ～体部 内外面 ともヨコナデ

調整Eえ o

O体部下都 ～底部 外面 はユ ピオサエ

を残す。

〇口縁 部 内外面 ともヨヨナデ。

O体部 内外面 と も磨耗 はげ しく調整

法不 明。

o口 縁部外面 及び内面端 は ヨヨナデ

内面 は斜方向か ら積 方向のハ ケ メ

調整。

〇頸 部外面 にはヘ ラ原体 のア タ リが

つ く。体部上半部 は ヨヨナデ。

O頸部 内面 はハ ケメ調整 のの ち指 で
ナデ消している。

O口 縁部外面 及び内面端 はテ イネイ

な ヨコナデ調 整。 内面 は横方向の

ハ ケメ調整。

0体部外面 はヘ ラケズ リ (逆時計 回
り)のの ち、 ヨコナデ調整。 内面
は斜 方向の粗 いナデ。

O口 縁 部外面 及び 内面端 は ヨヨナデ

調整。 内面 は斜 方向のハケ メ調整

のの ち粗 いナデ。

①体部 外面 は ヨヨナデ調整。 内面 は

ユビオサエのあとヨコナデ。

0口 縁 部外面 は ヨヨナデ。 内面 は横

方向のハケメ調整。

①頸 都外面 にはヘ ラ原体 の下 か ら上

への あた りがつ く。体部上 半部 に

ハケメ調理Eko

O顕部 内面 は ヨヨナデ調整。

〇体部 ～鍔部外面 をヨヨナデ。

O体部 内面 は板状工具 の 当て痕 がつ

く。縦 方向のナデか。

0日縁部外面 上半部 は ヨヨナデ。下

半分 はヘ ラエ具 に よるあた りがつ

く。 内面 は横方向のハ ケメ調整。

。体 部 内面 は粗 いナデ。

O鍔部 は ヨコナデ調 整。

0日 縁部 一体部 内外面 ともヨコナデ

調整。

O頸部 内外面 にユ ビオサエが残 る。

O口 縁 部外面 は ヨコナデ。 内面 はハ

ケメ調整 のの ち ヨコナデ。

O体部外面 はユ ピオサエ のあ とハ ケ
メ調整。 内面 はユ ビオサエ を残 坑

O濡良。
O雑色 5YR路 。
O焼成・ 良好。媒 付着。

備    考

O比較 的精 良、 01～ 15
mmの長石、砂粒 で含む

角閃石 、 多量の雲母 を

含む。

Oによい赤褐色2 5YR%
0焼成・A、つう。

0比較 的精 良、長石 をO.1
～ 2 mmの砂粒 で含 む。

0にぶい種色(5Y R%)
0,7× 橙色15Y R%)03
0焼成・ふつう。

0やや粗い、01～ 3 5mm
の砂粒で含む長石、 多

量の雲母 を含む。

O内面・ によい褐色
5YR%。

口縁部・ 鼻色

7.5Y R%
O焼成・ お、つ う。

〇精良、01-1 5mmの砂
粒 で合 む長石 、 多量の

角閃石、雲母 を含む。

0によい橙色75YR%。
0焼成・お、つ う。

〇比較的構良、01～35
mmの砂粒で含む長石、

彗母 を含む。

O橙色 5YR/6。
O焼成・d.つ う。

Oやや粗 い、 01～ 2mmの

と、石、石英 、 角閃石 を

砂粒 で含む。雲母 を合

む 。

Oによい橙色(7 5YR%)
05X橙色(75YR%)
05
0焼成 。お、つう。

O橋良、微砂粒 、雲母 を
含む。

O橙色5YR%。
O焼成。お、つう。

〇精良、石英 、 角問石、

蜜母 、 1-4 mm大 の粒
子を合む。

O褐色75YR%。
〇焼成・ 良好。

0やや粗 い、2 5mm以下 の

砂粒 で含む長石 、 多it

の雲母 を含む。少量 の

角閑石混 入か。

Oに景い赤褐色5YR%。
0焼成 。お、つ う。
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第 5層 (第 43・ 44図、図版四十五・四十六 。四十七・四十八・四十九)

須

恵

器

器

種

A卜b

監

Al a′

畜

A‐ a'

蓋

Ara′

蓋

A卜 a

蓋

Ａ・．

蓋

Al a

蓋

Al_a

蓋

Ａ・．

器

形

160

159

158

157

156

155

154

153

152

番

号

0144(復 )
047(推 )

0148(復 )
051(推 )

O不明
04 7

0171(復 )
054(t佐 )

0122(復 )
045(現 )

0138(復 )
044(推 )

012_9(復 )
040(現〉

0123(復 )
043(推 )

O14.4(復 )
046(現 )

法 量 (clll)

O天丼部 と口縁 部 とを分 け る稜
は幅広 く (4 mm)、 鈍 く丸い。

O口 縁 部先端 か ら稜 までの高 さ

は23c『を測り、口縁部は外ガ
ヘ開 き、 内側 にわずか に段 を

構 成す る。

O天丼部はやや丸味 をもち、%
をヘ ラケズ リ (逆時計回 り)

する。

O天丼部 と口縁部 とを分ける稜
は短 く、やや丸味 を帯び、稜

の幅は小 さい。

O口 縁部先端か ら稜 までの高 さ

は2 3cnを測 り、端面は 1勺側に

傾斜 して段 を梅成す る。

O天丼部は扁平なつ くりで務を
ヘラケズ リ(時計回 り)す る。

O天非部 と口孝t衰都 とを分ける稜
は短 く、やや丸味を持び る。

0口 縁部先端か ら稜 までの高さ

は2 1cnを韻1り 、端面 は内側 に

傾斜 して段 を構成す る。

0天丼都 と口緑部 とを分ける稜

`ま

短 く,)といが、 わ すか
`こ

丸彫k

を帯び る。

O口 緑部先端か ら稜 までの高 さ

は2_5cnlを 測 り、日縁部はわず

かに外方へ開 き、
'需

部は,とい (

O天丼部 と口縁部 との稜 は 152

と同 じ。

O口 縁 部先端 か ら稜 までの高 さ

は20∞ を測 り、日縁部 は外方
へ開 き、内側 に段 を構 成す る。

0天丼部 は扁平 なつ くりで、 日
縁 部 との境 界 とな る稜付近以

外 を全てヘ ラクズ リ (逆時計

回 り)す る。
O天丼部 と口浄象部 とを分ける稜
は短 く鋭い。

0日緑部先端か ら稜 までの高さ

は2.l clllを 測 り、端面は外方へ

開 き、鈍い。

O天丼部は扁平なつ くりと想定
される。

0天丼部 と日縁部 とを分ける稜
は短 く、鋭い。稜はつ まみ出

している。

0日 縁部先端か ら稜 までの高さ

は2 3claを 測 り、口縁部はわず

かに外方へ開 き、端都は鋭い。

0天丼部 と口縁部 とを分ける稜
は強 く張 り出 して鋭い。

0日縁部先端か ら稜 までの高 さ
は2.3cmを 測 り、口縁部はやや

外方に開 き、端部 は,lとい。

0天丼部 と口縁部 とを分 け る稜
は短 く9とい。

Oロキ表部先端 か ら稜 までの高 さ
は 2.6cmを測 り、端面 は内側 に

傾斜 して段 を構 成す る。

形 態 の 特 徴

0天丼部のヘ ラケズ リは時計回 り。

0天丼部のヘ ラケズ リは時計 回 り

〇天丼部 のヘ ラケ ズ リは時計 回 り。

O口 辛氷i都先端 は強 い ヨヨナデ調整 を

行 ってい る。

0天丼部 は 口縁 部 との稜付近以外 は
全て、時計 回 りのヘ ラクズ リの あ

と、テイネイにヨヨナデ調整され

ている。

0天丼部のヘ ラケズ リは時計 回 り。

O天丼部のヘ ラケズ リは逆時計 回 り̀
O口 縁部外面先端 に浅 い刻 み 目を入

れてい る (約 3 mm間隔 )。

技 法 の 特 徴

。精 良、 多量 の砂粒 を含

む 。

O内面・ 灰白色 N%。

外面・緑灰色iOG%。

O焼成・良好。

0精良、 1～ 2 mmの長石
を合む。

0内面・青灰色 5B%。
0焼成・ 良好。外面の和
が斑点状 に灰変。

0精良、長石微量 に合むて
〇灰色 N%。
〇焼成・ 良好。

O精良、徴砂粒 を含む。
0内面 。明青灰色。
5PB%。

外面・ 灰白色 N%。

一部外面 。オ リーブ灰

色2 5GY%。
O焼成・良好。一部に焼
きむ ら有 り。

0′騎良。

。青灰 色 5B労 。
O焼成・ 良好。

〇精良、徹砂粒、 2～ 3
mmの 長石 を含 む。

〇青灰色 5B%。
O焼成・ 良好。

O精良、徴穆,｀粒 を含む。

O灰色 N%。
O焼成 。良好。

0精良、 l mm大の長石 を
含 む。

O青灰色 5PB%。
0焼成・良好。内面 に色
む ら有 り。

0精良、微砂粒 を含む。
①青灰色 5BG%。
O焼成 :良好。

備   考
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各

種

須

恵

器

器

形

蓋

Ａ・．

蓋

Alあ

蓋

Ａ‐．

蓋

A2a

蓋

A3

蓋

A2b

芸
工
Ｂ

蓋

Ｂ

蓋

Ｂ

蓋

Ｂ

番

号

162

161

163

164

166

165

167

170

169

168

法 量 (cm)

012.6(復 )
04_2(現 )

0156(4夏 )
036(推 )

014_0(復 )
037(現 )

0169(復 )
052(推 )

0146(復 )
053(推 )

0147(復 )
045(推 )

0121(復 )
037(現 )

0108(復 )

0145(復 )
030(予児)

0154(復 )
044(推 )

形 態 の 特 徴

0天丼部 と口縁部 とを分ける稜
は幅狭 く(2 1dl)、 鋭 く、丸い

0日縁部先端か ら稜 までの高さ

は2 5cl「 を測 り、口縁部はわす

かに外方へ開 き、端面は内側

に傾斜 して段 を構成す る。

0天丼都 と口縁部 とを分 け る稜
t逹屯く、 丸 ▼ヽ。

O口 縁部先端 か ら稜 までの高 さ

2_2cnを 測 り、端面 は内側 に傾

斜して段を構成する。

0日 縁部 のみ残存。
〇天丼部 と口縁 部 とを分 け る稜

はほとんど退 Tヒ し、丸 くなっ

ている。

0日縁部先端か ら稜 までの高 さ

は2_3cmを 測 り、端面は内側に

傾斜 して段 を構成す る。

0天丼部 と日縁部 とは浅い凹線
によって分かれる。

O口 縁部先端か ら凹線 までの高

さ 1ま 1 9cIェ を韻‖り、日縁部はや

や外方へ開 き、先端は丸 く納

め る。

O天丼部 と口縁部 とを分 け る凹
線 は幅狭 く (2 nm)、 やや深 い

(l mm)。

O口 縁 部先端 か ら稜 までの高 さ

は2_2cmを 測 り、端 面 は内側 に

傾斜 して段 を構 成す る。

0天丼都 と口縁 部 とは体部ユ ビ
ナデ に よる I条 の稜線 に よっ

て分 かれ る。(ユ ビナデ に よる

稜線 は凹線 の退化 した もの と

考 え られ る。)

0口 縁都先端か ら機 までの高 さ

1よ 2 2cmを測 り、端面 1ま 内側 1こ

傾斜するが、先端 は丸味を帯

つてる。

0天丼部 と口杵及部 とを分 ける稜
や 凹線 は認め られ ない。

①口縁 部 はやや外方 に開 き気味

に下降 し、夕常部 は丸 く納 め る。

〇天丼部 と日縁部 とを分 け る稜

や 凹線 は認め られない。

O口 縁 都 は外方へ開 いて下降 し

先端 は丸 く納め る。

0器厚 が他 に比 して厚 い (7nn)。

0天丼部 と口縁部 とを分 け る稜
や 凹線 は認め られない。

O曰 縁 部 は垂 直 に下降 し、端面

で外方へ 開 き、鋭 い。

O天丼部は扁平で、%をヘ ラケ
ズ リ (逆時計回 り)す る。
O天丼部 と口緑部 とを分ける稜
や凹線は認め られない。

O口 縁部は外方に開いて下降 し

先端は丸 く納める。

技 法 の 特 徴

O天丼部 のヘ ラケ ズ リは時計 回 り。

O天丼部 のヘ ラケズ リは逆時計 回 り

0天丼部 のヘ ラケズ リは逆時計 回 り

0天丼部 のヘ ラケズ リは時計 回 り。

〇天丼 部のヘ ラケズ リは逆時計 回 り

O天丼部のヘ ラケズ リは逆時計回 り

である。

O天丼部のヘ ラケズ リは遊時計 回 り

0天丼部のヘラケズ リは逆時計回 り
である。

Oヘラ切 りが粗雑 で あったため に、
天丼項部 にコブ状 のあ とが付着 し

たままになっている。

O全体 につ くりは粗雑。

備   考

O精良、 少量 の微砂 粒、
1～ 2 mmの長石 を合 む

0青灰色 5B%。
O焼成・ 良好。

0精良、長石、砂粒 を含
と
｀
。

O灰 臼色 N%。
0焼成・良好。

0粗維、砂粒、 1-2 nm
の長石 を多量 に含む。

O内面・青灰色 5BG%。
外面・暗青灰色

5BG%。
O焼成・良好。

O精良、砂粒 、 3 mm大の

長石 を含 む。

O明青灰色 5PB%。
O焼成・良好。

O精良、 多量の砂粒 を合
む 。

O明青灰色 5PB%。
0焼成。お、つうこ

Oやや不良、長石を含む

砂粒 を含む。

0灰 白色 N%。
O焼成・ 良好。

O精良。
〇灰 白色 25Y死 .

O焼成・ 良好。

0精良、少量 の砂粒 を含
tす。

O内面・暗青灰色5B%。

外面・暗青灰色

5PB%。
0焼成・良好。一部摩滅
し、地色が出ている。

。精良、微砂粒 、 1～ 3
籠nの 長石 を含む。

Oオ リーブ灰色 5GY%。
O焼成・ 良好。

0精良、砂粒、 1～ 3 mm
の長石 を含む。

O青灰色 5B%。
O焼成・ 良好。
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須

器

各

種

杯
年

杯

A2b

杯

Ａ２．

杯

A2b

杯
与

杯
厚

杯

Ａ２．

杯

Ａ２．

杯

Ａ２．

杯

Ａ２．

各

形

179

178

177

176

175

174

173

172

171

番

号

012 3
046(す社)

O不 明
〇不 明

012.3
042(推 )

014.3(復 )

045(現 )

0157(復 )
050(推 )

〇不明

O不 明

O不明
O不明

013 6

0132(復 )
Oな 0(F見 )

0149(復 )
055(推 )

法 量 (cm)

0立 ち Lが りは1 4cmを 測 り、強
く内傾す る。先端 は九 く納め

る。

O受部は本 平に短 く伸び、先端
は今たヤヽ。

O立 ち liが りは 1 5cmを 測 り、ゆ
るや か に内傾す る。 先端 は丸

く納 め る。

0受部 は外 L方 に短 く伸 び、 先
端 は丸味 を帯 び る。

〇立 ち Lが りは 1 6cmを 測 り、ほ

ぼ達 直 に立つ。端 面は内側 に

傾斜 して、わずか に段 を構成

す るが、先端 は丸い。

O受都 は外 ti方 に短 く伸び、先

端 は丸 く納 め る。

〇立 ち Lが りは 1 8cmを測 り、垂

直気昧 に立つ。 先端 は丸味 を

帯び る。

O受部 は外 L方 に伸 び、先端 は

丸 く納 め る。

〇立ち Lが りは1 7cnを 測 り、内

傾す る。端面は内側 に傾斜 し

て、わすかに段 を構成す る。

0受部は外上方に伸び、先端 は

丸 く納める。

O立 ち L力ざり1ま 1 5cmを 測 り、強

く内傾す る。 先端は鋭い。

O受部は水平に短 く伸び、先端
1ま今)とヤヽ。

O立 ち とが りは1 6cmを 測 り、ゆ

るやかに内傾する。先端 は,lと

O受部は水平に短 く伸び、先端
はやや丸味 を帯びる。

O立 ち 上力fり は1_6cmを 測 り、垂

直気味に内傾す る。端面 は内

側 に傾斜 して段 を構成する。

O受部は水平に短 く伸び、先端
イよαをい。

O底部は丸味 をもち、%を ヘラ
ケズ リ (逆時計回 り)す る。

0立ち Lが りは1 9cmを 測 り、内
傾す る。端面 は内側 に傾斜 し

て段 を構成す る。

0受部は外 li方 に伸び、先端は

')と
'ヽ

。

0立ち Lが りは1 9cmを 測 り、や
や内密する。端面は内側に傾

斜 して段 を構成す る。

O受部 は外 L方 に短 く伸び、先

端は,比い。

O底部は丸 1味をもち、ヘラケズ

リ (連時計 ldり )は
'嵐
部の %

である。

形 態 の 特 徴

〇底部のヘ ラケ
'く

りは遊時計

“

1り

0底部 のヘ ラケズ リは逆時計 回 りで

密 に行われてい る。

O底都外面に自然釉の行者が著 しく
ヘ ラケズ リ (底部の%になされて
いる)の方向は不明。

〇底部のヘ ラケズ リは逆時計 回 り。

〇自然釉付着のため、底部 のヘ ラク

ズ リの方向 は不明。

0底部のヘ ラケズ リは逆時計 回 りで、

密 に行われてい る。

0底部のヘラケズ リは密に行われて
いる。

O底部 内面 に仕 llげナ デが見 られ る。

技 法 の 特 徴

0糖良、 1～ 3 mmの砂粒
を含む。

O灰色N%。
O焼成・ 良好。外面部は
自然釉仕者のため、変

色が大 きい。

O精良、 多量 の砂粒、 1
～ 5 mm大の長石 を含む。

O ltt Fl色 N%。

。焼成・ やや不良。

①精良、 1-5 mlの 長石
を多量に含む。

O緑灰色 OG%。
〇焼成・ お、つ う。 外面 1こ

自然釉警 しく付着。

O精良、砂 粒、 1～ 3 mm
の長 石 、 少量 の角閃石

を含む。

0灰色 N%。

(一部外面・暗灰色

N%。 )
O焼成 。お、つ う。焼 きむ
ら有 り。 (特 に外面 は

一部黒変。)

O精良、 2～ 3 mmの長石
を含む。

O灰 臼色 N%。
。焼成・良好。

〇精 良、 多量 の砂粒 を含

tす 。

O明青灰色 5Bχ。
O焼成・ 良好。焼成時 に
砂粒が具変。外面部に

琴由が著 しい。

0精良、徴砂 粒 を含む。
0明青灰色 5PB%。
O焼成・ 良好。

。精良、長石 を中豊含む。

O灰色 N%。
O焼成 。良好。

0精良、 1-3 mmの 長石
を少量含む。

0灰色 N%。

(一部・暗灰色 N%。 )

。焼成・良好。一部黒変。

0精良、微砂粒、 l mm大
の長石 を合む。

0青灰色 5BG%。
O焼成・ 良好。

備   考
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各

種

須

恵

器

器

形

杯

A3b

杯

Ａ３．

杯

Ａ３．

杯
年

杯
年

杯
年

杯
年

杯

A4a

一局
　

杯

杯

番

号

182

181

183

184

186

185

188

187

190

189

法 量 (cm)

013_2
041(I児 )

0130(復 )
03.9(推 )

012_0(復 )
03.7

012.3
042

012_2
03.1(推 )

012 6
03_6(現 )

010.4
038

011_0
037(推 )

0117(復 )
04.3(現 )

0不明
0不明

形 態 の 特 徴

O立 ち とカヤリ1よ 1_lcmを 測 り、垂

直に立つ。先端 は丸 く納める

。疑部は外上方に伸び、先端 は

丸 く納める。

O底部は扁平で、%をヘラケ不
り (逆時計回り)す る。

O立 ち上が りは1.2anを 韻1り 、逆

「ノ」の字状に内傾 して、端面

で垂直に立つ。先端 は丸 く納

める。

O受部は外上方に短 く伸び、先

端 は丸 く納め る。

O立 ち上が りは0 9cmを測 り、逆
rノ 」の字状に内傾す る。先端

1よ鋭い。

O受部は大 きく外上方に伸び、

先端 は丸 く納め る。

O立ち上が りは1_lcmを測 り、短
く内傾する。先瑞は丸 く納める

0受部は水平に伸び、先端 は丸

く納める。

Or二部は扁平で、%をヘラクズ
リ (逆時計回 り)す る。

O立 ち_とが りは0,8cmを測 り、遊

「ノ」の字状に短 く内傾す る。

先端は鋭い。

0受部は外 上方に伸び、先端 は

丸 く納める。

O脱成時 サこやヽ部が うす く1ま がイと
て瘤状 になった跡が残ってい

る。

〇立ち iが りは0 6cmを測り、逆
rノ 」の字状 に短 く垂茂 に立

先端 は ,比い。

O受部 は外 L方に伸 び、先端 は

丸 く納め る。

O底部は丸味をもち、%をヘラ
ケズリ(逆時計同り)す る。

0受部 は水平に伸び、先端 は,)とい。

o立ち上がりは0 7onを測り、逆
「 ′」の字状 に強 く内傾す る

先端 は短 く外反 して鋭 い。

①受 部 一底部のみ残 存。

0受部 は外上 方 に伸 び、先端 は

丸 く納 め る。

。底部は扁平なつ くりで、%を
ヘラケズ リ(遊時

“
1‐回 り)する。

0立 ち とが りは0_6∞ を測 り、逆

「 ノ」の字状 に内傾す る。 光端

は丸 く納 め る。

O受部 は外 L方 に短 く伸び、先

端 は丸 く納 め る。

O底部 は扁平 であ る。

〇杯 部のみ残存。

O杯部 は減 く、体部 と口縁 部・

底部の境 に各 1本の断面 三角

形 の凸条がめ ぐる。 口縁部 は

外反 し、端部 は

'た

い。

O舜口l部の透 し穴 は三方 にあ くら

しい。

技 法 の 特 徴

O底部のヘラケズ リは密に行われて
いる。

0底部のヘラケズ け (逆時計回 り)
は粗雑。

0底部内面 に粘土組のマキアゲ痕が

残 っている。

0底部のヘ ラケ ズ リは逆時計 と口」りで
糧雑。

0底部のヘ ラケズ リは粗雑。

O底部 のヘ ラケズ リは逆時計 回 り。

〇底部の/に時計回 りのヘ ラケズ リ
が行われているが、手法は組雑。

。底都中央はヘラ切 り後、未調 4え。

0杯部 内外面 と もテイネイな ヨコナ
デ調整。

O精良、少量の徴砂粒 を

含む。

0青灰色 10B G%。
O焼成・ 良好。

備   考

⑤構良、微砂粒、 2 an大

の長石 を含む。

O紫灰色 5PB%。
O焼成・良好。

0精良、徴砂粒、 l mm大
の長石 を含む。

①青灰色 10B G翡 。

0焼成・良好。

O桁良、長石を微量含む。
O暗緑灰色 10 CY%。
O焼成・良好。

O精良、少量の砂粒を含む。
O灰色 N%。
O焼成・ 良好。外面に自
然釉付肴。

0精良、少員の微砂粒 を
含む。

O昔灰色 5B%。
O焼成・ 良好。外部一面
に自然釉付着。焼成V
階で他の上器 と接 合

その跡 が余分 な帯状 の

こおtと な り付者。 (不

良 品 )

0精良、長石、石英 を砂
粒 で含む。

〇明青灰色 5PB%。
O焼成・良好。

0精良、微砂粒、 I mm大
の長石 を含む。

〇緑灰色 10G Y%。

〇焼成・ 良好。

〇特良、 1-2 mmの 長石
を含む。

O青灰色 5B%。
‐部内面・灰色10Yあ。
一部外面 。紫灰色

5P%。
o央光成・ 良好。内外面 と

も、 焼 きむ ら
`こ

より‐

部変色。

O精良、長石微上に
〇青灰色 5B%。
O焼成・ 良好。
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須

恵

各

各

種

変

　

Ａ

嚢

　

Ａ

菱

　

Ａ

寮

　

Ａ

提

　

瓶

射

魅

L真

一局

杯

甘回
　

杯

各

形

200

199

198

197

196

195

194

193

192

191

番

号

024.3(復 )
082(現 )

020.5
069('見 )

0258(復 )
①174(現 )

0217(復 )
077(現 )

098
046(現〉

074
079

012_5(す ft)

0184(椎 )

O不 明
018_5(現 )

0不明
O162(復 )
015_0

0不明
04_5(現 )

法 丘 (cm)

0口 距部～肩部のみ残存。
O外反する口頸部は端部で、上
ド外に粘上をつ まみ出 してい

る。

。体都最大径はかな り高位置。

OH頸 部 ～肩部 のみ残存。
〇外反す る口頸部 は端 部 で L方

につ まみ にげて面 をなす。外

拝景端で粘上をひき出 して断面

三角形の段 をつ くる。

O体部最大径はかな り高位置に
なるようである。

0日頸部のみ残 存。
0大 き く外反す る口頸部 は、端
部 で ∫i方 に内折す る。 外面 L

位 に断面三 角形 の段 をつ くる。

Oロ ァT買部～肩部のみ残存。
O外反す る口頸部はその端部で
Lドに拡張 されている。外面

に位に鈍い断面三角形の段 を

つ ぐる。

O肩の張 る体都 と思われる。

O口 類 部のみ残 存。
O短 く外反す る口頸 の端部 は直
立 して頸部 との境 界は段 をな

・ す。

O体部中位 よりやや IIで最大径

を もつ。

O短 い口縁がわずかに 1六l傾 して

l盲線的に立つ。

O底部は扁平である。

〇ロュそ負部は細長 くラッパ状に開

く。

。頸部やや下位 に 2条の凹線 を

め ぐらし、 口縁部 との間に振

幅大の櫛描 き波状文をめ ぐら

す。

Oや本部 (よ 193と I司 し。

O肩部 に 2条 、体都 中央 に 1条
の四線 をめ ぐら し、 その間 に

櫛才とき列点文 をめ ぐらす。

O中央孔 は外 よ り内にむか って

穿 たれてい る。

O脚部のみ残 存。
O脚部 はほH簡 部 を細長 くしは り

裾部 は大 き く外方へ広が り、

端部 は上 方 につ まみ上 げて い

る。

O透 し孔 は長方形 2段で三方 に

あ く。

0脚部中央に 2条、裾部に 1条
の凹線 をめ ぐらしている。

〇脚部のみ残存。

O衝部 は低 く、裾部 で外方 に大

き く開 く。脚端部 は断面 四角

形 を呈す。

O透 し子しは四角形で三方にあけ
られている。

形 態 の 特 徴

0日 頸部 内外面 ともヨコナデ調整。
0肩部 外面 は密 な平行 タタキメを施
しての ち、 カキメ調整。

O肩部 内面 は同心 円文の タタキ メが
つく。

O口 縁部 内外面、頸部 内外面 と もヨ

ヨナ デ調整。

〇顕部外面 は密 な カキ メ調整。

O肩部外面 は暗緑 色の 自然耳由が付着
してい るが、密 なカキ ア調整 を施

しているようである。

O肩部内面には同心円文状のタタキ
アがつ く。

O口 頸部内外面ともヨヨナデ調整。

O口 頸部 内外面 と もテ イネイな ヨコ

ナデ調整。

O肩部外面 に平 行 タタキメを施す。

0内外面 ともヨヨナデ。

O口 浄表部 ～体部 内外面 と もヨコナデ

調整。

O底部 は逆時計 回 りのヘ ラケ ズ リを
密に行なう。

0口 頸部 は内外面 とも密 な ヨコナデ。

O底部のヘ ラケズ リは施 されす。へ

ラ切 り後未調整 で あ る。

0肩部外面 一体部 内面 は ヨヨナデ。
O底部 は逆時計 回 りの粗 いヘ ラケズ
1)。

O脚部上位 よ り凹線 まで カキメ調整。
O脚部下位 か ら端 部 まで内外面 とも
ヨヨナデ調 整。

。筒部 内面 にシポ リメ を残す。

0杯底部内面 に粗い仕上げナデが認
め られる。

O脚部内外面 ともヨコナデ。

技技 法  の 特  徴

。精 良、長石 を多量 に含

定す。

0灰色 N%。
O焼成・ 良好。

O精良、長石を多量に含
tす 。

0灰色75Y%。
0焼成・ 良好

Oやや粗 い、長石 を多批
に含む。

0緑灰色10G Y%。
O焼成・ 良好。

O精良、長石微量 に含むて
0内外面・ 灰色 N%。

断面・赤白色 5R%。
O焼成・ 良好。

〇精良、少量 の砂粒 を含

む 。

O内面・時青灰色5B%。

外面・ 青灰色 5B%。
O焼成・良好。外面 に自
然釉 多 く付着。

O精良、長石やや 多豊 に
含む。

O赤灰色25YR%。
0焼成・不良。 (還元贈
の温度低 く、灰色を皇

さない。)

O精良
O青灰色10B G%
0焼成・ 良好。

0精良、長石 を中豊 に合
む 。

O明青灰色 5PB%。
O焼成 。やや不良。

O精良、少量の砂粒を含
t」 。

O灰色 N%。
。焼成・ 良好。杯部外面

脚台部内外面に自然釉

付着。

O精良、長石微量 に合むて
。青灰色 SB%。
O焼成・良好。

備    考
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器

種

須
　
恵
　
器

土

自下

器

審

形

BI

妻

甕

　

Ａ

甕

　

Ａ２

甕

羽

　
　
　

釜

釜

羽

羽

　

釜

釜

羽

ミ

ニ
チ

ュ
ア
土
器

番

号

202

201

204

203

210

211

212

法 量 ((In)

018 1

051(現 )

021 9
050(現 )

0134(復 )
07S(現 )

0250(復 〉
068(現 )

0185(4夏 )

059(現〉

0175(復 )
090(現〉

0199(4芝 )

050(工見)

0177(復 )
086(現 )

04 6
037

O口 顕都のみ残 存。

O外反す る日顕部 はその まま端

部 につづ く。外面 上位 に断面

三 角形の段 をつ くり、段 を利

用 して 1条 の浅 い凹線 をめ ぐ

らす。

形 態 の 特 徴

0九 く▽S、 くらむ体部 にご く強 く
短 く外反す る口縁 部がつ く。

日縁 端 を平 らにすデ るた め、

端部は外析して面をなす。

O口 縁 部 は弱 く外上方 に開 くた

め、頚部 との境 界に稜 はつ か

ない。端部 は丸 く納 め る。

O口 径 より丹同部が大 きい。
0体部 は丸 く、肩の張 りは小 さ

o口 縁部は「 く」の字状に短 く

外反 し、 口縁端 を強 くヨコナ

デす るために外面にわずかに

稚がつ く。

0鍔部 周辺 のみ残存。
①内傾 す る体部 に外反す る日縁

部がつ く。

O鍔部 は水平 か らやや外上 方 に
つ き、端 部 は丸 く納 め る。

0口 縁部 ～鍔部 のみ残 存。

Oやや 内傾 して立 ち上が る体部
に大 き く直線的 に外反す る口

縁部がつ くため、内面 に稜 を

なす。

0日 縁端部は丸 く納める。

O鍔部はやや外上方につ き、端

部は丸 く納める。

0口 縁部 一体 部のみ残存。
〇内傾 して立 ち上 が る体部 に矢守

く外反す る口縁部がつ く。 日

縁端 部 はわずか に面 をなす。

0鍔部 はやや外下方 につ く。

0丸底か ら屈曲後、 その ままロ
縁端部 まで開 いて立 ち上 が る

O口 縁部 は外反 し、端 部

端面 は手づ くねのため

0210と 同 し。
O鍔部は水平につ く。

o白 顕部内外面 ともヨコナデ。

技 法 の 特 徴

O肩部 内面 にユ ビオサエ
'民

がわずか

に残 るほか は歴耗激 しく調整法不

F月。

0日 縁 部外面 及び内面端 は ヨヨナデ

0頸部外面 にヘ ラ状 工具の あた りが
つ く。

0肩部内面は粗いナデ調整。

〇口縁部内面に横方向のハケメ調整

(6～ 7条/cm)す る以外は内外面
とも密なヨコナデ。

O頸部外面 にユ ビオサエの後、不明

瞭 なハ ケ メ調整がみ られ るが、摩

耗激 しく、不明。

。霧耗激 しく調整法 不明。

O口 縁部内外面 ともヨコナデ。

。体部外面に縦方向の細かいハケメ

調整 (14条 /αn)を 施す。

0口 縁部は手づ くねのユ ビオサエが

残 る。

O口 縁 部内外面 ともヨヨナデ調整す

る以外 は摩耗の ため調整法 不明。

備    を

0精良、01～ l mmの 砂粒
を含む。

O橙 色2.5Y R%。
O焼成・ お、つ う。

O精良、長石微量に合む
0灰 白色10Y%。
O焼成・良好。

0やや粗 い、OI～ 2mmの

砂粒、 角 l天 石 を 多量 に

含む。

Oにお(い褐色75YR%。
〇焼成・ム、つう。

0やや本Rい 、 5 mm以下の

大粒の砂粒 で長石 を合

む 。

O内面・灰白色25Y%。
外面 。橙色25YR蒸 。
O焼成・ A、つ う。内外面
とも、焼 きむ らのため

濃淡の斑 らを呈す。

O01～ 1耐dの 砂粒、 角閃
石 を多上 に含む。

生駒 西麓産 の土器。

Oにぶ い赤褐色 25YR
O焼成・ 良好。

〇やや粗 い、 4 mm以下 の

砂 粒で含む長石、比較

的 多五 の角閃石、 多量

の筆母 、 くさ り際 を含

Oにおrぃ 構色75YR%。
O焼成 。お、つう。羽部下
面より胴部にかけて黒

色イと。 (使用時の変色 )

む。生駒 西

0粗い、5 5mm以 下の大 き
いめの砂粒 で含む長石

多上の角 F人月石、雲母 を

含む。

O桜色 5YR%。
。焼成・ やや不良。

O粗い、 5 mm以 ドの 大 き
いめの砂粒 で合む長石

多チたの角閃石、 多1壮の
書母 を合む。

。椎 色 (25YR%)05×
桂 色 (5YR%)05
0焼成 。お、つ う。 X,と きむ
ら布 り。濃淡斑 ら都 と

f工色化部有 り。 外 面羽

部表面 に少 11の 」工色の

布機物。

〇やや粗い、長石、石央、

角閃石 を含む。生駒西

筵産の上籐。

Oにぶい′方、褐色5Y R%。
O焼成 。お、つ う。
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器

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

縄

文

土

器

浅

　

鉢

233

O不明 O口縁 部欠損。
O椀形 の小型の浅 鉢。

O貝殻 の項部 に よる1先線 を二条配 す

る。

O内而ナデ調整。

Oやや粗 い。 こまかな石

粒 多星。 こ まかな角問

石 少量。

O黒色 (10Y R%)

浅

　

鉢

234

O不明 O粗製の浅鉢 口縁部。
0日 F豪端部面を もち、内面に一

条の浅い沈線 を施す。

O外面貝殻による条痕、内面ナデ調
Bと。

oやや粗 い。 l mm大 の

長石、石英粒 多量。 こ

まかな角閃石 少量。

O黄褐色 (25Y%)。

深

　

鉢

235

0不明 0粗製の i栗鉢頸 部。
O体部 か らわずか に外方へ屈曲
す る頸 部。

O頸部外面 ナデ調整。頸 部以下体部
外面 積 方向の ケズ リ調整。

0粗い。 2～ 3 mm大の角
閃石多量。 l mm前 後の

長石粒、雲母少量。

O黎褐色 (7 5YR%)

深

　

鉢

236

O不 明 0米 lと製の深鉢頸 部。

O体部 か らわずか に外反す る頸
部 。

O頸部 に貝殻項 部 に よる三条の沈線
を施 したの ち、巻貝 に よる押圧 文

を施す。

。内面 ナデ調整。

Oやや粗い。 l mm前 後の

石粒多量。こまかな角

閃石微量。

Oにぶい貢褐色 00YR劾

深

　

鉢

237

O ttll月 〇粗製の深鉢。 O頸部に貝殻項部 による 4条の沈線
文を施す。

O内面ナデ調整。

Oやや粗 い。 l mm前 後の

長石、石英粒 多量。

こまかな角関石、雲母

少量。

深

　

鉢

238

O底径 48
0残高 13
0底都 %残

O精製深鉢の底部。
O底部す り鉢状 に凹む。

O底部外面ヘ ラケズ リ。 内面ナデ調

整 。

0やや粗 い。 1～ 2 mm大
の角 p、司石 多量。 l mm大

の石粒 小量。

0明赤褐 色 (5YR5/8)

器

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

労〔

生

土

器

壷

ｂ‐
239

0日 径 211

0口 縁 党 存

O所謂 2重 口縁 の養。 直立 気味
の頸部か ら外反 したの ち、 角

度をかえて垂直に立ち上がる(

O口 縁部外面磨減が著 しく不明。

内面は横方向に 丁寧なヘ ラ ミガキて

oやや組 い。 長石、石英

粒 多い、 角閃石少量合

む 。

O橙色 5YR6/も 、内面 は明
赤褐 色 5YRJ/6o

士
霊
　
Ｃ
240
0復 口 285 0広 日茎。 外反 す る日縁 部 に端

部 を拡 張 して面 をなす。

O日 縁部 内外面 ナデ調整。 O灰白色10Y R%。

ｉ

ｄ
241

O復 口 196

0残 高 62

o広 日五。直立す る頸都か ら外
反す る口庁攻部を もち、端部 を

内側 に折 り返 し、内傾のょⅢ面

を もつ。

0日 縁 部 内 外 面 は ヨ コナ デ 。

o頸 部 外 面 は 粗 い ハ ケ ロ (5条/cm)

0日 縁 部 内 面 に 不 規 則 な 波 状 文 。

O精製。小 さな砂粒、雲

母、 くさ り礫

0にぶい橙色7.5Y R%。
O他地域か らの搬 入品。

鉢

ｂ
242

O復 口 154

0器 高 80

0し っか りした厚 手の平底。妻
の体部下半 と共通す る体部。

O口 縁端部 は丸 く終 わ る。
0底部 に径 1 0cmの 円孔。

0体部外面に粘土紐の痕跡が顕者。
O体部外面の叩 日をナデにより

'肖

し

ている。

O底部 と体部下半の接合が顕者で、

段になっている。

oやや粗 い、 l mm大 の角

閃石が非常 に多い。

長石、石央、雲母少量

O赤 い石粒 (く さ りれ葉)

微量。

Oによい赤褐色5Y R%。
O底部完存、体部全体の

%残。

鉢

ｂ
243

〇 長 日 102

o短 口 91

0器 高 74

O突 り気味の丸底。 す り鉢状 の

体部 に 口杵求は直 日す る。

O口縁 部 は格 円形 を呈す る。

0体部外面 叩 日。 内面ナデ調整。 0やや粗 い。 1～ 2 mm大
の 長石 、 こ まか な石英

角閃石 を合む。

Oによい赤褐色。

鉢

ｂ
244

O復 口 128

0器 高 98

0平底の底部か ら内寄気昧 の 口
縁部 がつ く。端 部 は丸 く央 り

気味。

0底部 の 中央 に0 6cmの 円子し。
円了しは内面か ら外へ穿孔 し、

その際底都外面 へ粘上力Hよみ

出 したため、底部 は凹凸が あ

り水平 に立 て られ ない。

O体部外面 に左 下 りの叩 日 (2.5条 /
cm)を 底都木端 まで施す。
内面 ナデ調整 、底部 内面 に しは り

目の痕跡がある。

oやや組 い。 l mm大 の角

門石が

'F常
に多い。長

石、石英、_‐母少量、

O暗赤褐色 (25YR%)
0底部完存、体部全体の

%残。
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器

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

弥

生

土

器

鉢

245

0復 日127
0器高 64

。外反す る日縁部で瑞部内面 は

わずかに内傾す る。

O底部外面に指頭圧痕 を施 し、

高台状の底部 をつ くる。

O内外而 とも丁事 にナデ調整。 0やや米llい 。 1～ 2mm大の

角閃石が非常 に多い。

長石、雲母 を合 み石英

は微量。

Oにぶい禍色 (7 5YR%)
底都完存。体部 %残。

鉢

　

ｃ

246

O復 日125
0器高 64

O椀形 の体部 に外反す る日縁部
を もつ。端部 は丸 く終 わ る。

O底部外面 に粘 上 をつ ぎ足 して

高台状の底部 をつ くる。

O内外面 と も風化 が激 しく詳ヤllI不 明 oややホJとい。 1-2耐n大の

角閃石が非常に多い。

長石、石英等の石粒 も

日立つ。

O橙色 (5YR6/8)
o口縁部付近に暴斑あ り。

縄

文

土

器

鉢

247

O復 日 180

0残 高 70

O「 く」の字状に外反する日縁部

で端部を外側 にわずかに肥厚

させ る。

0日縁 都 は内外面 と もヨコナデ。
O体部外面 、 こ まか な刷毛 目状 のエ

具 で調整 したの ち、 ナデ調整。

内面 は右回 りの弱 いケズ リ。

0やや粗 い。 こまか な角

閃石、婁母が顕著。

石英 、長石、赤 い石粒

が少量。

O外面 、明赤褐 色 6YR5/6)

内面 、黒褐色 (25Y%)
0日 縁 全体の光残

弥

生

土

器

鉢

ｄ
248

O復 日326
0残高 80

o大型の もの。す り鉢形の体部
に外反する日縁部 をもち、端

部は面 をつ くる。

0日 縁部 内面 を横 方向、体部 内面 を

縦 方向のヘ ラ ミガキ。

o口 斉よ部外面 ヨコナデ、体部外両 タ

テのヘ ラ ミガキのの ちナデ調整。

oややホほい、1～ 2mm大の

角閃石 多量。長石、石

央、雲母少量。

O明赤褐色 (2 5YR%)
O全体の%残。

鉢

ｄ
249

O復 日330

0残 高 94

0248と 同 じ形態 0248と 同 じ技法 。 oやや *11い 、 こ まか な角

閃石 多量。長石、石英

雲母 を含む。

Oによい赤褐色 (5YR%)
0243と I司 -llll体 ?

一品
杯

ａ
250

0復 日230
0残高 142

0水平 方向にのび る杯部の腰 に

,lとい稜 を もち、 日縁 部 は大 き

く外反する。

。中実の
'法

,部、裾部欠損。

O日 縁部 内面 はナデ調整欠。

ol燃,部 外面 、縦 方向のヘ ラ ミガキ。

O脚部裾 に 4ヶ 所 の円 Tし。

oやや粗 い、角関石 多量
に含む。

o橙色(7 5YR%)。

高

杯

ｂ

251

O復 口 216

0残 高

O水平 方向 にのび る杯底部 よ り
角度 をか えて直立 したの ち外

反す る口縁部 が付 く。

O屈 曲部で内外面 に弱 い稜 がつ

く。

O口 縁端部は受 口状 に仕上げるて

。中空の勝「をつける。

O口 縁部内面ナデ調整、外面ヘラ ミ

ガキ調整。

O脚部外面ヘラ ミガキ調整。内面に

し
`ま

り痕あ り。

O精良、 こ まかな長石、

石英粒 を多量 に含 む。

雲母、赤い石粒少量。

Oにぶ い支種。
O他地ナ或置。
oH縁部の%残。

一品
杯

ａ
252

O復 日 134

0残 高 35

0水平 方向 にのび る杯底部 か ら

角度 をか えて内弯気味 に外 上

方 にのび る日縁部。

O屈曲部の内面 に段、外面
`二

稜

がつく。

OH縁 部内外面 ヨヨナデ。
O杯部内外面ナデ調整。

O精良、 こ まかな長石粒
少量、赤い石粒 (く さ

り礫 )が 目立 つ。
0にぶい貧橙 (10YR%)
。他地域産。

O日弁業部の %残。

一局
杯

ａ
253

0日 径 151

0残 高 42

0斜上方にのびる杯底部か ら大
きく外反す る日縁部がつ く。

0杯部の】環に段 を もつ。
O杯底部に脚部 との接合面 を残
す 。

O杯部 内面 は中 ,し 部ヽ に向 か って方射
状 にヘ ラ ミガ キ。 外面 も腰部 に向

か ってヘ ラ ミガキ を施 す。

0やや粗 い。 よ～2mm大の

角閃石 多量、長石粒 も

日立つ、雲 1撃、石英 少

量 。

O明 赤褐色 (2 5YR%)。
O杯部完形。

高

杯

ａ

254

0そ夏口74 0杯部 の腰 にす るどい稜 を もち
日縁 部 は大 き く外反 す る。 口

縁端 部 は面 をなす。

0日 縁 部 内外面 ヨコナデ調整。 o ttnぃ 。 1-2nm大 の長石

石英 多量。こまかな角

閃石、雲世少量含む。

0明 赤褐色 (5YR%)。
o口 縁全体の%残。

高

杯

ｂ

255

0残高 35 0257と 同 じ形態。

O屈曲部の内面に段、外面に稜

を もつ。

0日 縁 部 内外面 ヨコナデ。 O精良、 こまかな石粒 を
少量、赤い石粒 (く さ

り礫)微量。
Oによい黄橙色 (10YR%)
0他地域践。
O杯腰部全体の%残。
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器

種

器

形

番

号 法 量 (cn) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

弥

生

土

器

高

杯

ｂ

256

O残高 45 ○ホ平 方向 にのび る杯底部 よ り

角度 をか えて直立 したの ち外

反す る。

O屈曲部で段状の機がつ く。

O杯部内外面 ヘ ラ ミガキ。
O杯底部 と屈曲部 との接 合痕残 す。
杯 底都端 に垂 直 に粘土紐 を積 み、

外面 にわずか にはみ出す。

0やや粗 い。 1～ 2mm大の

角関石 多量。長石、雲

母 を含 む。

O赤褐 色 (5YR4/8)o
O杯腰部全体の%残。

一品
杯

ａ

257

0残高 80 0水平方向 にのび る杯底部。
O細 い中空の脚柱 部か ら角度 を
か えて広 が る裾部。

O杯底部 内外面 ナデ。
O脚柱部 外面縦 方向のヘ ラ ミガキ

内面 に しは り痕 。

。精良、 こまか な■ヨい石

粒 少量。

OF豆棄色 (5YR6/8)o

O他地域産。
O杯底部 %残、脚柱部完
▼写。

一品

杯

ｂ

258

0残高 109 O斜 ヒ方にのび る杯底部か ら角
度 をか えて直立す る日縁部。

O中実の短 い l法,柱 部か ら内 弯 し
て広 が る裾部。

O杯部 内面 ナデ、外面 ヨヨナデ、脚
柱 部外面縦 方向のヘ ラ ミガキ、裾

部外面 ヘ ラ ミガキ、内面 ヨヨナデて

。キを部 に 4ヶ 所の円子し。 円子とは外面

か ら内面 に穿 ち、 内面 に粘上の は

み 出 しがあ る。

Oやや粗 い。 2～ 3mn大の
長石 が 目立つ。 角閃石

雲母少量。

0明赤褐色(5Yミ %)。
O脚柱部完存、裾部%、
杯底部%残。

一品

杯

ｃ

259

O裾 日径 12_8
0残高84

O半球形の杯 底部か ら柱状 部分
が な く、直接 †嘱広が りの脚 台

がつ く。 裾端部 は丸 く終 わ る (

O杯部 内面ヘ ラ ミガキ ?裾 部 内面 ナ
デ調整 と思 われ るが、磨減 のため

詳細 不明。

Oやや粗 い、 l mm前 後の

細 か な角閃石 多量、

長石、雲母少量。

O褐色 (10Y R4/6)～ 明赤

褐 色 (2 5Y R5/8)。

O裾部の 握残。

委

　

ａ

260

O復 口 168

0残 高 54

O「 く」の字形 に外反す る日縁 部

に端 部 は面 を もって終 わ る。

o口 縁都内外面 ヨヨナデ、体部外面

ネ凹かな扇可毛 目(9本/cm)。  ll買部
`こ

昂可

毛原体圧痕 を残す。

O体部内面ナデ調整。

Oやや粗 い。 1～ 2mm大の

角閃石 多量。 1～ 2mm大

の長石 も日立つ。 赤 い

石粒微量。

Oによい赤褐色 (5YR靡 )。
o口 縁の%残。

蓑

ａ
261

O復
「
1176

0残高4.5

0261と 同 じ形態。 O口 縁部内外面 ヨコナデ。体部外面

町〕目(25条/cm)。 畿部内面に粘土

接合痕で段になっている。

0ややホ開い、 1～ 2mm大の

角閃石多量。長石、石

英、雲母少量。

O明赤稿色 (5Y R5/6)o
O口 縁の %残。

甕

ａ
262

。復 口 122

0残 高 38

0261と 同 し形 態。 O日 縁部内外面 ヨヨナデ。体部外面

に叩 目がわずかに認め られる。

O事負部内面に口汁豪部接合時の粘土が

段になって残 る。

0やや米■い。 1～ 2mm大の

長石粒 多量。 こ まかな

角閃石 、雲母少量。

O明赤褐色(2 5YR%)。
0日縁の%残。

変

ｂ．
263

O復 口 124

0残 高 41

0「 く」の字形 に外反す る口縁 部

に端 部 は丸 く終 わ る。

O口 縁部 内外面 ヨコナデ、体部 外面

叩 日調整。

O頸部 内面 に接 合痕 を残す。

0やや本丁lい。 l mm前後の
角閃石多量、長石粒少

量。赤い石粒微量。

0明 赤褐色 (5YR%)。
O日 縁の %残。

率
一
　

ｂ‐

264

OttH13 4
0残高32

0263と 同 じ形態。 O口縁 部 内外面 ヨコナデ。 体部 外面

叩 目調整、 内面 ナデ調整。

Oやや粗い、 l mm前後の

角閃石 と 5 mm前後の関

緑岩の石粒合む。

長石、雲母少量。

赤い石粒徴量。

O明赤褐色 (5YR。/6)o
ロネ家の%残。

築

ｂｌ
265

O復 口 15_2

0残 高 41

0263と 同 じ形態。 0日 縁 部 内外面 ヨヨナデ。体封
`外
面

Щ
'日
調整。

Oやや粗い、 l mm前後の
角 lk月石 多量。長石、雲

母少量。

Oに対い褐色 (7 5YR%)
0日縁の %.5残。

築

ｂ‐
266

0そ愛日128
0残高52

0263と 同 じ形態。 0日 縁部内外面 ヨコナデ。体部外面

に叩 目(25条 /cm)、 内面指押えの

のちナデ調整。

Oやや粗 い、 l mm前後の

角門石 多量。 長石 、雲

母 少量。

Oによい黄褐色 (10YR%)。
口孝豪部から頸部に黒斑。

O口縁の %.6残 。
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備   考形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴器

種

器

形

番

号 法 量 (cm)

0ややホ■い。 1～ 2mm大の

長石粒が多い。

雲母、細かな角 p、珂石少

と討。

o橙色 (7 5YR%)。
O日 縁のス残。

o口縁部内外面 ヨコナデ。体部外雨

左下 りの叩 日(25条/cm)。
O体部 _と半の叩 き日を板状の工具で

消 している。体部内面ナデ調整。

甕

ｂｌ
267

0「 くJの字形に Orく 」の字形 に外反す る日縁部

に端部は丸 く終わる。

O体部はわずかに張 る。

0粗い。 2 mm前 後の角閃
石 多量。 1～ 2mm大の石

粒 多い。

Oにな い赤褐色 (5Y R笏 )。
o口 縁の%残。

0265と 同 じ技法。O復 口 156

0残 高 53

0263と 同 じ形態。

褒

ｂｌ
268

Oやや粗い。 l mm前 後の

角閃石多量。長石、雲

母少量。

Oにぶい赤褐色 6YR%)(
O日縁の%残。

0266と 同 じ技法。0263と 同 じ形態。

嚢

ｂｌ
269

O復 日 150

0残 高 47

O口縁 部 内外面 ヨヨナデ。体部外 i面

に左下 りの叩 目 (2条/cm)。

体 部内面 ナデ調整。

Oやや組 い。 1～ 2mm大の

角閃石 多量。 長石、石

英 、雲母少量。

0明赤褐色 (5YR5/8)o
O口 帝表の%5残。

0「 く」の字形 に外反す る日縁部

に端部 はわずか に面 をなす。

。体部 の _ヒ半がわずか に張 る。
甕

ｂ．
270

O復 口 128

。残 高 70

Oやや粗い。 2 mm前 後の

角閃石多量、長石、雲

母少量。

O褐色 (7 5YR%)。
o口 縁の %残。

0263と 同 じ形態。 O口 縁 部 内外而 左 まわ りの ヨヨナデ

体部外面左 下 りの叩 日 (3条 /cm)。

O体部 内面 ナ デ調整 をおこな うが、
粘上の接 合痕 残 す。

褒

ｂ‐
271

04長 日164
0残高77

O精良。 こ まか な角閃石
を多量 に合む。

こ まか な長石、雲母少

量 。

O褐色 (10YR%)。
0日 縁の%残。

o口 孝豪部内外面 ヨコナデ。体部外面

に細かな叩 日 (45条 /cm)。 体部肩

か ら下は叩 日ののち、刷毛 日(8条

/cm)で調整。

0体部内面の _〔
=半
は左回 りのケズ リ

褒

ｃ‐
272

O復 口 120

0残 高 50

0「 く」の字形 に鋭 く屈 I出 外反す

る 口縁部。端 部 はわずか に上

方へつ まみ上 げ面 をなす。

O顎部 内面 に銑 い稜 を もつ。

O精良、 こ まか な石英、

長石粒 を多量 に含む

雲母、赤 い石粒 (く さ

り
'球`)を
少量。

Oにぶい貰惟色 (10YR%)
O他〕也域産。
0日 縁の%残。

Orく 」の字形 に屈曲外反す る口

縁 部 に端部 は丸 く終 わ る。

0よ買部 内面 に弱 い稜 がつ く。

O口 縁部内外面 ヨコナデ。体部外面

の叩 日(3条/cm)は頸部 を越 えて、

日縁都下半 まで連す る。体部内面

は左 まわ リケズ リ。
甕

Ｃ２
273

0復 口 146

0残 高 50

0やや翡とい。 l mm前 後の

角閃石 多量。 長石、石

英粒少ユ。

o明赤褐色(5YR%)。
O日 縁の%残。

O口 縁部 内外面 ヨコナデ、体部外面

に左下 りの叩 日 (2条/cm)。 体部内

面 ナデ調整。 内面 に粘土紐 のつ な

ぎ目残す。

姿

ｂ．
274

0復 日 130

0残 高 115

O「 く」の字形に外皮す る日縁部

に球形に近い体部がつ く。

Oやや粗 い。 1～ 2n硼 大の

角閃石 多量。 中に 5m4

前後の閃緑 岩の石粒合

む。 長石粒 も日立 つ。

石英 、雲 冊少量。

O体部 L半 黄褐 色
(10 YR%)。

O体部 F半赤褐色
(5 YR4/6)o

O体部 上半 と ド半で粘土
が違 うことがわか る。

o底部完存、体部 %残。

。体部外面 叩 日。 叩 目は底部の未端

まで施 し、底 部の調整 は しない。

O体部 外面 の磨減 力粥箕しい。
0体部上半 ナデ、イ「Hし 体部 上半部 に

粘 土紐 の痕 跡 があ り、 F半 と上 半
の境 に段 がつ く。

O体部下 半刷毛 目のの ちナデ調整。
甕

ｂ．
275

O底径 34
0残高 137

0球形に近い体部に小 さな平は
のは部がつ く。

0日縁部欠損。

oやや粗 い。 l mm前後の

角門石 多量、 2～ 3mmの

長石粒 日立 つ。 赤 い石

粒 (く さ り朽楽)、 雲母少

進竜 。

0明赤褐色 (5YRヽS/8)o

o口 縁のえ残。

O口縁部内外面 ヨヨナデ。体部外面

に左下 りの叩 日(25条 /cm)。 内面

ナデ調整。

O体都中位に粘土紐のつなぎ痕。

0復 日 154

0残 高 110

0肩の張 る球形 に近 い体部 か ら

外反 す る日縁部 がつ く。

勁:

生

■:

器

甕

ｂ‐
276
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器

形

番
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労ヽ

生

二と

器

築

　

ｂ‐

277

0復 口 184

0残 高 94

O肩の張 る球形 に近い体部か ら
ケ='く 外反す る日縁部がつ く。

O口 縁部 内外面 ヨヨナ デ、 口縁 部接

合時 に頸部 まで ヨヨナ デが 及んだ

ため、体部 とつ な ぎ部分 の叩 目が

消 されてい る。

0体部外面 叩 日。装面 の ナデ に よっ
て不鮮 明。 *lli土紐 のつ な ぎ目残 る t

Oやや粗い。 1～ 2mm大 の

角閃石、長石粒 多量 5

mm前後閃緑石の石粒、

くさ り五4t微量 、雲母少

景 。

O明赤褐色(5YR5/6)o
Oロネ豪%5残。

褒 278

O底径45
0残高 24
0底部完 存

0平底の底部 O叩 日 (25条/cn)が木端 まで施 され

突出 しない。外底面 に円孔 があけ

られているが  通 していない。
O内外面ナデ調整。

0やや粗 い。 l mm前 後の

角問石、長石粒 を含む

雲 母少量。

O褐色 (7 5YR%)。

姿 279

o底径 30
0残高30
o底部の%残。

〇小 さな平 底の l底部 O叩 日(2条/cm)が外底面 まで施 され

丸底イとの傾向がある。不安定で立

たない。

O内底面ナデ調整、 し1ま り痕がある(

0やや 対lい。 l mm前 後の

角閃石 多量。 長石、雲

母 少量。

O褐色 (7 5YR%)。

褒 280

O底径 38
0残高30
0底部完 存

0平庁底の底 都 O叩 日(25条 /cm〉 が末端 まで施 され

外底面 の粘上少 しはみ 出す。 外底

面が磨 かれた ように平』 にな って

い る。使用度 か、わず か に凹
`内

底面ナデ調整。

oやや粗 い。 1～ 2mm大の

角閃石 多量、 こまかな

長石粒、套母少量。

O明 赤褐 色 (2 5YR5/6)。

簑 281

O底径45
0残高28
0底都完存。

O平底の比較的 しっか りした底

都わずかに突出する。

O叩 日 (2条/cm)を 末端 まで施す。

内底而 ナデ調整 、し,ま り度 が あ る。

0やや粗 い。 l mm前 後の

角閃石 多量、長石粒少

量 。

0橙色 (7 5YR%)。

妻 282

O底径42
0残高 18
0底部完存

O平底の底部で中央に径 2 5cm

深 さ 3 mmの 規模で凹む。

O叩 日(3条/cm)を末端 まで施すが弱
い。内底両ナデ調整。

0やや粗 い。 l mm前後角
関石、長石粒、雲母 を

含 むЬ

O明赤褐色(5YR%)。

力装 283

O底径 38
0残高40
o底部完 存

O小 さな平底の11‐ミ部。中央部わ

ずかに凹む。

OWロ ロ(15条/cm)が内底面 まで及び

丸底化の傾向が顕著に認め られる、

Oやや粗 い。 1～ 2mm前後
の角閃石 多量。 長石粒

雲 ぼ力少量。

O赤褐色 (5YR4/6)o

姿 284

O底径 33
0残高30
o底部完 存

O小 さな平底の底都 0叫〕目(2条/cm)が外底面 まで施 され

丸底化の傾向が頸普。

O内底面ナデ調整Ь

Oやや粗 い。 l mm大 の角

lX写石が 多量。 こ まかな

長石粒、雲 母少量。

Oにおfい橙色(7 5YR%)。

甕 285

O底径 35
0残高 32
0底都完存

0平底の底部。 O町1目 (3条/cm)を 木端 まで施す。

O内底面ナデ調整。

Oやや粗 い。 1～ 2mm大の
角閃石、長石粒 多量、

雲 母少量。

O暗赤褐色(5YR%)。

甕 286

O底径 40
0残高 25
0底司
`党
存

0平庁ぶの底部。底面中央部径
0 8cm、 深 さ0 2cm程度凹む

O叩 日(25条 /cm)を木端 まで施す。
O内底面ナデ調整。

Oやや 粗 い。 1雨前後の

角 )、]石 多亀。

長石粒、雲母 も日立 つ
`

O明赤褐色(2 5YR5/8)o

甕 287

O底径46
0残高 29
o底部完 存

0平底の底部、底面中央か らは

ずれた ところに径0 8cm、 深 さ

0 3cmの 凹みがある。

O ttI日 (25条 /cm)を末端 まで施 した

の ち、底面 に粘土 を継 ぎた して、

底部 を成形。

その際 に 自重 で底面の粘 土 が外へ

はみ|■ している。

0やや粗 い。 1-2冊m大 の
長石粒、石英 粒 多量。

雲母 、角関石少量。

O暗赤褐色(2 5YR%)。

姿 288

o底径41
0残高26
o底部完 存

0平底の底部、 li登面中央部に

0 8cn、 深 さ0 2cm規模の凹み

あ り。

O tt H(25条 /cm)が 底部末端 まで施

されてい る。 内底面 ナデ調整、 し
イより日あり。

Oやや粗 い。 1～ 2mm大の

角閃石 多量。 長石粒 も

日立 つ。

O褐色(7 5YR%)。

甕 289

0底径 36
0残高 15
0庁氏部完存

O平底の底部、 中央 で径 2 1cm

深 さ 0 3cmの 規模 で皿状 に凹

む 。

O叫
'日
(4条んm)を木端 まで施 すが弱

い内底面 ナデ調整。

Oやや粗 い。 ln耐 大の 角

閃石 多量。 こまか な長

石粒、雲母。

Oにおfい赤褐色(5Y R%)。

斐 290

o底径 38
0残高46
0底部完存

0平底の比較 的 しっか りした底

部。 中央 に径 1 2cm、 深 さ05
cmに 凹む。

〇叩 日 (2条/cm)を末端 まで施 す。外

底面磨 かれ てい る。 内底面 ナデ、

し1まり目あり。

Oやや粗 い。 1～ 2mm大の

角閃石、 長石粒 多量 、

雲母 少量。

O暗褐色(7 5YR%)。
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姿 291

〇底径 34
0残高 30
0底部完 存

0小 さな平底の底部。内底面 に
工其 の先で刺突 した ような凹

みが大小 7夕 所 あ る。

Or氏 部 外面 ナ デ、内底面 ナデ調整。

O外底面 に巣斑。

Oやや粗い。 l mm前 後の

角閃石多量。こまかな

長石、雲母少量含む。

明赤褐色 (5YR%)。

士互 292

〇底径 30
0残高 33
oテ:垂 部%残 。

O小 さな平底の底部。突出部は
ほとんどない。

0底部外面、体部の下半 ヘ ラ ミガキ
O内底面 にこ まか な刷毛 日

(12条 /cm)

Oやや 粗 い。 l mm大の長

石、雲 母少見。 角 F人]石

徴量。

O明 赤褐色 (5YR5/8)o

壷 293

O底径 46
0残高 37
0底部完 存。

O平底の底部。外底面末瑞、丸

くなる。

O底面中央 に小 さな凹み 2ヶ 所て

Oは部外面、体部外面ヘラ ミガキ、

内底面ヘラ ミガキののちナデ調整 .

0やや*Hい 。2～ 3mm大の

長石、石英社多量。角

F,、月石、雲母徴量。

O明 赤褐色 (5YR5/8)o

=
294

O底径 27
0残高 55
o底部完存。

o小 さな平底の底部で完形 で あ

れば 自立 はで きない と思 われ

る。
0底部中央にいびつな浅い凹み
がある。

0底部外 両、体部下半外面縦 方向の
ヘ ラ ミガキ。 内底面 ヘ ラ ミガキ調

整 。

Oやや組 い。 2～ 3mm大の

長石、石英粒 多量 、角

閃石 、雲母 少量。

O暗赤褐色(5YR%)。

裟

ｂｌ
295

O復 日171
0器高 15,8
0底部完 存
0体封暁 残

0「 くJの 字形に外反する日縁部

で端部はわずかに面 をなす。

0体部 中位 よりやや_'に最大径
部 を もつ球形の体部。

○底部中央に皿状の凹みをもつ

平底の底都。

O口 縁 部 内外而 ナデ調整。

O体部 外面、 叩 目のの ちナデ■:上 げ。
体部 _L半 の方 が よ リイ寧 にナデて

い る。体 部 上半 と ド半の継 ぎ日で

段が 出 きてい る。分割 成形 に よる

ひずみか。

0やや粗 い。 1～ 2mm大の

角閃石 多量。 l mm前 後

の 長石、雲母少量。

Oによい赤褐色 15 YR%)。
0他地域産。

董

税
296

O復顎 192
0器高 35
0喚部 %残

O加節す る大 型の蓋。球形 の体

部上 半部分。

。頸部 に刻 目を施 した貼付突帯。

O体部 上半 に 3列 の波状 文 (9条 )と
最下段 に直線 文 (3条 )を 施 す。
O内面 ナデ調整。粘土紐 の継 ぎ痕残

す。

0やや粗い。 1～ 2mm大の

角門石 多量。 2 mm前 後

の1(石、こまかな雲母

少量。

Oによい褐色 (7 5YR%)。

一局

杯
297

0子F径102
0残高 59
0裾都実存

o太 く短 い中実の
'法

,柱部か ら内

密気味に広がる脚台がつ く。

0裾端部は丸 く終 る。

O牟居部外面ヘ ラ ミガキのの ちナ デ仕

上 げ 。

o内面ナ デ、 し1ま り痕 を残 す。
O円子しを 3ヶ 所、外面 か ら内面へ等

間隔 に穿つ。

Oやや粗 い。 l mm前 後の

角門石、長石粒 を多量

に含む。

O呼〕赤褐 色 (5YR5/8)o

一品

杯
298

O復裾 120
0残高 70
0裾部 %残
0脚柱完存

0細 く短 い中実の脚柱部に内弯
気味に広が る脚台がつ く。

O†属端部は丸 く終わる。

0脚柱 部外面維 方向のヘ ラ ミガキ、

裾部外面ナデ。

O内面ナデ、 しは り痕 を残す。
①円子しを 4ヶ ″ア、外面 から内面へ等

間隔に穿つ。

Oやや *ととい。 l mm前 後の

角閃石 多量。石英、 長

石粒 少量。

0明赤褐色(5YR%)。

一凸

杯
299

0復裾 142
0残高70
0裾部 %残
O脚部党 存

0298と 同 じ形態。 O脚柱 部、裾部外面縦 方向のヘ ラ ミ

ガキ、裾部 内面ナ デ調整。

0円孔 を 4ヶ 所、外面 か ら内面へ等

間隔 に穿 つ。

Oやや粗 い。 1～ 2mm大の

角門石 多量、長石、石

英 粒少量。

Oi明褐色(7 5YR%)。

一品

杯
300

O裾径 140
0残高 90
0脚台部完 存

。中実の脚柱部になだらかに据

部へ移行する。裾端部は面を

もって終わる。

O脚柱都、裾部外面、縦方向のヘ ラ

ミガキ、キι部内面ナデ。

O円孔 を 4ヶ 所、外面か ら内面へ等

門隔 に穿つ。その際、内面 に粘土

のはみ出 しが多 く残 る。

O良 、 l mm前 後の 角閃石

多見。 こ まかな長石 、

妻 母少量。

o桂色(7 5YR%)。

高

杯
301

0復裾 104
0残高 53
0脚柱完 イ子
O裾部 %残

0299と 同 じ形 態。 0脚柱部 、裾部 外面 、維 方 向のヘ ラ

ミガキ、裾部 内而ナ デ。

0円了しを 4ヶ ,折、外面 か ら内面へ等

間隔 に穿つ。 しtFり 痕 を残す。

0やや粗 い。 l mm前 後の

角問石 多量。 こ まかな

長石粒、雲母少量。

Oにお,い赤褐色(5YR%)。

一局

杯
302

O復裾86
0残高 5,0
0脚柱完 存
O裾部 %残

。中実の短 い脇I柱部 よ りなだ ら

か に裾部へ移 行す る脚 台がつ

く。 裾端 都 は丸 く終 わ る。

O脚柱部 、循部 外面縦 方向のヘ ラ ミ

ガキ、裾部 内面 ナデ。 内 fしを外面

か ら内面へ 3ヶ 所穿 つ。

O脚柱 部上 端 に放射状 に刻 日を入れ

杯 底部 との接 合の強度 を増 してい

る。

oやや粗 い。 1～ 2mm大の

角 l天写石、長石粒 を多量。

O橙色 (5YR%)。

一局
杯
303

04夏裾100
。残高64
0脚柱完存
O裾部%残

0299と 同 じ形態。 0脚柱部、縦方向、裾部横方向のへ

ラ ミガキ。裾部内面ナデの円子とを

5ヶ 所、等膳1隔に穿つ。

Oやや粗 い、 2～ 3mm大の

長石 、石英粒 多ユ、 こ

まかな角閃石、雲母微

量 。

O明赤褐色(5YR%)。

メ
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S D78

器

種

器

形

番

号 法  三 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

弥

生

土

器

一品
杯
304

O復 :482
0残高45
0日杵求%残

O天地 不明
①短 い脚柱 部 に斜 L方 に外反 す

る杯部 がつ く。 日縁端部下 方

にわずかに拡張し面をなす。

O杯内外面ナデ調整。裾部 に 4ヶ 所
の円孔 を外面 か ら内面へ穿つ。

Oやや粗い。 1～ 2mm大の

角「人弓石多星、 2～ 3 mm
大の長石粒、妻母少量

0明赤褐色 (5YR%)。

一品
杯
305

O脚径 35
0残高 57
0'と,柱完 存

O中空 の円筒形の脚柱 部。 0脚柱部外面縦 方向のヘ ラ ミガキ。
O内面 に し1ま り痕 。

Oやや粗 い。 l mm前 後の

角問石、 2～ 3mm大の長

石粒 多量。

Oにない赤褐色 (5YRM)。

一品
杯
306

O脚径 39
0残高 65
0脚柱完 存

。中実の人 い円筒形 の脚柱部。 O〉法F柱部外面縦 方向のヘ ラ ミガキ。 0やや粗 い。 l mm大 の角

閃石 多量、 2～ 3mm大の

長石粒 も日立 つ。

O明赤褐色(5YR%)。

S D82(第50図、図版二十七 )

S D83(第 50図、図版五十六 )

S D85(第 50図、図版五十六 )

器

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

弥

生

上

器

甕

ｂ
307

O復 日150
0残高 115
0日縁 %残

0「 く」の字形に外反す る口縁部

に端部は丸 く終わる。

O日 4双部 内外面 ナデ。体部 外面粗 い

叩 日 (2条 /cm)、 内面ナ デ調整。

0やや粗 い、 2～ 3mm大の

角閃石 多量。

1～ 2 mm大の長石 も目

立つ。

O明褐色(7 5YR%)。

器

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

労〔

生

土

格

主

ｅ２
308

〇復 日 120

0残 高 117

0日 縁 %残

O体部 に比 し、直線的 に外方へ

大 き く付1び る直 日の 日縁 部。

体部 は球 形 で、 丸底 と思 われ

る。

0日 縁部 内外面 ナデ調整。
O体部 内外面ナ デ∫サ司整。

O精良、 こ まか な石粒 を
少量。

O赤橙 色 (10R6/8)o
O他地域産。

士
笠
　
ｅ２
309

0日 径 108
0残高 126
0日縁党 存

。扁平 で球 形の体部 に「 く」の字

形 に斜 L方 に開 く直 日の 口縁

部。 日4表部端 は丸 く尖 り気昧

に終 わ る。

o口縁 部内外面 ナデ調整。
O体部外面ナデ、 内面上半指 押 え下
半刷毛 日のの ち、ナデ■:Lげ。

0精良、こまかな石粒少
こと。

O赤桂色 (10R%)。
O他地域産。

嚢

働
310

0口 径 135
0残高 112
0ロネ求党 存

0「 く」の字形 に口縁部に端部は

丸 く終わる。 日縁部外面中央

部が *占上の職とぎた しで少 しお、

くらむ。頸部内面に稜 を もつ。

O口 袢及部 内外面 ナデ。

体部外面 ナデ、内面左 まわ りの弱

いケ ズ リ調整。

0粗い。 1～ 2mm大の石粒
長石粒 な ど多量。

O淡橙色 (5Y R%)。
O他地域「≧。

褒

ｃ‐
311

04記 11481

0残高102
Orく 」の字形 に鋭 く屈曲外反す

る口縁 部端部 はわずか に _Iュ方

へつ まみ上 げる。

顎部内面 に字死い稜 をもつ。

o口 縁 部 内外両 ヨコナデ。
O体部 外面 こまかなロロ日。
内面右 まわ りの ケズ リ調整。

Oやや粗い。 こまかな石

粒 多 く合む。

0灰寅褐色 (10Y R5/2)o
O他地域産。

菱

ｂ２
312

O復 口 158

0残 高 6_9

o口 縁 %1残

O「 くJの字形 に外反す る日浄表部

に端部 は丸 く終 る。

O口 縁部外面強 い ココナデ。 体都外

面 叩 日のの ち、ナデ調整 、 内面弱

い ケズ リ調整。器壁の厚 さは 07
cmと あ ま りl尊 くなっていない。

Oやや粗 い。 l mm大の 角

閃石 多量。 l mm大 の長

石粒、雲母少量。

O外面、黒斑。 内面 、赤
褐 色 (5YR4/6)o

器

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

弥

生

土

器

甕

ｂ‐
313

0復 口 183

0残 高 237

oロ ネ及%残

0「 くコの 字形 に外反す る口縁 部

で端 部 はわずか に面 をなす。

最大径都 が胴部下半 に くる冊

長の体部。

0日縁 部 内外面 ヨコナデ。体 部外面
粗 い叩 日のの ち、ナデ仕上 げ。

内面 はナデ調整。

0粗い。 1～ 2田,大長石、
石英粒 多量、赤 い石粒

(く さり礫)微量。

0に おfい黄橙色
・(10YR%)。
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S D80(第 51図、図版五十七・五十八)

S D81(第 51図、図版五十六・五十七 )

器

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

弥

生

土

器

一局
杯

ｃ

314

。復 日 100

0残 高 85

0日 縁 %残

0半球 状の杯 l底部 に短 く細 い中
実の脚柱 部がつ く。 日縁端部

は丸 く終 わ る。

○杯部内面 放射状 のヘ ラ ミガキ、外

面ヘ ラ ミガキ、脚柱部ナデ。裾部

に 4ク 所 の円了と。

oやや粗 い。 1～ 2mm大の

角閃石 多量。 長石粒 少

量、赤い石粒 (く さり

礫 )雲母含む。

一局
杯
315

0裾 口 110

。残 高 52

0裾 口縁%残

O短い脚柱部に裾広が りの脚台
がつ く。裾端部は面 をもって

終 る。

O杯部欠損。

o裾部外面 ヘ ラ ミガキ、内面 ナデ調

整と。

O裾部 に 3ク 所 円孔 、 円了しは外面 か

ら内面へ穿 たれ、 内面 に粘 上のは

み出 しが あ る。

Oやや粗 い。 1～ 2mm大の

角閃石 多量。 長石粒雲

母少量。

〇褐色(10YR%)。

褒

ｃｉ
316

O復 口 142

0残 高 59

o口 4素 Z残

O「 く」の字形に鋭 く屈曲外反す

る口縁部。端部はわずかに上

方へつ まみ上げ面 をなす。

敗部内面 に稜 を もつ。

O口 縁部内外雨 ヨコナデ。体部外面

細かな叩 日(6条 /cm)。 内面、左 ま

わ りのヘ ラケズ リ調整。

O良。 こ まかな角 l入可石

長石 を多量 に合 む。

Oにおfい黄褐 色

(10 YR夕る)

甕

ｂ
317

。復 口136
0残高 36

0「 く」の字形 に外反す る日縁部

に端都は丸 く終 る。

O日 縁部 内外面 ヨコナデ調整。

O体部外面 叩 日調整。

O良。 こ まか な角閃石、

長石粒 を含む。

Oにぶ い黄褐色。

喪

ｃ．
318

04夏 日148
。残高45
0口 4求 %残。

0317と 同 じ形 態。 0日 縁部内外面 ヨコナデ。体部外面

細かな叩 日(5条 /cm)。 内面右 まわ

りのヘラケズ リ調整。

O良、 l mm大の角閃石 多

量、 2～ 3mmの 長石 粒、

雲母徴 量。

Oにおfい 交褐 色 (10YR%)

萎
319

0そ夏日142
0残高59
0口 縁 %残。

0317と 同 じ形態。 O日 杵泉部 内外面 ヨコナデ。体部外両

こ まかな叩 日 (6条 /cm)、 内而 右 ま

わりのヘラケズリ。

O良、 l mm大の 角閃石 多

量 、 2～ 3mn大の長石粒

雲母微 量。

0にぶ い黄褐 色 (10YR%)

奏

ｃ２
320

O口 径 150 O「 く」の字形 に外反 す る口縁部

に端部 は丸 く終 る。頸部 内面

の機 は弱 い。

0日 縁部内外面 ヨコナデ。体部外面

こまか な叩 日 (4条/cn)のの ちナデ

調整。 内面左 まわ りの弱 いケ ズ リ(

Oやや粗 い。 2～ 3 mm大

の長石、石芙粒 多量雲

母、赤 い石粒 (く さ り

礫 )微量。
。他地域 産。

O橙色 (5YR%)。

一品
杯

ａ

321

O復 日128
0残高 67
0口 縁 %残

O斜め上 方にゆ るや か にのび る

杯底部 に大 き く外反す る日縁

部 がつ く。

O端部 は丸 く突 り気味 に終 る。
O屈 曲部外面 に稜 、 内面 に段 が

つく。

O口 縁部 内外面 ヨコナデ調整。

O杯部 内外面 ナ デ調整。
O脚柱 部 は挿 し込み式。

O精良、赤 い石粒、長石

粒 多量。雲母徴量。

Oによ い性 色 (7 5YR%)で
0他地域産。

器

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

弥

生

土

器

小
型
器
台

322

0復 日94

0残 高 25

0日 縁 %残

。浅い皿状の受部に日縁端部は

わすかによへつ まみ上げ られ

る。

O脚柱部 を受部底に挿 し込む。

0受部 内外面 ナデ調整。 0精良。 こ まか な石粒

雲母少量。

0明赤褐色 (2 5YR%)。
。他地域産。

一品

杯

ｃ

323

0復 口118
0残高41
0口 縁 %残

0椀状 の杯 、 日縁端 部丸 く突 ,

気味 に終 る。 脚柱 部 は杯 底部

に組 み合 わせ る。

O杯内面、放射状のヘ ラ ミガ キのの

ちナデ、外面ナデ調整。

O精良。 こ まか な石粒。
雲母徴量。

O明赤褐 色 (2 5YR5/8)o
O他地域産。

壷

ｅｌ
324

O復 口 117

0残 高 41

0日縁%5残

O直 口壷、短 く外上方に開 く直
日の 日縁 部。

o口 縁部内外面ナデ調整、体部内面

刷毛 目(6条 /cm)、 外面ナデ調整。

oやや粗 い、長石 、石英

粒 多量、雲母 、 こまか

な角閃石微量。

Oに おゞ い赤 褐 色 (5YR6/3)o

一涌

杯
325

O裾径 150
0残高31
0裾 口%残

O脚柱 都 よ り角度 をか えて内弯

気味 に広 が る裾部。端都 は尖

り気味 に丸 く終 る。

O裾部内外面 ナデ調整。裾部 に 4ヶ

所の円 Tし。 円孔 は外面 か ら内面 に

向 って穿つ。

O精良。 こ まかな石粒少

量合む。

O淡赤橙色 (2 5YR%)。
O他地域産。
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S D81

器

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

弥

生

土

器

妻

ｃｌ
326

O復 日 129

0残 高 45

o口 縁 %残

O「 くJの 字形 に ,比 く屈曲外反す

る日縁 部。

O端部 は _L方へつ まみ上 げて、
受 口状 にな り、面 をなす。

敗部 内面 に稜 を もつ。

o口 縁部内外面 ヨコナデ、体部外面

こまかな叩目(6条 /cm)、 内面左 ま

わ りのケズ リ ?調整。

O精良。 こまか な角問石
_‐母 を多重 に含む。

O暗褐 色 (7 5YR3/3)

簑

∝
327

。復 日 170

0残 高 51

o口 4求‰残

O「 く」の字形 に

'た

く屈曲外反す

る日髯衆部。

O端部 は上 方へわずか につ まみ
上 げて面 をなす。

頸部 内面 に鋭 い機 を もつ。

0日縁部内外面 ヨコナデ。体部外面
こまかな叩 日(5条 /cm)。 内面右 ま

わ りのケズ リ。

O良。 1～ 2mm大の 角閃石
多量、 こ まか な石粒少
量 。

Oにない黄褐色
(10YR%)。

甕

”
328

O復 口 166

0器 高 196

0全体の%残

0球形 の体部 に「 く」の字形 に
鋭 く屈曲外反す る日縁 を もつて

日縁端 部 は上 方へつ まみ上 げ

て受 口状 にな り面 をなす。

。底部はわすかに突り気味にな

るが、 1ま
`子

丸底。

o口縁部 内外面 ヨコナデ。体部外面
上 半 はこ まかな口「 日 (6条 /cm)。  吋ユ

位 は棒状 の工具 で W口 目を消す。下

半 はナデ調整。

O体部 内面上 半 は右下 か ら左上ヘ ケ
ズ リ上 げ、下半 は右 まわ りに横 に

ケズる。器壁の厚 さは底部 に至 る

まで 3 mm前後 に統一 されてい る。

O良。 こ まかな角閃石 多
量、 こ まかな石粒、雲

母少量。

O暗褐色(10YR%)。

一局
杯

ａ

329

O斜め上 方 に まっす ぐにの び る
口孝求部 に杯 底部 は水平 ににつ

く。

o口 緑部外面ナデ、内面は放射状の

ヘ ラミガキ調整。

Oこ まか い石粒、赤 い石

粒少量。

O明赤褐色 (2 5YR5/8)o
O他地域産。

SE5第 1層 (第 52図、図版五十八・六十 )
器

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

弥

生

土

器

褒

ｂｌ
330

O復 日 154

0残 高 40

0H縁 豚 残

0「 く」の字形 に外反する口縁部

`こ

端部は丸 く孝(る 。

o口 縁 部 内外面 コヨナデ。

O体部外面 叩 目のの ちナデ仕上 げ。
内面棒状工共 に よるナデつ け。

o頸部 内面 に接 合時 の粘 上が はみ出
した まま調 整 しないで段 になって

い る。

Oやや粗 い。 l mm前 後の

角閃石、雲母 多量。

こまかな石粒少量。

Oにぶい褐色

(7 5YR%)。

簑

ｂ‐
331

。復 口 114

0残 高 SO

O口 縁 %残

0331と 同 じ形態。 O口 縁部 内外面 ヨコナデ調整。

O体部外面粗 い叩 目 (2条 /cm)、 内面
ナデ仕上げ。

0やや粗 い、 1～ 2mm大の

角閃石、 _誉母多量、

こ まか な石粒 少量。

01こ →ゞ ヤヽ褐 色 (7 5YR%)で

甕

ｃ．
332

。復 口 174

0残 高 50

0口 縁 %残

〇「 く」の字形 に屈曲外反す る 日

縁部、端 部 は L方 へつ まみ上

げ面 をなす。 この除、 日縁部

中央がわすかにお、くらむ。

O口 縁部内外面 ココナデ調整。
O体部外面 こまかな叩 日(6条 /cm)。
内面左 まわ りのケズ リ調整。

oやや粗 い。 l mm大 の角

閃石 多量。長石粒 、雲

母少量。

Oにぶ い貢橙色 ●OYRも/3)

喪

ｃ．
333

0333と 同 じ形 態。 0333と 同 じ技法 。 Oやや粗 い。 l mm大 の角

閑石 多量。 長石粒、雲

母少量。

Oによ い黄精 色 ■OYR6/3)で

褒

ｃｉ
334

04夏 口178
0残高25
0口 縁 %残

0体部以下欠損。
0333と 同 じ形態。

0333と 同 じ技法 。 Oやや粗 い。 l mm前 後の

石粒。

褻

ｃ‐
335

。復 日 190

0残 高 40

0日 縁 %残

Orく 」の字形 に鋭 く屈曲外反す

る日縁 部、端部 はわずかに上

方へ つ まみ あげ、狭 い面 をな

す。

O頸部内面に鋭 い稜 をもつ。

o口縁 部内外面 ヨヨナデ調整。
O体部外面、 こ まかな Wロ ロ (6条/cn)
の上 に粗 い刷毛 日 (4条/cm)で調整

`

0やや粗い。 l mm大 の角

閃石多量、 2 mm大の長

石粒少量。

O灰貧色 (25Y6/2)o

襲

ｃ‐
336

O復 日178
0テ曳高25
0W士求%残

O体部以下 欠損。
0333と 同 じ形 態。

0333と 同 じ。 Oやや粗 い。 l mm大 の角

関石 多量 、 2 mm大の長

石粒少量。

O灰黄色(25Y%)。

褒

働
337

O復 日 159

0残 高 120

0336と 同 じ形態。 O口 縁部 内外面 ヨコナ デ調整。

0体部外面 こまか な叩 目、 内面 右 ま
わ りの ケ ズ リ調整。

0やや粗 い。 l mm大の 角
閃石、長石粒 を含む。

―- 89 -―



SE5第 1層

器

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

弥

Ft

ユ:

器

鉢 338

O復 口 118

。残 高 40

0ロ ネ豪%残

0底部以下欠損。
O浅い椀状 を呈する杯部、 日縁
部は

'と

く終 る。

O口 縁部 内外面 、横 方向の下学 なへ

ラ ミガ キ調整k。

O精良。 こまかな石粒少
壁。

0に おゞ い椎色 (5YR%)。
O他地域産。

小

型

鉢

339

O復 口 116

0残 高 43

0口 縁 %残

。底部以下 欠嶺。

O浅 い椀状 の体部 に屈曲 して斜

上 方 にの び るロキ表部。端 部 は

尖 り気味 に丸 く終 る。

O口 縁 都、体部、 内外面 と もナデ調

整か、磨減激 しく詳キⅢ不 明。

O精良。 こまかな石粒微
量 。

。他地域産。

O種 色 (5YRS/s)。

一品

杯
340

0残高 60 。杯部、丹Hl裾端欠損。

o脚柱部はな く、杯底部か ら斜

下方に広がる脚台をもつ。

0脚裾、外面ヘ ラ ミガ キ、内面ナデ

杯都 との境 に棒の先端 に よる

'モ

痕

O裾部 に 4ヶ 所 の円了し。
O内面 に しlFり 痕 。

Oやや*1い 。 1～ 2mm大の

長石、石英粒多量。雲

母少量、角閃石微量。

o橙色 (2 5YR%)。

一局

杯
341

O復裾220
0残高51
0裾 口%残

O杯部 欠損。
0内 々気味 に広が る脚 台。 裾部

端 は丸 く終 る。

O裾部 内外面 ヘ ラ ミガキか、 l轡減激
しく詳細不 11月。

O精良。 こまか な石粒少

遊こと。

Of也地域l=。

O橙色(7 5YR%)。

一品
杯
342

04夏据132
0残高18

O杯部 欠損。
O低 く大 き く広 が る脚台。

0内外面 ともナデ調整か、磨減が激

しく詳 *‖I不 l男。

O精良。 こまか な砂社 を
含む。

O他地域 産

一開

杯
343

O脚柱 30
。残高43
0脚柱完存

0杯部 、裾部欠損 。
O細 く短 い中空のⅢよ,柱部 か ら屈

曲 して、水平 に大 き く広 が る

裾部と

O脚柱部外而 、縦 方向のヘ ラ ミガキ

裾部横方向の丁寧 なヘ ラ ミガキ。

O裾部 内而刷毛 日 (8条 /cm)調整。
Ot'E部 に円子しを外面 か ら内 71iへ穿 つて

O精良。こまかな石粒微
牡。

O他地ナ“党産。
Oによい惜色 (5YR%)。

鉢 344

〇復 日132
0器高 107
0口 縁 %残

O小型の嚢 と区別が難 しい。
O日 帯攻部がゆるJ、もかに外反 し、

端部は面 をなす。

o丁註人 4憂宅監が「t'■たよ 1)_Llこ あ り

1同 常ヽ は張 り1lζ さない。

o底部は平底。

0日 縁 部外面 ヨコナデ、接 合痕 残す。

O体部外面 縦 方向の刷毛 日 (6条 /cm)。
0内面積方 向の刷毛 日調整。
O底部 内面、圧痕 、及 び批 け こげが

認めら,■る。

Oやや粗い。 l mm前 後の

角 F人]石 多量、 2～ 5田 n
の石粒 日立つ。

0褐 色 (7 5YRム )。

小

型

鉢

345

O日 径 79

0器 高 58

o完 存

O球形の体 部 にゆ るやか に外反
す る 日4豪部がつ く。端部 は丸

く終 る。

O平底の小 さな底部がつ く。

O日 縁 部 内外而 ヨコナデ。体部 外而

叩 日のの ち、ナデ仕 Lげ。 内面、

丁事 なナデ調整。

oやや粗 い。 l mm前 後の

角閃石 、長石粒 多量。

Oによ い栂色 (7 5YR笏 )。

甕 346

0底径 37
0残高 35
0底部党 存

O小 さな平底のは部。 底部の器

壁 を0 5cmと 薄 くつ くる。

O底部外面 を左方向のヘ ラケ ズ リ、

体部外面 はなとい叩 日 (25条 /cm)。

内面 はナデ調 整。

O内底面 に し1よ り
'It。

0良、 こ まかな長石 、筆

母少量。

0に ぶ い権色 (7 5YR7/〕 )。
0他地域産。

SE5第 2層 (第 52図、図版六十～六十二)
器

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

勁「

生

器

ｉ

ｃ
347

。復 口14_8

0残高 21
0口縁 %5残

O外反す る口縁部に端部はわず
かに■1方へつ まみ_Ltヂ て面 を

なす。

0日 縁部 内外而 ナデ調整。

O口 4狭部 内 T珂 に櫛枯波状 文 (4条 )を
1列めぐらす。

Oやや粗 い。 1～ 2mm大の

長石、石夫粒 多量。

O明赤褐 色 (2 5YR5/8)o
O他地域産。

小

型

主

348

0日 径 87

0器 高 129

0完 存

O小 型の球 形の体部か ら短 く外

反す る日縁 部を もつ。端 部 は

丸 く終 る。

0底部は小さな平底、かろうし

て自立はす るが不安定。

0ロキ家部 内外面 ヨコナデ調整。
O体部上半縦 方向のヘ ラ ミ〃キ。下

半は下 か ら上 へ弱 いケズ リ調整。

oやや 粗 い。 1～ 2mm大の

石英 、 l mm前 後の長石

多量。 こまかな角閃石、
雲 母少景。

O明赤褐色(2 5YR%)。

小

型

甕

349

0日 径 118
0器高 120

0小型の球 形の体部 か ら「 くコの

字形 に外反 す る日縁 部 を もつ

端部 をわずか につ まみ上 げ、

面 をつ くる。

o底部 は小 さな平底 でわずか に
凹む。 自立 はす るが不安定。

0日 縁部 内外面 ヨコナデ調整。

O体都外面 *lltヽ叩 目 (25条/cm)のの
ちナデ調整 を施す。内 lrliナ デ

`チ
・司整。

o底部内面 し1ま り痕 を残す。

O良、 こ まかな石粒 多量
こまか な角閃石微丘。

O赤褐色(2 5YR%)。

甕

ｃ‐
350

0復 口154
0残高82

0「 く」の字形 に

'光

く屈山外反 す

る口縁 吉卜、 端 部は [サデヘ つ ま
み上 げ、受 日状 を呈す。

O頸部内面 に銑 い稜 を もつ。

0口 縁部 内外面 ヨコナデ調 rrえ。

〇体部外面 こ まか な叩 目 (5条/cm)の

のち、掃1毛 日 (5条 /↑m)で調整す る。

内面 は右 まわ りの ケズ リ調整。

oやや料卜 。ヽ 1～ 2mm大の

角閃イf多 I童。 2～ 3mm大

の長石、石英粒少量。

oH■オリーフ・褐色¢5Y%)
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SE5第 2層

器

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

労ヽ

4と

土

姿

ｃｌ
351

O口 径 172

0残 高 35

0日 縁 完 存

0336と 同じ形態 O口 縁 部 内外面 ヨヨナデ調整。
O体部外面 叩 日 (5条 /cm)、 内面右 方
向の ケズ リ調整。

O良、 こまかな角閃石 多
量 、赤 い石粒 (く さ り

礫 )雲母、長石粒少量
O暗褐色(7 5YR%)。

甕

ｃｌ
352

01¬ 径 152
0残高41
0日 縁完 存

O「 く」の字形 に ,え く屈曲外反す

る 日縁部、端 部 は L方へつ ま

み Ltヂ受 口状 を呈 し、端 部 に

1条 の浅 い沈線 がめ ぐる。
0頸部 内面 に鋭 い稜 を もつ。

〇口縁部内外面 ヨヨナデ調整。

○体部外面 こまかな叩目(7条/cm)

内面 は左 まわ りのケズ リ調整。

O良、 こ まかな角閃石 多
量、 こまかな長石粒 )

雲母少量。

O黒褐色 (25Y%)。

築

ｂｉ
353

O復 口 128

0残 高 53

0口 縁 %残 。

0331と 同 じ形態 〇口縁部 内外面 ヨコナデ調整。

O体封∫外面粗 い叩 日 (25条 /cm)、 内

面 ナデ「・J司輩_文。

0やや粗 い。 1～ 2mm大の

角閃石 多量、雲母、長

石粒少量。

0明褐色(7 5YR%)。

一局
杯

ｃ

354

O口 径 118
0残高73
0杯、脚柱 部完
存

O浅い椀状 の杯部 に細 く短 い脚
柱 がつ く。

0脚柱 部 か ら属山 して広 が る裾
部 がつ くと思 われ る。

O杯部 内面維 方向のヘ ラ ミガキのの
ち、 ナデ仕 _Lげ、外面 、横方向の

ヘラ ミガキ調整。

O liЧ l柱部、裾部外面ヘラ ミガキ、裾

部内面刷毛 目調整。

0精良、 こまかな石粒、
雲母少量。

0明 赤褐色 (2 5YR%)。
O他地域産。

小
型
器
台

355

O口 径 98

0齢 高 93

O浅い皿状の受部に口縁 端部を
わずかにJ上方へつ まみ上げ、

面 をなす。

O直線的に裾広が りとなる「法,台
がつ く。

O受部 口縁 内外面 ヨコナデ。受都・

脚傘F部外面 ヘ ラ ミガキ、 内面ナデ

調整。

O裾部 に外面か ら内面へ穿 つ 4fしの

円孔 が あ る。

O精良、 こまか な石粒、
雲母少量。

O精 色 (2 5YR6/8)o
O他地域産。

鉢 356

O残高 70
o底部完 存

O丸底の底 部。底都 中央 に外面
か ら内面へ向 けて、径 0 8cm

の 円子しを穿つ。

0体部下半オ
=い
叩 日(25条 /cm)、 内

面ナデ調整。

O底部の部分に粘土継 ぎ足 した痕跡
があ り、その上か らさらに叩 目を

施 して底部は丸 くつ くっている。

。やや粗 い、 1～ 2mm大の

長石、雲母、 角閃石少

量。

0明 赤褐 色 (5YR。/6)o

高

杯

ｂ

357

O口 径 223
0残高 128
0杯部、脚 柱 部
党存

0本平 方向 にのび る小 さな杯部
か ら角度 を力とえて直線 ntに の

び る日縁 部がつ く。 日縁端 部

丸 く終 る。 凧山部で内外面 に

稜 がつ く。

O円 筒形 の 中実の「
'世

柱 部。

O口縁、杯部外両刷毛 日のの ちヘ ラ
ミガキ。 内面 ナデ調整。

O脚柱部外面磨減 力ヽ 敷 し く詳細 不明
ヘ ラ ミガキか。 内面 しば り痕 。

0やや粗 い。 1～ 2mm大の

長石、石央粒 多量。

雲 母、赤 い石粒 (く さ

り礫 )少 量。
O明 赤褐 色 (5YR3/6)o
O他地域産。

358

O底径 58
0残高 H5
0底部完 存

0小 さな突出 した平底の底部。
oや■常ドド1子 は球形。

O底部外面ナ デ、内底面粗 い刷毛 日
(原体 幅 1 2cm、 条数 7条 )。
O体部外面 、内而 同一原体の刷毛 日
調整。

0やや木Iとい。 1～ 2mm大の

長石、石英粒 多量。

こ まかな妻最 多量。

角閃石徴量。

O灰黄褐 色 (10YRG/2)
。他地域産 ?

O体部
「
半 に媒 が付着。

褒

ｂ
359

O口 径 155

0器 高 230

。党 存

0「 くJの 字形 に外反す る日縁部

`こ

労滸菩

“
`よ

メしくやSる 。

O最大部径 が体部 中住 にあ り、
少 し胴長 であ るが球 形化が著

しい。
O底部はわずかに平担面を残す
が、 メし底化が著しく、 自立は

しない。

0日 4寮部 内外面 ヨヨナデ。
O体部 外面、左下 りの粗 い 】ll日
(25条/cm)を 全面に施す。体部下

半 と接合部分ですデにより町
'日

を

,肖 している。

0底部木端 まで叩 目が施 される。

Oやや粗 い。 1～ 2mm大の

長石、石英粒 多量。 こ

まかな角閃石、雲母少

進と 。

0明 赤褐色 (5YR%)。
O体部 ド半径面に媒の付
着が著 しい。

費

ｂ‐
360

O復 口 164

0残 高 21_0

0底部欠損、他の形態は(う と同
じ。

0日縁 部 内外面 ヨコナデ調整。
O体部 外面粗 い叩 目 (2条/cm)内面 ナ
デ調 _盤。

O粗い。 2～ 3 mm大の角
問石 多量。 1綱m大 の長

石粒、雲母少量。

Oに燕ヤヽフオ、■3色 (2 5YR/)

褒
　
ｃ・

361

O口 径 172
0器高 222
0完存

0「 く」の字形 に鋭 く屈曲外反す

る 口杵茨都端部 は上 方へ つ まみ

上 げ面 をなす。頸部 内面 に鋭

い機 を もつ。

0は部 はわずかに尖 り安ヽ「味なが
ら、 九底 であ る。

O口 縁部 内外面 ヨヨナデ調整。
O体部 Ji半左下 りの こ まか な叩 日
(6条/cm)下半 を Wロ ロのの ち刷毛 日

(原体 幅 1 2cm、 条 数 6条)で仕上
げ る。 底部 はナデ調整。

0体部 内画 lt半 は左 まわ りの ケズ リ
下半 は下 か ら_Lのケズ リ上 tする。

Oやや粗い。こまかな角
関石、雲 母多量。 1-2
冊m大の長石、石英粒少

こ言こ。

0浅黄色 (25Y%)。
O体部下半 (底部付近 を
のぞ く)に媒の付着が
著 しい。

O体部内面 下半に黒色の
炭化物。
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器

種

器

形

番

号 法 豊 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備    サ

弥

生

土

喪

　

ｃ‐

362

OttlJ16 8

0器高227
0361と 同じ形態。 Oロ ネ求部 内外 面 ヨコナデ。 口縁 部外

面 に川
'日

の痕 ,庁 あヽ り。 口孝ム部 を叩

4ナ文で叩 き出 したのちにヨコナデで

調整す る。

0体封i外面細かな叩 H(6条 /cm)ド半
は刷毛 日+ナ デ調 文ヽ。
O内面数部刷毛 日、他はケズ リ「弱準。

0良。 こまかな角閃石 多

長、こまかな長石粒、

雲 I子夕l´五と。

OにマSiい 文樟色

(10YR%)。

萎

　

働

363

O復 口 161

0残 高 H6

0361と 同 じ形態。 0口 縁部 内外面 ヨコナ デ調整。体 部

外面叫I日 のの ち刷 毛 日調 単
k。 円 I面

右 まわ りのヘ ラケズ リ調整。

。良。 こ まかな角円 7」 多

比、 こ まか な長石、芸

母 少量。

o浅黄 色。

褒

ｃ‐
364

O復 口 153

0残 枯il1 2
o口 縁 %残

O体部下半欠投。
0361と 同 じ形態。

0日縁部 内外面 ヨコナデ。
O体部外面左 ドリの こまかな町1日 。
(55条んm)体部 内面 、右 まわ りの

ケ ズ リ調整。

O精良、 こ まか な角閃石
雲 母、石粒 を少量。

O黒褐 色 (25Y%)。

士霊
　
　
ｅｌ

365

0田 イミ121
0器高277
0完存

O大型の直凹五。
o欠●く斜上方に開 く伸:日 の 日縁

部 。

O最大 部径が体都 中位 にあ る球
形の体部。

o底都 は
'つ

すか 1こ突 世1し、 士ヒ校

的 しっか りした平底。

O口 孝表言LIア lヽi面 ココナデ、 外面縦 ),向
の刷毛 日 (原体幅 1 05cm、 条 数 7

条 )。

o体部 内面、板状■ 具に よるナデつ

け、外面の L半 と底部付近 に岬 H

(25条 /cm)を 残 す。外面上半 は席1

毛 日(原体 は同 じ)で叩 日の I:か ら

調整 し、下半は 41К状工具で軽 くケ

ズルように 下から■:ヘナデつける。

Oややホl卜 。ヽ2～ 3mn大の

長石粒 多量。 こまかな

石英粒、雲 母少量。こ

まかな角閃石微量。

O明褐色 (7 5YR%)。
o底部をのぞ く体部 ド半
に媒の行者が苦 しい。

SE6(第 54図、図版六十二)

包合層 (第55図、図版六十四)

器

種

器

形

番

号 法 見 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備    考

弥

生

上

格

三 366

o底径 50
0残高 52
0底部完存

Oわずかに突 出す る小 さな平底

の底部。

o底部 中央 は凹 む。

O体都下半外面 ヘ ラ ミガキ、 内面 ナ
デ調筆文。

Oやや *■い。 1～ 2mm大の

問石、 長石粒 多量。雲

母、石 英粒少丘。

O褐色 (10YR%)。

367

0底径 50
。残高 39
o底部完 存

O突 出部 はな く、 中央部が 凹む

平底の底都。

0体部下半外面 叩 日ののちナデ仕 ::
tす。

O内 腋iナ デ調整。

Oやや *■い。こまかな角

閃石多量。 2～ 3mm入の

長石粒少量。

O明褐色 (7 5YR%)。

一局
杯
368

O残高 62
0'日I柱完 存

O muい 中空気
「
味の脚柱部 よ り角

度 をか えて、本平方向 に広 が

る脚 ‡居部 を もつ。

〇脚柱部、横 方向のヘ ラ ミノ,キ 、

冊部ヘ ラ ミ〃キ。 報部 内面ナ デ調

整 。

O精良、 こ まかな石粒少
疑。

Oけ1赤 禍 色。

O他地域産。

369

0残高 199 0日縁・底 口'l∫欠損。
O最大復径 は体 部 中央 よ り下 位

`こ

あるドよく
'■

のと。

O体部外両ヘ ラ ミガキ、内面ナデ調
整。 内面 に粘 土ヤJlの 接 合痰 駁者。

(本どi土子丑中‖・ 1 8cm)

Oやや粗 い。 1～ 2mm大の

角 大l石 、 長石粒 多量。

芸 〔オ、石英粒 少量。

O褐 色 (7 5YR%)。
0367と 同―イ回l本か ?

各

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 flk 技 法 の 特 徴 備   考

弥

生

土

器

簑

ｄ
370

O復 口 150

0残 高 52

0口 縁 %残

O球形 の体部か ら「 く」の字形
に鋭 く屈曲 し、外弯気味 の 口

縁 刊
`が

つ く。

o口 縁端 部 は内方へ 丸 く男巴厚す

る。

O11縁部外面 ナ デ、内面刷毛 日

(7条 /cm)。

O体部外面吊1毛 日、内面 は頸部 か ら

少 し下が った ところか ら、右 まわ

りの ケズ リ調整。

Oやや対とい。 l mm前 後の

石米立多量、雲 :サ少 J,1。

Oに ぶい惟色 (7 5YR%)。
01也地ナ或産。

妻

ｄ
871

〇復 口 158

0残 高 43

o口 縁 %残

0(1)と 同 じ形態。 0(1)と 同 じ技 1去。 o(1)と 同 じ。

o(1)と 同 一個体 と思われ

る。
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包合層

器

種

器

形

番

号 法 量 (cm) 形 態 の 特 徴 技 法 の 特 徴 備   考

弥

生

土

器

甕

Ｃ２
372

O復 口170
0残高 35
0日 縁 %残

0「 く」の 字形 に鋭 く屈曲外反す

る口砕求部。

端 部 はわずか に上 方へつ まみ

上げ、面をなす。

O日 縁 部内外面 ヨコナデ調整。

O体部 外両叩 目のの ち、ナデ調整。
内面右 まわ りの ケズ リ調整。

0やや粗 い。 l nm前 後の

石粒 多量、赤 い石粒、

(く さ り礫 )少量。
O明赤褐色(5YR%)。

褒

ａ
373

0復 口152
0残高 32
0日 縁 %残

O「 く」の字形に外反す る口縁部

に端部は面 をもって終 る。

0日縁 部 内外而 ヨヨナデ調整。
O体部外面 叩 目、 内面 ナデ調整。

0やや粗い。 l mm前 後の

長石、石英粒多量。

雲母、角閃石少量。

O明赤褐色 (5YR%)。

甕

ｈ
374

04夏日154
0残高 73
0日 縁 ‰残

O「 くJの字形 に外反す る日縁 部

に端部 は丸 く終 る。

O日 縁 部 内外面 ヨヨナデ調整。

O体部外面 叩 日のの ちナデ調整。
内面ナデ調整。

Oやや粗い。 1～ 2mm大の

角閃石多量。長石、石

英粒少量。

O褐色 (10YR4/6)o

壷

助
375

O復 口 232

0残 高 56

o大型の二重
「
縁 壷。

O外反す る口縁部 で端部 は面 を
もって終る。
O外面の屈曲部で段をもつ。

O口縁 部 内外面ヘ ラ ミガキ調整。
O口 縁 部 は径 2 cnの 円形 浮 文 (十竹

管 文 )を施すが間隔 は不 明。

0やや粗 い。 1～ 3mm大の

長石粒 多量。 こ まかな

石英粒、角閃石 少量。

O明赤褐 色 (5YR5/6)。

一空
ｂ２
376

。復 日166
0残高 24
0口 縁 %残

O加飾す る三。
O外反す る日縁 部 で端 部 を ド方
に拡 張す る。

0日 縁部外面、縦方向のヘ ラミガキ、

内面積方向のヘ ラミガキ調整。

0日 縁端部に波状文を施 こ したのち

に径 I cmの 円形浮文 (十竹管文 )

を 4～ 5 mm間 隔 を施す。

0口縁都内面に も波状文を施す。

0やや粗 い。 1～ 2mm大の

長石粒 多量。 角閃石、

石英粒、雲母 少量。

O褐色 (7 5YR5/6)o
O器 台の 口縁部の可能性
力`ある。

壷

ａ
377

O残高73 ①中期 の壷胴部 片。 O頸胴部 に櫛補 直線文 (9条 )を 3
条 施 す。 内面 ナデ調整。

0やや粗 い。 1～ 2mm大の

角閃石 多量。 こ まかな

長石粒微量。

Oによ い黄褐 色
(10 YR%)。

小
型
鉢
378

0イ夏口82
0残高43
0日 縁 %残

Oす り鉢状の体部にわずかに外
反する日縁部がつ く。

端部は丸 く終 る。

O磨滅が激 しく詳細不明。 0やや粗 い。 l mm大の長
石 、石央粒 多量。

O黄褐 色 (10YR5/6)o
O他地域産。

小
型
丸
底
〓

379

O復 口94

0残 高 57

0日 縁 %残

O球形の体部にわずかに外反す
る日縁部がつく。端部は丸く

終る。

o口 縁 部 内外面 ヨコナデ調整。

O体部 外面 、刷毛 目のの ちヘ ラ ミガ
キ調整。

o内面左 まわ りの弱 いケズ リ調整。

oやや粗 い。 1～ 2mm大の
石英粒 多量。 こ まかな

長石粒 少量。

Oによ い黄橙色

(10YR%)。
0他地域産。

380

O残高 34 0加節す る藍顎胴部片。 0頸胴部外面 に ,皮状 文 (6条)を施
したの ち、密接 して直線 文 (同一

原体 )を施 す。
O内面 ナデ調整。

oやや粗 い。 l mm大 の角
閃石 多量。 1～ 3mm大の

長石粒少量。

0明 赤褐 色 (5YR5/6)o

鉢 381

o底径 24
0残高 46
0底部完 存

0底部中央に内面か ら外面 に円
Tし (径0 6cm)を 穿つ。

O体部下 半外面 叩 日、内面 ナデ調整。 0やや粗 い。 1～ 2mn大の

角閃石、長石 粒 多量。

0に な い黄褐色
(10YR%)。

壷 382

O底径 46
0残高 29
0底部完 存

O突出 した平底の底部。 O底部、体部下半叩 目のの ちナデ調

整 を施 す。 内面 ナデ、 内底面 に し

1ま リア民。

0やや米日い。 1～ 2mm大の

長石粒、 こまかな角閃

石 多量。

O赤褐色 (5YR4/8)o

衰 383

o底径 39
。残高 25
o底部完存

0平底の底部。 0底部外面、叩 日のの ちナデ仕上 げ

内面 ナデ、 しば りF艮残 す。

0やや粗 い。 こ まかな石
粒、角閃石 多且。

O褐色 (7 5YR4/3)o

鉢 385

o底径 33
0残高42
0底部党 存

O小 さな平底の底部。
O底部 中央 に外面 か ら内面 に径
0 6cmの円孔を穿つ。

0体部下半外面叩 日 (25条 /cm)、 内
面ナ デ調整。 しば り痕 残す。

Oやや粗い。こまかな角
閃石多量、長石粒少量

0褐色 (10YR4/6)o

五 386

O底径48
0残高32
0底部完幕

O突出 した平 底の底部。 o底部、体部下半外面ヘ ラ ミ〃 キ

内面 ナデ調整。 しば り痕残 す。

Oやや粗 い。 1～ 2nm大の

長石粒 、雲母 多量。 こ

まか な角問石少量。

O暗褐色 (10 YR%)。
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備   考技 法 の 特 徴法 量 (cm) 形 態 の 特 徴
器

種

器

形

番

号

o良、 こ まかな角閃石

石粒 少量。

Oにぶ い黄褐色

(10YR%)。

0底部 外面 叩 日、内面 ナデ調整。O突 出 した平底の底部。

嚢 387

0底径 47
0残高 25
0底 部完 存

Oやや 粗 い。 1～ 2mm大の

長石・ 角閃石含 む。

Oにぶ い黄褐 色。

0底部外面 叩 日、 内面 ナデ調整。O底径 31
0残高 13

O突 出 し、少 し丸底傾向の

姿 388

oやや粗 い。 l nm大の長

石 粒・ 角閃石 を含む。

O褐色 (7 5YR%)。

O底部外面叩 日、内面ナデ調整。
心内底面 に しは り痕 を残す。

O突 出 した平底の底部。

襲 389

o底径33
0残高 24

0やや粗 い。 角閃石・雲

母 を多量 に合み、 2～ 3

mm大の長石粒少量。

Oにぶ い苗:褐色

(10YR5/3)o

o底部外面 叩 日、内面 ナデ調整。。突 出 した平底の底部。

o底部 の 中央 が四む。

蟄こ 390

0底径 34
0残高 12

Oやや 米日い。 1～ 2mm大の

角開石 多量。

Oにぶ い黄橙 色
(10Y R%)。

O底部外面叩 日(35条 /cn)、 内面ナ
デ調整。

391

O底径 36
0残高二.5
0底部完 在子

O小 さな平底の底部。
0底部 中央 が ,表 く凹む。

甕

Oやや粗 い。 1～ 2mm大の

角閃石 、長石、石英粒

多量。

O褐色 (7 5YR%)。

o底部外面木端 まで叩日。底部内底

面 しtま り痕

O底径40
0残高 20
0底部完 存

O小 さな平底の底部

甕 392

O精良、こまかな石粒少
こと。

Oに示い橙色 (7 5YR%)
0他地域産。

O脚柱 部外面 ヘ ラ ミガキのの ち、ナ
デ、 内面 ナデ調整。

O杯部、裾部欠損
O中空の細長い脚柱部一局

杯
393

0残高 74
0脚柱完 存

O良。 l mm前 後 の角閃石

多量。 長石、石英粒少

どき 。

O褐色 (10YR%)。

O脚裾部外面 ヘ ラ ミガキ、 内面 ナデ

調整。
394

0裾径 110
0残高 6_0
0裾 口%残

O杯部 欠損
O杯部か ら内密気味 に広 く、裾
部がつ く。裾部 に外面 か ら内

面へ穿つ 円孔 4ヶ 所。

高

杯

O精良、 こ まかな石粒 少
量 。

O橙色 (7 5YR%)。
O他地域産。

O脚柱部外面 ナデ、内面 ナデ調整。O杯部、 t居部欠損。
O中空の細長い脚柱部。一品

杯
395

O残高70
0脚柱完存

0やや粗い。 l mm前 後の

長石、石英粒多量。雲

母少量。

Oによい橙色
(7_5YR%)。
O他地域産。

0脚柱部 外面 ヘ ラ ミガキのの ち、 ナ
デ調整。 争属部 内面ナデ調整。

O杯部、裾部欠損。
O円 筒形 の脚柱部 か ら角度 をか

えて水平 方向 に広が る裾部。

O脚柱部 に径 l cmの 孔 が あ く中

空の脚 部。

一品

杯
396

0残高60
0脚柱完 存

0やや組 い。 2～ 3mm大の

長石粒 、 こ まか な石英

粒 多量。
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